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よろこぶゲンシジン

　　　　　　　　　　　　　 　エイゾウ　

　

　

　

　

はじめに

　

ゼンチョ『むしのツゴウニンゲンのツゴウ』をハッピョウしてからイチネンほどたった。

コンカイはブンリョウをジュウマンジテイドにふやしたので、イチネンでまたこうして

チョショをおもてへだせるかはわからなかった。しかし、おわってみるとアンガイはや

くかきおわった。わたしのいいたいこと（といっていいかわからないが）が、サクネンよ

りふえたのかともおもう。しかし、かくのはラクでも、ダッコウ、ヘンシュウのサギョウ

はかなりジカンがかかった。ジッシツイッカゲツちょっとだが、サンカゲツほどかかっ

た。そのクロウがあって、いまはヘンシュウにめどがつきほっとしている。

ジカイはコンネンチュウにだせるかであるが、シッピツチュウである（ハンブンテイドか

きおわっている。）。ジツはネットワークでレンサイをしている。おきにめせばゴランい

ただければとおもう。すきなことをかいているが、わたしのあたまのなかをセイリする

モクテキもあるのでゴカンベンいただきたい。またコンカイもカタカンタイショウヒョ

ウをつくった。カタカナゴがわからないばあいにサンショウしてほしい。

　

　

　

イチ

　

「ひやめしをくわせる。」などというが、「ひやめし」はあまりジュウヨウでないひとにく

わせるという。つまり、だれかのいえにいって、ひやめしがでてきたら、あまりカンゲ

イされていないということだ。これはブンカというかフチョウであるからさからいづら

い。わたしはひやめしをよくたべる。わたしのいうコウゾウシュギテキにいえば、「わた

し」は「わたし」にとってカンゲイされていないことになる。そういうブンカ、フチョウ

コウゾウがあるのだからそういうことになる。しかし、わたしはわたしに ひやめしをだ

すときけっして「カンゲイ」していないわけではない。ただ、あたためる（ヒツヨウが

あるにせよ）のにはエネルギーがかかる。そこまでしてあたたかいものをたべたいとは

おもってないからだ。これはキノウシュギテキで「エネルギー」のセツヤクがモクテキ

されている。しかし、ブンカやツウヨウするフチョウからすれば「カンゲイされていな

い」というイミがそこにあるとされてしまう。いやいやそういうことではないんだ。と

いっても、コウゾウをダイジにするひとからは、「カンゲイ」していないやつ、「カンゲ

イ」されていないやつといわれてしまう。しかし、わたしは「ひやめし」をたべること

をやめない。そのコウゾウをまもることよりも、エネルギーのセツヤクのホウがユウセ
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ンされるのである。

わたしもダイブ「コウゾウシュギ」テキになったが、ときおりこういったダツコウゾウ

するのである。わたしはジチョ『アルクカラカンガエル』で、「ダツチ」をテイショウし

た（●『アルクカラカンガエル』[イカア]ヒャクロクジュウシチ）。「ダツチ」とは、ある

チシキがあると、その「あることがら」にタイして、センニュウカンをもってしまうこと

があるが、そういうヘンケンといったりするが、そういうみかたからダッして、ジブン

ジシンでカンサツしてみようということだ。そういう「ジゼンチシキ」もキョウイクな

どでキョウカされたり、いくつかのコウゾウをたもっていたりするから、ユウキがない

とダツコウゾウはできない。たとえば、キンリをさげるとひとがショウヒをはじめると

いうセツがある。ツウカのカチがさがるわけだから、ほかのものにシサンをうつすとい

うまっとうそうなセツだが、これはかならずしもただしくない。キンリがさがるといっ

ても、さがるキンリはセイサクキンリ（コウテキキカンとギンコウのとりひき）につい

てだけだから（サラキンがキンリをさげるわけではない）、ケッカ、ひととギンコウのと

りひきにはそうエイキョウはない。さらにコクガイシジョウもあるので、ニホンではキ

ンリがさがっても、コクガイのキンリがたかいツウカやショウケンでウンヨウすること

ができる。だから、キンリがさがってもキンリはさがらないのである。こういうことも

「ダツチ」をするとみえてくる。

　

ニ

　

「チイキのエンがうすれた。」というようなはなしをきく。チイキのキョウドウタイがち

からをうしなったというようなはなしである。やなぎだくにおによれば、むかしはさか

ななどのショクリョウをチイキでイッセイにコウニュウしていたという。つまり、むか

しはチイキではおなじようなものをたべていたということである。それがメイジイコウ、

それぞれショウテンでさかなをかったり、ヤサイをかったり（つまりトシカした。）、い

まではダイキボショウテンでにくをかったり、カコウショクヒンをかったりしている。

このレイをひいてなにがいいたいかというと、キョウドウタイをコウセイするコジンが

たべるものが、それぞれになったということである。おなじチイキでくらすエーさんは

ゆうごはんにカツどんをたべ、またおなじチイキでくらすビーさんはやきざかなをとい

うグアイである。つまりそのエーさんとビーさんはキョウツウのヨウソがすくない。い

や、「セイブン」といったホウがよいかもしれない。つまり、おなじものをたべていたむ

かしとくらべて「キョウツウセイ」がすくないのである。だから、チイキのエンはうす

くなったといえるとおもう。いや、もっともイッショのものをたべなくなったホウがさ

きか、チイキのエンがうすくなったホウがさきかはわからない。しかし、それがカンレ

ンしあって、「チイキのエンがうすくなった。」といわれるまでにシンコウしたのだろう。

しかし、レイガイもある。それはガッコウキュウショクをたべるショウチュウガクセイ

である。かれらは、さきにセツメイしたようにおなじものをたべているがゆえに「こい」

キョウドウタイなのだろう。おなじものをたべるカゾクもそうだ。しかし、おとなはキュ

ウショクをたべるキカイがあまりないから（シャインショクドウやビョウインでたべる
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ことがあろう。）、チイキキョウドウタイはちからがよわまったままだ。ムリヤリおとな

にもキュウショクをたべさせるようになれば、チイキキョウドウタイのちからはつよま

るだろうが、「むかし」のように、つまりチュウセイのようになる。これを「サイチュウ

セイカ」とよんでおく。いってみれば「グローバルカ」のギャクである。

　

サン

　

ニホンのガッコウのソツギョウシキにはおくることばの「ソウジ」とソツギョウセイの

ことばの「トウジ」がある。その「ソウジ」をよみあげるヤクになって、よみあげるブン

ショウをかんがえた。そこまではよかった。しかし、レンシュウでよみあげてみると、シ

ドウのキョウシがおまえのはカンジョウがこもっていないとかいう。それはもっともな

のかもしれないが、ガッコウのカテイをおえて、つぎにむかうソツギョウセイはタショ

ウなりともカンガイぶかいだろうが、ただみおくるザイコウセイにとっては、いや、す

くなくともわたしにとっては、あまりカンゲキというのがなかった。たしかにおおゲン

カしたり、なんかのギノウにたけていたりとトクショクがあるソツギョウセイだったら

ちからがはいるテンがあるだろう。しかし、わりとまじめなソツギョウセイだったから、

やはりカンジョウがはいりづらかったんだろう。だから、ナンドもナンドも「カンジョ

ウ」がこもったよみあげができるよう「エンギ」シドウをうけた。

いまかんがえてみると、「カンジョウ」がこもったよみあげをキカイにやらせるにはギノ

ウがヒツヨウだ。ずっと、「ド」のおとでよみあげるといわゆるぼうよみになるが、「ドレ

ドドレミレド」というようによめばいわゆるカンジョウのこもった（とおもわれる）よ

みあげになる。

いま、そんなエンギをするんだったら、シドウのセンセイに、「グタイテキなおとをシテ

イしてください。できればゴセンにかいて。」といってしまうだろう。それほどやりなお

しをさせられたことをおぼえている。そうしないですますには、「ソウジ」のブンをカ

ショウするとよいだろう。

　

ヨン

　

いつからだか、「スパゲッティ」や「ピザ」がはやりだしたようなきがする。また「ラー

メン」とか「パン」もなにかとうれているようなきがする。しかし、ひるごはんに、スパ

ゲッティをたべたロウドウシャがテッコツをもちあげられるきがしないし、ひるめしに

ラーメンをたべたカイシャインがモクザイをタクサンはこべるとはおもえない。

ジツはそうやって、ニホンケイザイは、ちからしごとがゲンショウして、デスクワーク

のわりあいがふえたのかもしれない。「ショク」のヘンカがさきか、「ショクギョウ」のヘ

ンカがさきかはわからないが、すくなくともタイリョクをつかわないしごとがふえてい

るんだろう。このケイコウはバブルのあたりから（パンとラーメンはまえからよくあっ

た。）つよくなり、いまもつづいているようだ。きつくいえば、ニホンジンのヒンジャク
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カがすすんでいると。

そのころから（ケイザイの）テイセイチョウがはじまった。そういうショクリョウをこ

のみつづけるとしたら、（ケイザイ）セイチョウはむずかしいとおもう（やはりタイリョ

クショウブであろう）。むかしのセンソウは「ショク」にこまったらしいが、そのケッカ

だろう、たたかいつづけられなかった。いまはたべるものがあるとはいえ、エイヨウカ

のひくいものでは、たたかいつづけるのはむずかしいであろう。

　

ロク

　

ニホンジンはクイズがすきなのだろう。テレビバングミでもやっているとおもう。わた

しはそういうのはすきではない。ショウチュウガクセイのころは（ベンキョウというク

イズを）ときおりやっていたが、まぁまぁのホウだった。タブンそうやってあるテイド

のジカンをすごすから、「クイズ」にテイコウないひとがおおいのだろう。

サイキンはそういう「クイズ（シケン）」のカイトウをデンシサイトからひっぱってき

てカイトウすることもあるときく。それでよい、わるいいうのだが、どうせ「キョウカ

ショ」からこたえをひっぱってきて、カイトウヨウシにフクシャするのだから、ガクセ

イならそれでわるいことはないとおもう。

しかし、そういったデンシキョウカショがはやると、かみバイタイのキョウカショがうれ

なくなってしまうだろうから、キョウイクサンギョウからは、わるいというヒョウカが

でるのだろう。わたしはジュギョウでつかったものイガイにクイズボンのクイズをとい

たことはない。カッコウがいいからとかったことはかったが、ケッキョクつかわずショ

ブンしてしまった。クイズはとかなかったがホンはそこそこよんだとおもう。やっぱり

ジッサイテキなクイズをとかなければとおもう。

　

シチ

　

ニジュッセイキなかばのセンソウでは、いろいろなセンカンがしずんだ。「やまと」もそ

うだし、「むさし」もそういわれている。クウボも「かが」とかがしずんだのだろう。こ

れらはだいたいむかしのニホンのチメイである。だから、「ニホンがしずんだ（しずむ）」

といういいかたはコウトウムケイではない。サイキンきかれなくなった「やまとだまし

い」も「やまと」がしずんだのだから、「しずんだたましい」みたいなはなしになる。「や

まとなでしこ」もそうだ。そういうわけがあるから、「やまとなでしこチーム」とはいい

わずに「なでしこチーム」というのだろう。

むかしのレキシをダイジにするなら、「やまと」などはうみのそこからひきあげたホウが

いいのではないかとおもう。「しずんだ」とほかのことでいわれるのでなく、「サイフジョ

ウ」といわれたホウが、きもちがあかるい。だが、なんマントンのふねをひきあげるに

はクロウするだろう。うきぶくろでうかせるのではだめか。
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ハチ

　

ニホンジンにとって、このふゆはさむいものになりそうである。それはあぶらのねだん

があがるだろうからである。そうするとデンキリョウキンもあがる。くにのタンイでみ

れば、ユニュウガクがふえてボウエキあかじがでかねない。それはつまりおおきくみた

コジンのカテイがあかじになるということである。これはヘイキンテキないいかたなの

で、そんなにくらしむきがかわらないカテイもあるだろうが、あまりおかねをもってい

ないカテイにとってはシカツモンダイとなる。ヘンサチでいうとゴジュウイカのカテイ

があかじになるということだ。つまり、ニホンのゼンカテイのハンブンが「あかじ」に

なるわけだ。だからネンリョウをダイジにつかわなければならない。それができなけれ

ばあかじだ。

わたしはあまりさむいときは、コートをきてねることにしている。チャンチャンコなら

ワフウだが、あまりうっているのをみかけない。これがあったかいので、ねるときにダ

ンボウはヒツヨウない。ニッチュウにつかってもよい。ダンボウダイがセツヤクできる。

とはいえ、こたつをつかっている。ヘヤゼンタイをあたためるとねつがムダになる。テ

ンジョウまであったかくするヒツヨウはないからだ。ブブンテキにあったかければよい。

あとエネルギーをつかうのがフロだ。シャワーならつかったブンだけであるが、ゆぶね

をつかうとヒャクリットルイジョウをわかすことになる。だからわたしはキョクリョク

ゆぶねにははいらない。みずあびですませるのである。

こうしたクフウで、さむいふゆをすごせばあかじはへっていく。ドリョクすればいいの

である。くにのボウエキがあかじということは、コクナイのいえやキギョウのソウワが

あかじということだ。なかにはくろじのいえやキギョウもあるだろう。しかし、ゴジュッ

パーセントイジョウのカテイやキギョウがあかじだと、もはや「チュウリュウ」とはい

わない。

いまのところシサンがあるだろうからモンダイにはならないが、あかじがつづけばやが

てそれもつきる。たとえばイッチョウエンのボウエキあかじだとしたら、ダイタイひと

りあたりイチマンエンのあかじだということになる。キュウリョウがサンジュウマンエ

ンあれば、たいしたガクでないようだが、まみずのイチマンエンなので（ボウエキはコ

クサイトリヒキだからシンヨウのあるツウカでおこなわれる。キュウリョウはかならず

しもそうではない。）おおきいとおもう。キュウリョウをはらってくれるだれかもイチマ

ンエンのあかじだから、さきざきキュウリョウはへるだろう。

もしそれでも「チュウリュウ」なんてことばをつかうとしたらそれは「ビンボウ」のこ

とだ。ネンリョウのセツヤクもそうだがほかのムダもはぶいていかなければならない。

わたしはみずのセツヤクもしているが（●『むしのツゴウニンゲンのツゴウ』[イカ む]

ヒャクニジュウロク）、もっとムダをはぶいていかなければならないとおもう。いまは

「フケイキ」ではなくて「ビンボウ」なのだとニンシキをあらたにしなければならない。

　

キュウ
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ふゆになるとよくみるとりがいる。タブンきたのホウからやってくるのだろう。わざわざ

さむいところにいくとりがいるというはなしはきいたことがない。そのとりをよくコン

ビニでみかける。チュウシャジョウによくいるのだ。たかいところではないからキケン

だろうに、しかしよくいる。なぜ「コンビニ」なのか。かんがえてみると、このニジュウ

ネンで、コンビニはゼンコクテキにひろがった。いまではショウガッコウとチュウガッ

コウのかずよりおおくのコンビニがゼンコクへひろがった。

そこでこうかんがえるのである。あるひとがとおくへリョコウにいったとする。そこで

キュウにひげそりがヒツヨウになったらどうするか。そのひとがジタクちかくのコンビ

ニでいつもかっていたとするならそのひとはリョコウさきでもコンビニでかうだろう。

コンビニにあるショウヒンはゼンコクでほぼドウヨウだからである。つまりそのレイと

おなじように、きたからやってきたとりもコンビニがいいのではないか。タブンチュウ

シャジョウでひなたぼっこしているからなつもきたのホウでそうしているのだろう。

　

ジュウ

　

よくニホンでは、おとのなるケンバンガッキのことを「ピアノ」という。イタリアゴで

「ピアノ」というと、「よわく」ということらしい。じゃあ「つよく」はひけないのかとな

るが、ジツは「ツヨク」もひけるらしい。だから「ピアノフォルテ」というのがセイカク

なヒョウゲンのようだ。「フォルテ」はイタリアゴで「つよく」だ。つまり、おとがでる

ケンバンは、「よわく」も「つよく」もひけると。でもニホンでは、あまりつよくひかな

いのだろう。「ピアノ」としかいわない。タブン、キンジョメイワクはやめようというこ

とだろう。

　

ジュウイチ

　

わたしのオヤジがしんでイチネンになる。イチネンまえのキョウはビョウインにいき、

コキュウがあらくなっていることをカクニンしてわたしはいえにかえった。いきている

ホウはショクジをとらなくてはいけない。ずっとみていることもできたが、ナンニチか

つづき、おふくろもたおれてしまうというのをさけたかった。コウタイでみればいいと

かんがえた。かえってしばらくすると、おふくろかデンワがあった。それからしばらく

でリンジュウだったようだ。かけつけても、まにあわなかっただろう。すぐにいえにむ

かえるジュンビをととのえた。

なにしろうちは、ゲンカンからいままでチョクセンでははいれない。つまりかんおけが

はいらないのだ。うらにわからはこんでもらうジュンビをととのえた。タンカみたいな

ものにオヤジはのせられてトウチャクした。うらにユウドウしてうちにいれた。サイダ

ンをつくってもらってソウシキのはなし。そのゴはジュンチョウにすすんで、サイゴに

みたのがカソウばでの「どくろ」だ。はがジョウブだったからちゃんとととのっていた。

なるほど、カハンシンのほねからつぼにいれるのだとカンシンした。オヤジもジュジョ
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をおもんじていたからマンゾクだろう（「マンゾク」というのはどうかとおもうが。）。

イッカゲツちょっとたってノウコツした。それっきりだ。ただ、オヤジは「いきること」

とはどういうことかをおしえてくれた。しにそうになると、イドウができるキセイして

いたちいさなむしなどはにげるのだろう。しかしイドウのできないサイボウなどはヒッ

シになっていきながらえさせようとする。セントウにまけたヘイとおなじだ。にげられ

なきゃ、ボタイをおもんじ、うちじにするかコウフクするまでたたかうだろう。「いきる」

とはそんなものだと。

　

ジュウニ

　

もしレキシをサンゼンネンくらいやりなおしたら「カレー（あのカレーである。）」はも

うイッカイハツメイされるのであろうか。それほどむずかしいリョウリである。もっと

いうと、あとサンゼンネンくらいたつと「カレー」なみにすごいリョウリができている

はずである。できてなかったら、「できそこない」で、ジンルイがタイカしたというべき

ではないか。ジカンがあったら「カレー」をイチからつくってみたいものだ。

　

ジュウサン

　

ニホンで「サイダー」というと、ムカジュウのタンサンいりのにおいつきサトウみずが

でてくるが、ホンライテキにはカジュウいりのようだ。みなみのくにでは「リンゴ」のカ

ジュウ（かおりだけではないとおもう。）がはいったものがでてきた。そういえばサイキ

ンはタンサンいりのカジュウがはいったのみものがふえてきた。それこそが「サイダー」

なのだろう。ただ、ニホンでうられている「サイダー」ふうインリョウもおいしいとは

おもうが。

ジュウヨン

　

「ジョセイのシャカイシンシュツ」ということばをきく。ジョセイのノウリョクをいろい

ろなところでハッキできるようにしましょうということらしい。バスのウンテンシュな

んかもジョセイがヤクにつくようになってきた。テレビなんかをみていてもキョウミぶ

かい。むかしはジョセイのせりふがすくなかったが（タイガドラマなど）、わきヤクだと

しても「カッパツな」ジョセイをえんじているのをよくみる。むかしは「おしとやか」に

というジョセイのビョウシャがおおかったとおもうが、かわってきたとおもう。シャカ

イガクテキにいえば、「ジェンダー」のありかたがかわってきたということだ。そのイッ

ポウ、「エレベーターガール」がへっているようだが。

　

ジュウゴ
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「ジカン」とはなにかというといには、あるブッタイがあるキョリをイドウするのにかか

るま だとこたえられる（●ア ヒャクジュウゴ、●むサンジュウヨン）。それで、テンタ

イのイドウをカンサツして、「ネン」、「ゲツ」、「ニチ」、「ジ」、「フン」、「ビョウ」とはか

れるようにしている。あまりテンタイをみないひとは、とけいのうごきのホウがわかり

やすいかもしれない。「フンシン」がうごいたら、それがうごくまえより「ジカン」がお

おきくなっていると。

「もの」がイドウするばあいには「ジカン」というガイネンでかぞえることはカノウだ

というのにタイテイイギはないだろう。しかし、それが「ジョウホウ」だったらどうか。

あるデンシブンショがベツなところにおくられるのに、それを「ジカン」がかかるとい

えるのか。

いまのジョウホウギジュツではチキュウナイであれば、ほぼすぐさまおくられるのであ

る。むしろサイキンは「ラグ」などという。そういえばむかしはチキュウのうらからの

ジョウホウが、キタイされているよりおくれることがあった。なぜおくれるか、デンキの

ながれにムダがあったり、ほそいケーブルでつないでいたりしたために、「ジュウタイ」

のようになっていたのだろう。それをおもいだすと、「ジョウホウ（もっというとデンキ

になってしまうが）」のイドウもやはり「ジカン」がかかるといえそうである。

もし、イドウにカンしてまったく「ジカン」がかからないでカンリョウするなら、もう

イドウするジュンジョで（もっともはかりづらいだろうが）ケイソクするしかない。ト

シにいるひとのコウドウをジュンジョづけてハアクするのににている。そんなかんじで

はほとんど「とき」というガイネンがむずかしくなる。それでも「とき」をセイリツさ

せようとすれば、なにかのブッタイやジョウホウをどこかにイドウさせて（ゼンテイで

はすぐというか「ドウジ」についてしまうのだが）わずかなずれをさがして、「ジカン」

や「とき」にするんだろうか。もっというなら、ドウジにつかないジョウケンをさがす

だろう（たとえば、かがみをタイリョウにつかって、あたかもチョウキョリをイドウさ

せたかのようなやりかたで。）。そうしないと「とき」だとか「ジュンジョ」がむずかし

くなるのである。

かりにそういう「とき」のない（すべてイッシュンですんでしまう）カンキョウができた

ら、ニンゲンはブッシツのイドウがイッキにすすみ、あっというまにしんでしまうかも

しれないし、ブッシツのイドウをいつでもできるからと、うごかすことをせず、いつま

でもいきるかもしれない（いまのところ「シ」はコクフクされていないので、ゼンシャ

かとはおもうが［ヨダンだが、ひとりのニンゲンがしぬまえに、そのひとのサイボウを

セッシュしバイヨウしてそだてれば、とりあえずまだいきていることにもなる。モンダ

イはジョウホウのイテンだ【ジョウホウをイテンしないとなまえすらわからない。】。]。）。

ニンゲンのジュミョウはハチジュッサイがセンシンコクではヘイキンテキだが、ブッシ

ツのイドウがはやくなると、あっというまにしんでしまうということだ。「シ」までの

ショリがシュンジにおこなわれるからだ。タンジュンにいえば、ジカンリョコウをする

のは、なまけものじゃないと（すぐにしんでしまうから）たえられないのではないかと

いうこと。そういうわたしもよくねるなまけものである。タブンねなかったらしんでし

まう。ドウジにイドウできるなにかは「ある」が、それはしんでしまっていると、また

なまけものは「うごかない」。「デッド」か「セキゾウ（モノ）」がジソウはできないもの
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の、かつてジソウしていたかもしれないなにかだろうか。ソクドがサイコウの「ドウジ

にトウタツする「ブッタイ」はあるかもしれないが、「あった」のホウがテキセツかもし

れない。そのブッタイは「しんでしまう」ゆえにみつからない（「シタイ」はあるだろう

が。）。たとえば、なにかのおきものがそうかもしれない。おきものになるまえはイドウ

していたと。

「シタイ」や「セキゾウ」からもういちど、サイコウのソクドをもブッタイにすることは

むずかしいであろう。ただジンルイは「ひかる」ワクセイをつくりだしているからフシ

ギだ。ニンゲンがつくる「セキゾウ」もキョウミぶかい。ゲンリョウからジンコウテキ

につくられたものだが、それにもソクドをつけたりする。バイクやロケットである。し

かし、「シタイ」にソクドをつけているようなきがする。

ジュウロク

　

サイキンわたしは「セキハン」をたべなくなった。イゼンはなんかのときにおふくろが

たいてくれた。しかしサイキンはである。ていねいなことに「セキハン」をたくセット

がうっているので、それをつかってたくことはできる。「おこわ」というのも、まぜごは

んのイッシュだとおもっていたら、「つよい」「めし」のことのようだ。「つよい」という

カンジを「こわい」とよむのはあまりきいたことがなかった。そういえば「おこわ」は

かたかった。

　

ジュウシチ

　

よくいう「すし」というのは、ジツはそうふるいものではないらしい。えどキからメイ

ジのころに「す」をくわえてつくりはじめたのがフキュウしたらしい。それイゼンにも

「すし」はあったが、それはシゼンテキにハッコウさせてつくるようだ。いまものこって

いる「ますずし」なんかがそうなのだろう（ジッサイにセイホウをカクニンしたわけで

はない）。つくるのにジカンがかかるからゲンダイジンにはむかないのだろうが。「パン」

をハッコウさせてつくるくらいなら、そういう「すし」もできそうだが。

　

ジュウハチ

　

ことしはわがやのゆずがよくなった。ひどくえだをきられてからサンネンたつ（●アハ

チ）。きられたとしは、みがならず、ヨクネンもゴコテイドのみしかならなかった。その

ヨクネンはニジュッコテイドとれ、ことしはヒャッコほどになった。あとでみをとろう

としていたら、またおふくろがえだをきってしまった。

どういうフウにきったかというと、いわゆるきのかたちである。みきをロシュツさせた

かたちだ。それをわたしは「シホンシュギのかたち」とよぶ。それはこういうことだ。み

のなるきをショユウしているひとは、わるいひとにみをたべられないように、たかいと

ころにみをおいておこうとする。そのためにわざわざはしごをかう。そうやって、はし
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ごというドウグがうれ、「わるいひと（ビンボウニン）」にみをとらせないようなやりか

たをするのである。わたしは、ひくいところにみがなってもかまわないのだが、「シホン

シュギ」をキバンにするひとはそうやって「シホンシュギのかたち」にするのだろう。

ジュウキュウ

　

「はなしをきいてイライラした。」とかいう。この「イライラ」っていうのは、「いかりが

ある」ことをさす。これはジュンスイなニホンゴかというとそうでもなさそうだ。「イラ」

というゴがラテンゴにある。これも「いかり」をさす。だから、メイジのころにラテン

ゴがすこしニホンにはいってきてできあがったヒョウゲンではないだろうか。

　

ニジュウ

　

わたしはキホンテキにひらがなとカタカナでホンをかいている。いまのニホンのフツウ

のホンはカンジまじりのコウセイである。わたしはトウショほぼカタカナだけでホンを

かいた（『アルクカラカンガエル』ショバン）。ニサクめの『むしのツゴウニンゲンのツ

ゴウ』はひらがなとカタカナシュタイでかいた（このホンもそうなりそうだ。）。ニサク

めをかいていて、これはいけるんじゃないかとおもった。ひらがなにくわえてカタカナ

をつかうことで、カクダンによみやすくなった。

カンコク（セイホクにあるくに）もドクジのモジでかき、カンジをあまりつかっていな

いようなので、それでつうじるのなら、ひらがなでもつうじるはずだ。それにカタカナ

もつかっているんだから、よむのはラクなはずだ。このひらがな、カタカナのニコホウ

シキでかいていこうとおもう。

　

ニジュウイチ

　

「タイムマシーン」というのはよくワダイにだされるはなしである。タブン「できない」

けどあったらおもしろいものとかんがえられているだろう。たしかに「ジカンリョコウ」

はむずかしい。しかし、のぞくことならできそうである。タンジュンにいうと、チキュ

ウからイチコウネンはなれたところにかがみをおく。そうするとチキュウのあるイチニ

チのえ（えというよりドウガだろう）がイチネンかけてそのかがみにトウタツし、そこ

ではねかえった「え」がイチネンかけてチキュウにもどる。つまりどういうことかとい

うと、ニネンまえの「え」がみられるのである。

くわしくみるにはクフウがヒツヨウだろうが、まぁかがみをおくイチをかえれば、もっ

とちかいカコやとおいカコもみられるようになる。もっともすでにかがみがセッチされ

ていれば、そのキョリかけるニのブンのカコがみられる。そういう「え」をだれかがみ

ているとすると、ものごとのカイゼンがすぐにすすむのだろう。もっともその「え」の

みかたによっては「カコ」でセイカツすることもカノウかもしれない。ただしくいうと

スウネンおくれの「カコ」である。
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ニジュウニ

　

「わらっている」からおもしろいのか、「おもしろい」からわらっているのかはどちらが

さきかはそのときシダイのようなきがする。ひとのコウドウ（このばあい「わらい」）を

みてというソクメンもあるからだ。いかりのばあいもそうかもしれない。「どなりちらし

ている」から「はらがたっている」のか「はらがたっている」から「どなりちらしてい

る」のかだ。

ひとりでカンケツするばあい、ゼンシャがおおいひとは、カンジョウハとでもよぶべき

か、あまりカンゲイされないようなきがする。しかし、「わらおう」とおもったばあい、

とりあえず「わらえ」ば、「おもしろく」なるかもしれない。「わらい」でも「いかり」でも

そうだが、そういうコウドウはだれかとキョウユウされることがある。それがないと「お

わらいゲイニン」のゲイは、どこのブブンがイチバンおもしろかったのかわからない。

ダイタイひとはおなじカショでわらう。「おわらいゲイニン」のホウは、おキャクがわら

うカショがダイタイわかっている。そして「わらい」をねらってブタイにのぞむ。セイ

リガクテキにいえば、サイボウがコウフンするシゲキをわかっているということだ。も

し、あなたがウチュウジンをさがしたかったら、そうおもわれるひとにわらいばなしを

するといい。わらえるだけのしくみをもっていなかったらわらえない。つまり、「べつも

の」かどうかわかるのだ。

「いかり」がキョウユウされると「ボウドウとかになったりする。でも、ひとのカンジョ

ウがながつづきするのはケッコウむずかしいことだろう。ベツのことをやればすぐわす

れてしまう。とすると、「ボウドウ」もそうながつづきしないはずである。「ヘヤのデン

キをけしわすれてきた。」そんなことをおもいだすと、やっぱり「かえる。」となってし

まう。

カンジョウもニンゲンのタイナイのヘンカだろうが、そういう「いかり」についてのカ

ガクブッシツがカッパツになるから、そのカンジョウが、ながくつづき「ボウドウ」が

カノウになるのではないか。だから、まもるほうも「サイルイダン」とか「チンセイザ

イ」とかをつかったりする。「サイルイダン」はなみだをださせるキタイがこめられたた

まだ。このキタイをあびることによって、ひとは「なみだ」をだすハンノウをする。その

「なみだ」と「なみだ」をだしたときのキオク（つまり「かなしい」）がそのひとにイシキ

され、「いかり」がソウタイテキにおさまっていく。「チンセイザイ」はもっとてっとり

ばやく「いかり」をカガクテキにおさえてしまう。だから、シンジダイのボウドウには

「いかりザイ」がヒツヨウなようにもおもう。タンジュンにいえば「ドーピング」だ。モ

チロン「オリンピック」ではつかえないが。

　

ニジュウサン

　

「ダイベン」のことを「ウンコ」とかいったりする。なぜそういうようになったのか。お
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そらくシテキなひとが、「そらにうくくものようだ。」といったのではないだろうか。そ

れだけでは、ただの「ウン」になってしまって（セキランウンとかの「ウン」である。）

クベツがつかないから「くものこ（ども）」で「ウンコ」になったのではないか。ジツに

シテキなはなしである。

ニジュウヨン

　

ニシンスウとかジュウロクシンスウとかよくつかわれるジュッシンスウでないスウジの

かぞえかたがある。わたしなんかはジュッシンスウでなれてしまっているから、ジュウ

ロクシンスウでいわれてもわからない。ガッコウのセイセキもゴダンカイとかジュウダ

ンカイだ。タブンわかりやすいからであろう。シンリガクのケンキュウでは、ゴダンカ

イとかななダンカイをよくつかっているみたいだ。タブンそれよりもおおくてもわかり

づらいし、すくなくてもサがいまひとつわからないのであろう。

オンガクをつくるソフトウェアではジュウロクビットとかニジュウヨンビットとかがあ

る。これはたとえばオンリョウをジュウロクダンカイにくぎるわけだ。サイキンはパソ

コンがロクジュウヨンビットになったというからロクジュウヨンダンカイもつかわれる

のだろう。

ジュウダンカイとか ななダンカイではかるニンゲンよりコンピュータのホウがジュウロ

クだ、サンジュウニだ、ロクジュウヨンだ、よっぽどこまかくなっているわけだ。だか

ら、パソコンにキブンをたずねると、ゼンブのカイトウはジュウロクとかサンジュウニ

とかロクジュウヨンとおりになる。それをヤクすと、「ややジャッカン おおげさではな

く かなしい」とかセイリをしないとわからないヘントウがかえってくる。ま、おそらく

ななダンカイぐらいにチョウセイしてヘントウさせるのだろうが。

　

ニジュウゴ

　

なにかをハツメイしたひとは「えらい」という。とくに「えらい」とおもわなくても、そ

のハツメイをリヨウしたものをつかっていたりする。そんなものがタクサンあってセイ

カツがなりたっていたりする。だから「えらい」だろう。

　そういうハツメイがとくにおおかったところを「ブンメイ」という。ガッコウでもお

そわるが、メソポタミアとかむかしのチュウゴクとかがそうである。なぜ、チュウトウ

にテロリストとよばれるひとがおおくて、チュウゴクセイフはイキがたかいか。それは

イスラムシソウでもチュウカシソウがそうさせるのでもなく、これはおそらくブンメイ

をもつくにだからであろう。ブンメイをうみだせば、それなりにもうかるだろうし、ジ

フがでてくる。それをくじこうとすれば、ハンパツするわけである。もうちょっという

と、タブン、チュウトウやチュウゴクがおこるあいては、「メソポタミアブンメイ」とか

「チュウカブンメイ」をソンケイしていないのである。

ちなみにニホンセイフも「メソポタミアブンメイ」はソンチョウしても、「チュウカブン

メイ」をソンケイしていないのだろう。オウシュウのブンメイをシジするのはジユウだ

が、ブンメイにタイするソンケイはわすれないようにしたいものだ。
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ニジュウロク

　

「ウチュウ」はウンドウタイであろう。チキュウもまわっているし（カクニンしたわけで

はないが）いろいろうごいている。しかし、「ウチュウ」のそとはどうか（わたしはかつ

て「か」となづけた。）。「ウチュウ」がウンドウタイだとすると、「ウチュウ」のそとはセ

イシタイではないか。アンガイ、「ウチュウ」のそとのむこうに、またウンドウタイがあ

るかもしれない。そうかんがえると、「ウチュウ」なんてキョジンのいえのセンタクキみ

たいなものかもしれない。

　

ニジュウハチ

「ジカン」を「ジカン」たらしめているのはなにか。「ジカン」をロコモーティブ（エル）

ではかるとまえにかいた（●むサンジュウヨン、●ホンショ [イカ ムヒョウキ] ジュウ

ゴ）。ではなにがロコモート（イドウ）させるのか。

ニンゲンやドウブツはチキュウジョウではそれなりにうまくあるけるが、ウチュウでは

うまくあるけない。あるくというよりおよぐだろうが、それはおそろしくクツウなよう

におもう。なんらかのスイシンソウチがあったホウがカイテキだろう。

そのスイシンソウチについてかんがえると、「おもさ」でうごけるキョリがかわってく

る。ネンリョウはイッテイとする。つまり「ジカン」とは「おもさ」によってきめられる

メンがあるということだ。わたしはイゼンに「ジカン」のシツリョウのことをタイミッ

クとなづけた。ここでのギロンもコウギのタイミックについてだ。おもさをロコモート

させるにはネンリョウ（エネルギー）がヒツヨウである。おもさブンのエネルギー（ここ

ではマサツなどのこまかいジョウケンははぶく。）がすすむことのできるキョリになる。

つまりジカンである（チキュウのコウテンでイチネンをはかっている。）。

ただし、エネルギーがあっても、かならずしもすすむことにハツドウしているわけでは

ないとおもわれる。つまり、すすめるのにすすまないということだ。それがセイタイの

むずかしさだとおもう。おなじエネルギーリョウなら、シツリョウのちいさいホウがよ

りジカンをもつ。ジカンとシツリョウをかけるとエネルギー（そのキョリをロコモート

するのにヒツヨウなエネルギー）がでる。それをタイミックというかはベツとして。

　

ニジュウキュウ

　

ニジュッセイキはアメリカガッシュウコクがコウギョウセイサンのメンでつよかったと

いわれる。ニジュッセイキコウハンになって、ニホンがそれにつづくようなハッテンを

した。ニジュウイッセイキにはいるとチュウゴクである。ニホンでもチュウゴクセイヒ

ンがあふれることになっている。しかし、チュウゴクのコウギョウハッテンは、これイ

ジョウカノウなのだろうか。わたしはむずかしいとおもう。
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ニホンのジンコウはイチオクニセンマンテイドで、かりにコクミンすべてがコウギョウ

セイサンをしてもななジュウオクのチキュウのジンコウすべてにセイヒンをうってもひ

とりロクジュッコつくってうることができる。しかし、チュウゴクでそれをやると、ジ

ンコウがジュウサンオクだからゴコしかつくらなくてよい。つくりすぎてもかいてがい

ないし、カカクもさがる。それではさすがにたべていくのにクロウするだろう。だから、

チュウゴクでもサービスギョウのヒリツがあがるのではないだろうか。

　

サンジュウ

　

あるときから、シジョウにチュウゴクセイヒンがでまわるようになった。チュウゴクセ

イフが「カイホウ」ケイザイをうちだして、キュウジュウネンダイに、センシンコクの

キギョウが、チュウゴクホンドにコウジョウをつくったことによる。ジンケンヒがやす

いからチュウゴクにコウジョウをつくるが、ジッサイにつくるのはニンゲンでなくキカ

イをいれてやっているとオヤジからきいたことがある。たしかにそれならどこでつくっ

てもヒヨウはそうかわらないだろう。むしろチュウゴクのケイザイがうわむいたときの

シジョウキギョウはねらっていたのだろうといまではおもう。

レイネンダイから、ニホンのシジョウにでまわるチュウゴクセイヒンがふえてきた。そ

れまでガッシュウコクセイやトウナンアジアセイだったヨウフクが、チュウゴクセイだ

らけになった。ジュウネンダイになると、やすくうられているものはみんなチュウゴク

セイだというニンシキができるようになった。デンキセイヒンもそうだ。ダイタイやす

くうられているものはチュウゴクセイだ。ザッカもそう。

ニホンセイフはブッカをあげたいとおもっているようだが、やすいチュウゴクセイがは

いってきては、そうカンタンにあがるわけはない。ツウカキョウキュウリョウをふやせ

ばブッカはあがるというのは、とじられたケイザイユニットのなかでというジョウケン

つきだろう。しかし、いまはエンやすがすすんでいるから、ユニュウヒンがたかくなった

といえなくもない。だが、チュウゴクゲンとのヒカクでエンがさげなければ、やっぱり

ブッカはあがらないだろう。チュウゴクがケイザイハッテンして、ジンケンヒがあがっ

たからキギョウはほかのくににコウジョウをうつしそうなものだが、やっぱりチュウゴ

クシジョウがねらいだったのだろう。あまりニホンシジョウでのチュウゴクセイヒンが

へっていないのがゲンジョウだ。

　

サンジュウイチ

　

フロイドセンセイ（セイシンブンセキのソ）はファルスをといたといわれる。それはただ

しいかもしれない。なにかをカンケツさせようとするわけだ。くるまのいきさきも、フ

ロイドセンセイはヨキしていたかもしれない。

くるまはエイゴで「カー」という。ただそれだけではフジュウブンなようだ。サイゴの

トウタツ、いってみれば、トウゲンキョウのようななにかがヒツヨウなのだ。そのキタ
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イをしてナンニンのひとがくるまをかっただろう。あるひとはそのトウタツテンをみつ

けてしまった。ユウメイなハンバーガーやである。タブンそのカンバンをみて、はいる

ことをきめたんだろう。そういうフウにゴをつづけると「カーム」となる。ただザンネ

ンながらホンライテキなモクヒョウとつづりはちがうようだ。

エイゴがコクサイゲンゴになったといわれるゲンザイだからもっと「カー」がうれるか

もしれないが、エイゴのキョウカショはこたえてくれない。フロイドセンセイフウにい

えば、いまのニホンのわかものはキョウヨウがなさすぎるか、タシャにカンシンをもっ

ていないか、キンヨクシュギテキなのだろう。

よのなかの（みぢかなでもいい）おとことおんなのなかがわるくなるほど「カー」はうれ

るかもしれない。トウタツをさがしてだ。いってみれば「カー」がうれることはセイリ

ゲンショウなのだ。そしてそのなかのナンニンかはユウメイハンバーガーテンにはいっ

ていく。それはセイメイのシュクメイかもしれない。そのかわりはあなたがみつけるべ

きだ。コンペンゼーションといわれないような。

　

サンジュウニ

　

さきにエル（ロコモーティブ [ウンドウリョク]）イコールダブリュ（おもさ）ブンのイー

（エネルギー）のはなしをした（●ニジュウハチ）。これはわたしのばあい、エルをジカ

ンともかんがえるから、ジカンイコールダブリュブンのイーともいえる（なぜティ [タイ

ム]にしないかというと、かならずしもながれるわけではないからだ。テイシしたら、タ

イムというのかわからないので。）。しかし、どうやってそれがうごくかまではセツメイ

できない。うごかなかったらエルとはいえない。だから、「ジカン」についていうときは

ただしいかもしれないが、うごくをネントウにおくとジャッカンテイセイがヒツヨウで

ある。

うごくとはなにか。それはニンゲンのばあい、あるシツリョウをへらしてドウリョクに

かえることである。グタイテキにはタンスイカブツやサンソをサイボウがドウリョクに

かえることだ。かえたあとのものをコキュウやベンによりハイシュツする。サンソをと

りいれ、ニサンカタンソをだす。タンジュンなブンシキゴウのヒカクではだすホウが

シー（カーボン）のブンおおい。つまりそうやってドウリョク（サイボウタンタイをふ

くみ）をえるためにシツリョウ（シー）をへらしている。モチロンたべることをするの

でシツリョウはまたゾウカする。しかし、ウンドウメンにかぎっていえば、シツリョウ

はゲンショウする。ロケットのばあいはうごくたびにネンリョウをショウヒする。だか

らつかったネンリョウのブン、シツリョウはへる。そうやってウンドウをカイシするに

はシツリョウがイチジテキにせよへるのである。

　

サンジュウサン

　

ニンゲンはどのくらいエネルギーをもっているのだろうか。タイジュウではかれるとい
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われたこともある。それならためしにもちあげてみればよい。ロクジュッキロのタイジュ

ウひとならロクジュッキロのものをもちあげられるであろうか。タブンあるテイドきた

えていれば、タンジカンもちあげられるのではないだろうか。

とぶこともできる。それもロクジュッキロのひとがロクジュッキロのからだをもちあげ

られるであろう。しかし、タンジカンである。これはどういうことか。ニンゲンはジブン

のタイジュウイジョウのちからをハッキできるのだ。つまり、ニンゲンはタンジカンな

がらそらをとべるのである。しかし、キンニクがたりなかったり、ちからのつかいかたが

よくなかったりで、チョウジカンとぶことはできない。いいドウグがカイハツされれば、

あしこぎプロペラみたいなのができれば、ながいジカンとべるようになるかもしれない。

　

サンジュウゴ

　

ときとともにかわっていくものがある。いや「とき」とともにではないかもしれない。

サイキンはえきのベンジョをつかったときにかみがないということはほとんどないとお

もう。しかしすこしまえは、ベンジョのいりぐちにかみをうるジハンキがおいてあった。

つまりダイベンをするとしたら、それをかうか、ベツにヨウイせねば、あとがこまるこ

とになってしまう。だから、ゴジュウエンかヒャクエンだしてそのかみをかった。でも

サイキンはそういうことはなくなってきた。ひとことでいえば、サービスがよくなった

のである。どうしてか。コクテツがミンエイカして、キャクをダイジにするようになっ

たのであろう。それをシテツもツイズイしたと、そんなところだろう。まぁありがたい。

サンジュウロク

　

あきにうえたキャベツやブロッコリーがそだっている。むしもすくないようでそだつの

にモンダイとなるショウガイもすくないようにおもわれた。しかし、とりがかじりはじ

めた。タブンふゆは、えさがすくないのだろう。えさもしばらくあげなかったからかも

しれない（●アゴジュウハチ）。ブロッコリーにくいつきはじめた。そのつぎはキャベツ

である。やっぱりえさをやらないとだめなのであろうか。またえさをやるようにした。

　

サンジュウシチ

　

むかしは、はえたたきをつかっていたがサイキンはみなくなった。タブン、ブツリテキ

にたたくより、「カガクテキ」にたたくようになったのだろう。かについてもそうだ。む

かしはかやをつかっていた。しかしあみどがフキュウしたからか、レイボウがフキュウ

したからか、つかわなくなった。ナンゴクのいちばとかはおもしろい。はえよけにちい

さなファンでひもをカイテンさせる。それではえがよってこないというやりかたである。

あみどのおかげで、はえたたきはヒツヨウなくなったのかもしれない。イダイなハツメ

イだ。
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サンジュウハチ

　

セカイのとみのハンブンをなんパーセント（ひとけた）のかねもちがにぎっているといわ

れることがある。それにタイしてけしからんということはできるが、それだけそのかね

もちがいいしごとをしたのだからしょうがないともいえる。なにもしないでおかねをか

せげるわけではないのである。そういうジョウキョウがあるから、そういうとみをショ

ミンにこぼしあたえるみたいなはなしをしたりする。でも、やっぱりゲームセンターの

コインゲームのように（●むヒャクニジュウニ）そうカンタンにはこぼれおちるわけで

はない。どうすればこぼれおちるだろう。どこかにおかねをおとせば、ナンニンかがひ

ろっておわりである。それなら、こぜにをタクサンおとせば、ケッコウなかずのひとが

ひろえるかもしれない。しかし、そのばにいるひとしかひろえない。

あるキセイをカンワすれば、そのカンワされたギョウシュにひとびとがサンニュウする。

それでセイコウすれば、それにカンレンするギョウシュもうるおうのである。これはあ

らたなかねもちのつくりかただが、そういうチャンスをあたえるのもいいかもしれない。

ビョウドウにケッカをあたえると、あまりはたらかないひとが、はばをきかせて、やる

きのあるひともやるきをなくしてしまう。かねもちのやるきをうばえば、とみはいきわ

たるかもしれないが、それはどうなのか。ゴルフのハンディキャップのようなものをあ

たえたとしても、やっぱりまたおかねをかせいでしまうようにもおもえるのである。し

かし、ゼイのルイシンカゼイとはそういうことある。

　

サンジュウキュウ

　

ニホンのガッコウではカンジをならう。よむだけでなく、かきかたもおぼえさせる。そう

するとカンジをよみかきできるこがそだつ。しかしである。ホンシツテキにそれはダイ

ジなのだろうか。たしかにいまどきのホンはカンジまじりブンでかかれるので、それを

よみたければカンジをよむノウリョクはヒツヨウだろう。たしかにそのノウリョクがあ

ればメイジジダイのホンもよめる（だがカンジがおおい。）。しかし、えどイゼンのショ

モツはふででかかれている。それはクンレンしないとよめない。それでもそういうショ

モツをよみたければベンキョウするのだろう。

メイジイコウのホンもいまはてがきでフクセイするひともいないだろうから、よめれば

いいのだとおもう。それなら、カンジのガクシュウはよみだけでよいのではないか。デン

シキキのフキュウにより、かくわりあいはすくないはずだ。センタクセイにしてしまって

もよいようにもおもえる。そのあいたジカンになにをやるかはいろいろギロンがあるだ

ろうが。いまはエイゴもジュギョウがあるので、そうするとエイゴまじりブンになって

しまうんだろう。もっともニホンジンのエイゴノウリョクは、コクサイテキなスイジュ

ンとヒカクしてひくいというから、エイゴをよみかきさせるのもいいかもしれない。
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ヨンジュウ

　

シャカイシュギはシッパイといったり、サイキンではきかないが、シャカイシュギはい

いといったりする。だがホントウにシャカイシュギはシッパイなのだろうか。シャカイ

シュギはシホンシュギとヒカクされたりするが、コンカイは、シホンシュギはダイサン

のかんがえかたとしておく。

センシンコクではイッパンテキにシジョウケイザイである。シジョウにはキホンテキに

ジユウにたちいれる。そしてジユウにバイバイできる。それはニンゲンがものをヒツヨ

ウとするからそのジュヨウをみたすためである。ものがなかったらニンゲンのセイカツ

がなりたたない。シャカイシュギのばあい、ハイキュウなどがあったりする。そうする

とセイカツができるわけだ。ただハイキュウにあるイガイのものはてにはいらない。そ

もそもつくっていないかもしれない。ハイキュウするシュタイが、なにかをユシュツし

て、ハイキュウしてほしいとキボウのあったものをユニュウできれば、ハイキュウをう

けるようなやりかたでもゆたかにくらせるだろう。しかし、そういうことをつづけたタ

イコクは、ハイキュウセイドをやめたときく。そしてシジョウケイザイをドウニュウし

たのだ。そのタイコクがシャカイシュギのキシュであったため、そのタイコクがやめて

しまうと、ほかのちいさいくにもそれにつづくだろう。そういうわけでシャカイシュギ

をとるくにはすくなくなったはずだ。

そういうジョウキョウからシャカイシュギはシッパイといえるか。そうではない。ジユウ

シジョウシュギはモチロンつよいが、シャカイシュギもまたつよいのである。そのシャ

カイシュギとはなにか。カイシャである。カイシャのジュウギョウインは、しごとをし

てキュウリョウをうけとる。それはハイキュウをうけとるシャカイシュギのセイドにに

ている。にているというのは、ハイキュウをうけるリョウがまちまちであるからだ。

さてそのシャカイシュギにちかいカイシャはかわるだろうか。チンギンなどがかわった

（ノウリョクキュウ）カイシャもできたが、そうはかわっていないかもしれない。また、

ヒセイキコヨウなどロウドウシャのありかたもかわったメンもある。しかしながら、カ

イシャがジユウシュギにかわったというはなしはきかない。

ロウドウシャのジユウシュギはふえたかもしれないが、ホウシュウをうけとるのにクロ

ウするブン、シャカイシュギをもとめるひともあろう。だからジユウシュギとシャカイ

シュギはタイリツするかはともかく、まだまだジュウヨウなロンテンであろう。シホン

シュギというかシホンは、それぞれのセイサンカツドウのおおきさであろうか。

　

ヨンジュウイチ

　

すしのレキシはこめでジュクセイさせたさかなのすしから（ますずしなど）、はやずしと

よばれるジョウゾウすをつかってタンジカンでしあげるすしがふえてきているゲンジョ

ウにつづく (●ジュウなな）。そのはやずしをブンカイすると、さしみとすめしになるの

がゲンジョウだ。そうやって、ホンライはなまでたべなかったさかな（うみのちかくで

はたべていただろうが。）をたべるようになったともおもえる。むかしはひものやホン
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ライテキなすしにカコウしてチホウにはこんだ。しかし、レイゾウコができるようにな

り、なまのさかなをはこべるようになった。だから、すくなくともうみからとおいチホ

ウでさしみがたべられるようになったのはメイジイコウだろう。ニホンはエネルギーを

ユニュウしているわけだから、さしみはぜいたくかもしれない。ただでレイゾウコがう

ごくわけではないのだ。

　

ヨンジュウニ

　

ガクギョウセイセキよりもダイジなことがある。とオヤジがいっていた。セイセキのツ

ウチヒョウのうらにあったひとがらにカンするようなメンをオヤジはジュウシしたよう

だ。どちらかというと、わたしはとびまわっていたことがおおかったようにおもう。チュ

ウガクセイになって、シケンのセイセキがジュンジョとしてでても、わたしはベンガク

にはげむことはなかった。シンロだなんだきかされたが、ダイタイこんなかんじとかに

おもって、ヘンサチをあげようとかそういうドリョクはできなかった。そんなわたしを

みていったのかもしれない。

そういうドリョクをしなかったわたしではあるが、たしかにセイセキより、ひとがらが

ダイジかもしれないとおもうようになった。セイセキはキオクリョクシケンみたいなと

ころがあるが、ひとがらというのはイチニチキオクしてどうなるものでもない。まぁガ

クセイだからそれでいいのだともおもうが、しごとだったらともおもう。いずれにせよ

ドリョクなんだろう。あとでドリョクしなかったらそうおもえなかったかもしれない。

　

ヨンジュウサン

　

さけをナンネンかねかせてシュッカしたりしているようだ。わたしはウィスキーからは

いったが、ブランデーもそうだし、ショウチュウもねかせたものがあることをしった。

ウィスキーを、それがセイサンされたとしのころはなにをしていたかとか、かんがえな

がらのむようにしていた。そのエンチョウで、ジブンがうまれたとしのさけはどうだと

おもい、みつけてかった。ショウチュウにネンスウがたったものがあることをしったの

はそのときだ。のんでみるとうまかった。オヤジにものませたらいいかおをしていた。ゼ

ンブのまずにゆっくりのもうとおもっていたのだが、あるときみてみるとショブンされ

ていた。またさがすのはカンタンではないだろう。

　

ヨンジュウヨン

　

ナンポウのくにでいろのついたパンをみた。かぼちゃとかほうれんそうをねりこんだの

だろう。でもニホンではというか、うちのちかくではみかけない。ひさしぶりにいいかと

おもうが。まぁ、ちゃそばやよもぎもちをつくるのだからできなくはないんだろうけど。
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ヨンジュウゴ

　

ひとりあたりジーディーピーはトシコッカのホウがたかくでる（●アニヒャクサンジュ

ウイチ）とシテキした。ジンコウがミッシュウしているし、とりひきのキョリがみじか

ければヒンドもあがるだろうからだ。だからフツウのくにのスウジとくらべるのはテキ

していないかもしれない。そこでジーディーピーをヒカクするために、ミツドわりジー

ディーピーをかんがえた。

これはくにのなかのヘイキンテキなひとりあたりリョウイキ（トシでもノウチでもない）

（ジンコウわるメンセキ）でひとりあたりどれだけセイサンされているかをしめす。いい

かえれば、くにのひろさをイチヘイホウキロメートルとしたときに、そのひろさのなか

でのひとりあたりどのくらいセイサンするかのシヒョウだ。つぎのスウシキでケイサン

する。

ひとりあたりジーディーピーわるジンコウミツドだ。これでトチをふくめてひとりがど

のテイドセイサンしているかがわかる。このあたいがひくいばあいのひとつのリユウは

トシカがすすんでいることであろう。このあたいがたかいとヒコウリツかもしれないが、

それもゆたかさではある。かならずしもひとはトシにすみたいとはかぎらないのである。

　

ヨンジュウロク

　

オヤジがショウユのことをむらさきといっていた。ジショにものっている。しかし、な

ぜ「むらさき」なのか。ショウユはむらさきいろかというと、そういうわけでもなさそ

うだ。ならば、コウカなものとしてそういうのだろうか。

むらさきいろは、むかしのコウキュウカンリョウがみにつけたいろといわれる。わたし

はかつてそんなイシキがなかったから、むらさきいろのふくをかったことがある。しか

し、そういうレキシがあってか、むらさきいろのふくをきているひとにはメッタにであ

わない。そういうコウキュウなものというイミなんだろうか。

　

ヨンジュウシチ

　

セイショには、かみさまがむいかカンはたらいたあとに、イチニチやすんだとかかれてい

る。だからタブンオウシュウのひとはまねをして、シュウにイチニチやすむようになっ

たのだろう。ニホンではメイジのころにタイヨウレキをドウニュウして、そのかんがえ

かたをとりいれたのだとおもう。しかし、サイキンはふつかやすみなさいという。なぜ

かみさまがむいかはたらいて、ニンゲンがイチニチおおくやすむのだろう。たしかにそ

うすることでハッテントジョウコクにもケイザイセイチョウのチャンスがまわっていく。

しかし、それをいっておいてまだまだ「ケイザイセイチョウ」などといっている。ドヨウ
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ビ、ニチヨウビにやすんでしまうと、ケイザイセイチョウはにぶるだろう。ジーディー

ピーがあがらないからだ。だからあそびにいきなさいというかもしれないが、そんなこ

とをいうのは、フキンシンなようなきがする。

　

ヨンジュウハチ

　

ドラというのはチュウゴクでカイハツされたガッキでないか。たたかいのときなんかに

ならすようなきがする。しかし、ニホンのミュージシャンなんかがつかうドラはオウベ

イセイかニホンセイだろう。ゴングというヤクもある。それをかたどって「ドラやき」が

つくられたのだろう。わたしもすきだ。しかし、チュウカケンのあるくにでは、ドラを

かたどったアイスクリームがある。わたしなんかは「ドラやきアイス」といっていたが、

おいしい。だが、そのドラやきだ、ドラやきアイスのルーツは、パンケーキにあるのか

もしれない。ホットケーキというやつである。

　

ヨンジュウキュウ

　

ジンセイがすんなりすすむひとがいるし、スムースにすすまないひともいる。わたしは

コウシャのホウだった。チュウガッコウにかよっていたぐらいから、スムースにいかな

くなった。タンにベンキョウがきらいだっただけといえばそうだが、ベンキョウイガイ

にオンガクをみいだした。それはそのゴもつづいた。そうしていると、おややそのほかが

それをやめろというかもしれない。しかし、オヤジやおふくろはハンタイしなかった。ユ

イイツいやがっていたのが、わたしがコウコウにいかなかったときだ。ダイガクにいっ

てシュウショクしてほしいとおもっていたのかもしれない。しかし、キホンテキには、

やってみろだった。わたしがブツブツキカクしたことをセツメイすると、「やってみろ。」

とオヤジはいっていた。たしかにブツブツいっていてもすすまない。

　

ゴジュウ

　

いろいろシッパイをしながらわたしはセイカツしている。それでかんがえるようになっ

た。サイキンになって、さきのことをかんがえるようになった。といってもタニンのこ

とやシャカイのことは、わたしがどうおもっても、ベツにツゴウがあるからみぢかなこ

とをかんがえる。しごとのヨテイをきめたり、ショウライになにがあったらいいかとい

うブッピンのコウニュウのことをかんがえたりなど。また、としをとるにつれて、わか

ること、セツメイができることがふえてきている。それをふまえてというわけである。

あたらしいなにかというのもカノウだが、やっぱりなれたものがいいとおもう。しかし、

なかなかえられづらかったり、ダイジにできなかったりしたこともあるとおもう。まぁ

ジブンのツゴウをダイジにいきてきたのだからしょうがない。

21



　

　

　

ゴジュウイチ

　

なにかが「かぞえられる。」というときは、ジッサイに「ある」ものをかぞえているだろ

う。キョリなどをはかるときはまきじゃくなどをつかってはかる。あしをつかってはか

ると「フィート」というタンイになる。「フット」ということばからだ。

しかし、ホントウにそうなのかというケイリョウもある。「あなたはおこっていますか。」

というシツモンをななダンカイでたずねるようなばあいだ。なながもっともおこってい

て、イチがまったくおこっていないなどのシツモンだ。サンとかは、ややおこっている

とかにセッテイされるだろうが、まぁそれでわかることがあっても、ややウサンくささ

がのこる。これはシンリガクなどでつかわれている。こころが「ある」とされているか

らこうなんだろう。

しかし、カンサツしづらい。シツモンにこたえるひとしかわからないであろう。だからう

そがあるとなりたたないケンキュウだ（シンリガクだから「うそ」をふくめてケンキュ

ウしてもいいのかもしれない。）それをもっとつきつめると、「こころ」ではなくて「コ

ウドウ」をしらべる（これもシンリガクケンキュウだ。コウドウシュギとよばれる。）。

コウドウはカンサツカノウだからだ。こういったシンリガクのケンキュウにくらべると、

ジーディーピーのホウがわかりやすいかもしれない。もっとももとデータなんかみせて

くれないだろうけど。ショミンがカンサツできるのはブブンテキなものである。

　

ゴジュウニ

　

わたしがガクセイのころウチュウのモシキズをみたことがある。それにはウチュウがま

るくえがかれていなかったが、わたしはまるいのではないかとおもう（キュウがた）。コ

ロッケのようなかたちだとしたら、ジョウゲからなにかちからがかかっていないとそう

はならない。しかし、そのアツリョクとはなにかともおもう。かべでもあるのだろうか。

すくなくともケンキュウシャのあたまのなかにはある。

　

ゴジュウサン

　

わたしがショウガッコウにいっていたころは、ウンドウができるセンパイがいいとお

もっていた。いわゆるモデルというものである。だからわたしもウンドウをがんばって

いた。モチロン、ベンキョウができるセンパイもいたのだろうが、ベンキョウができる

かはなかなかみえない。ウンドウができるのはみえるのにである。だからそのセンパイ

がテンコウしてしまってからはモデルをみいだせずにいた。わたしイジョウにウンドウ
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ができるセンパイがいなくなってしまったからだ。

それからは、ケッコウテレビゲームをするようになったかもしれない。シミュレーショ

ンゲームというのがではじめていた。それからオンガクもはじめた。そのきっかけはバ

ンドブームであった。そういうリュウコウにモデルをみつけて、ベンキョウするわけで

もなくオンガクをやりつづけた。いまでもモデルがありますかときかるとこたえづらい

が、ケッキョクオヤジなんかがなっているのだとおもう。

　

ゴジュウヨン

　

ハチジュウネンダイおわりからキュウジュウネンダイはじめにディスコがはやったとき

く。わたしもチュウガクセイながら、まねておどったことがある（ディスコにいったと

いうイミではない。）。なぜなのかはセツメイできないが、そういうフウチョウだったの

かもしれない。それからおどるようになったかというとそうではないのだが、ミュージ

シャンのショウでひとのうえにのっかったり、とんだりしていたことはあるし、そうい

うクラブでちょっとおどるとはいいにくいが、からだをうごかしていたことはある。わ

たしはおどるというよりは、オンガクのホウにいった。いまはディスコはしたびなんだ

ろうか。そういえばしばらくぼんおどりにサンカしていない。

　

ゴジュウゴ

　

ガッシュウコクでセイサクホウシンへのハンタイウンドウがおこっているときく。ジブ

ンのところをダイジにするか、ほかとなかよくするかというタイリツだ。それは「ふる

いノウ」と「あたらしいノウ」のカットウなんだろう（●アヒャクキュウジュウハチ）。

たとえばななジュウハチネンまえからのセンソウでは、オウベイやひがしアジアのくに

のひともクロウしただろう。ヘイワがいいにきまっている。

しかし、それはあたらしめのかんがえかもしれない。ジンルイはほかのドウブツとセイ

ゾンキョウソウしただろうし、またゼンインがヘイワをえらぶかといったらそうではな

いだろうからだ。まだたたかっているチイキもある。だからそういうひとたちとむきあ

うとしたら、ふるいかんがえもダイジになってくる。そうニンゲンが「あたらしい」ノ

ウばっかりつかっていきるわけではないだろうともおもう。タブンほかのくにでおこっ

ているセンソウなどがおわってはじめて「あたらしいノウ」のホウにかじをきれるので

はないだろうか。

　

ゴジュウロク

　

わたしが「モデル」をみうしなっていたかもしれないというはなしをした（●ゴジュウ

サン）。イシキはしなかったが、ニジュッサイのころからなにがモデルになっていたかと
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いうと、ガッシュウコクジンだ。セイカクにいうと、みたわけでないのでモデルではな

い。しかし、ダイガクのガクヒもジブンではらってとおもっていたし（ジッサイにはらっ

ていた。）、サンジュウのころには、みえないミライというかあれちをカイタクしようと

していた。もっともガクセイとしてうまくやれていたときに、ほかのメンでうまくいか

なかったことがあった。ソツギョウすれば、そのままシュウショクすることができたか

もしれないが、ガクヒがはらいにくくなったことと、まだまなびたいというチシキヨク

（わたしはこれを「コウガクレキビョウ [●アニヒャクニジュウサン]」といったりするが）

のためにキュウガクして、おかねをためてもうイチネンガッコウにいくセンタクをした。

このジテンで、ふつうのフツウのシュウショクはむずかしくなったのだろう。シャカ

イガクなどでいう「ヒセイキシャイン」とか「ワーキングプア」のみちである。それで

ジッサイにヒセイキのしごとをつとめさせてもらった。しかし、しごとのカゲンがへた

だったために（バリバリやればいいというわけでもなかった。）あまりうまくいかなかっ

た。それからジブンのところにあるしごとをするようになった。それならキンムタイド

やシュッキンジカンでモンクをいわれることもない。それをいまでもつづけている。

ダイタイのひとはジョウシキテキなしごとを、ジョウシキテキにしているとおもうが、

わたしのばあい、あれちをたがやすわけだから、ジョウシキテキではなく（ジョウシキ

テキにたがやしても、ノウサンブツができるまでながいジカンがかかるだろう。）、ジョ

ウシキはずれたようなドリョクをしているかもしれない。ただ、いわゆる「コンプライ

アンス」とかがあるのでムチャはしていない。さきほどシテキした「ノウ」のはなし（●

ゴジュウゴ）でいえば、あたらしい「あたらしいノウ」でショウブしている。それがホ

ントウにシャカイにとって、まただれかにとってやくだつかはわからないが、シジョウ

がハンダンすればいいことだとおもっている。あまりにヒツヨウとされなければ、その

ほかのなにかでショウブするだろう。ただ、ドウシツセイがたかいというニホンではむ

ずかしいかもしれない。それでももうジュウネンブンイジョウのしごとをもっているの

で、あとはジッサイにやるだけだ。そのなかからキンがでれば、まぁモクヒョウはタッ

セイといったところかもしれない。

　

ゴジュウシチ

　

ニセンネンダイのうたをひさしぶりにきいてみた。アンガイあかるいキョクがあったの

でおどろいた。そのころわたしはクロウしていた。だからトウジのうたもくらいのがす

きだ。そのころのダイガクセイなんかが、そのカシュのドウセダイだから、そういうガ

クセイはあんまりクロウしていなかったのだろうとおもう。まぁカシュはあかるいのを

うたえば、まるでむしがあかりによるように、ひとがよるだろうからいいのだが。でも

わたしはアプローブ（サンセイ）しかねる。わたしがエンカもすきなせいもあるが、お

もえば、ニジュウダイ、サンジュウダイとくらいあゆみだった。いまはすこしわらえる

ようになった。ジブンがあかりになってというひとはすごいとおもうけど。

ゴジュウハチ
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ふゆのあいだは、ゴジになるとひがくれてしまったが、としがあけてダンダンながくなっ

てきた。こうなるともうはるである。はるになるとくさがはえてくる。まだそこまでは

いかないようであるが。キョネンのあきにうえキャベツとハクサイはまだシュウカクで

きるようではない。いくらかとりがたべてしまった。ズイブンそだつにはジカンがかか

るんだとおもう。

　

ゴジュウキュウ

　

アラビアスウジのロクというのはみていておもしろい。もっともパソコンのあるショタ

イのそれをみていてそうおもったのだが。ロクがタクサンならんでいると、まるでひと

がタクサンならんでいるようである。だから「キュウ」はエンギがわるいのかともおも

う。ギャクに「ロク」をいやがるひともいるようだが。

　

ロクジュウ

　

いぬをかっていたときに、よくサンポにつれていった。「サンポにいくぞ。」とこえをか

けたからかもしれないが、フダンのときに「サンポ」というと、めをかがやかすように

なった。タンジュンなシゲキとハンノウだが、それはツウじたようだ。えさをたべるのを

いっときまつ「まて」ということばもおぼえた。「まて」といってまたせて「よし」でた

べていいことにしていた。「まて」をさせたあとに「よしこさん」といってもたべなかっ

たから、クベツはついたようだ。ただ、おいるとそれどころではなくなった。ニンゲン

だってそうだろう。サイゴはおだやかにしんでいった。

　

ロクジュウイチ

　

ちかごろはミンシュシュギがいいというはなしをよくきく。たしかにそうかもしれない

が、それでできることといえば、トウヒョウでギインをえらべるだけだろう。そんなの

でセイジがかわるかはうたがわしい。それよりもセイジがかわるのは、セイフがサイケ

ンをうりあびさせられるようなときではないだろうか。つまり、シジョウのホウが「ミ

ンシュシュギ」のセイドよりつよいのではと。ニホンでも、セイジのサイケンイゾンは

おおきいから、そういうセイヘンがおこるカノウセイはある。

　

ロクジュウニ

　

おいしいものをたべるとしあわせだったりする。しかし、そういうしあわせをじかにえ

られるひとはすくない。ノウカとか、リョウシとかだ。それイガイのおおぜいは、そう
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いうしあわせをだれかにわけてもらうことになる。だからおおぜいのひとにとって、「し

あわせ」とはニンゲンカンケイがコウチョウかどうかになる。だから、しあわせになろ

うといったら、ノウカやリョウシになるか、ひととうまくつきあうことをしなければな

らない。

ひとのしあわせをいのるひともいる。しかし、ひとのしあわせとは、ひとづきあいによ

るから、シャカイにきらわれたひとをてだすけしたり、ショクリョウのメンドウをみた

りすることがタイセツなようにおもう。これだとひとだすけになってしまうが、チュウ

ガッコウのエイゴでいわされる「アイプレイギター。」のように、おダイモクをとなえる

のではなく、いうのならやればいい。

　

ロクジュウサン

　

いまのジュウタクにはガラスサッシとあまどがある（すくなくなったかもしれないが。）。

フダンはガラスサッシをしめておいて、よるやあめのときにあまどをしめる。しかし、メ

イジジダイのまえは、ガラスサッシはなかったようだ（やなぎだくにお「メイジタイショ

ウシ」）。だから、あめのときにあまどをしめると、へやのなかはくらくなってしまう。デ

ントウもそのころはなかったから、そういうときはくらいいえのなかで ねてしまったら

しい。たしかにくらければできることはかぎられている。それを「ガラスサッシ」がか

えたといえる。ニンゲンのセイサンセイをあげたイダイなハツメイである。

　

ロクジュウヨン

　

チュウゴクのシンテイコクのおわりにコウウとリュウホウというショウグンがいた。シ

ンをたおしたあとこのふたりはあらそうようになるが、コウウのサンボウであったハン

ゾウがたびたびキカイをみつけてはリュウホウをころしてしまえとコウウにいっていた。

しかし、コウウはそのキカイをムシしてしまう。たしかにつよかったコウウにとっては、

いつでもたおせるあいてだったのだろう。

しかし、それをきかなかったゆえに、コウウのグンや くにはすこしずつよわめられ、や

がてはシメンソカのジョウタイにおちいってしまう。これは、コウウのくにのソのヘイ

がリュウホウのグンにくだり、そのトウコウしたヘイがコウウをホウイしてしまったか

らそうなった。そのかこみをやぶってにげたコウウは、かわをわたるふねにであった。

そのふねのもちぬしは、コウウをのせてにがそうとするが、サイゴをカクゴしたコウウ

はことわって、ジブンがのっていたメイバをあたえてしまう。そのゴコウウはうちとら

れた。

このレキシからかんがえることは、なにかにつよいものは テキがあらわれてもいつでも

たおせるとかんがえてしまう。そしてユウシュウがゆえにほかのひとのいうことをきか

ない。コウウもサンボウのいうことをきいていたら、チュウゴクのオウとなれただろう。

しかしそれができなかった。ニホンでも「ワンマン」シャチョウがいるとよくいうが、サ
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ンボウのいうことをきかないのでは、ダイセイコウはむずかしいであろう。しかし、サ

ンボウのいうことをききにくいというのもわかる。それなら、シャチョウ（オウ）、サン

ボウのふたつのイケンのほかにダイサンのイケンをきいたらどうか。それが、コウオウ

（コウウ）のキョウクンのようにおもう。

　

ロクジュウゴ

　

むかしのニホンジンはよくはたらいたのだろう。もっともセンゴのものブソクのなかで、

よくはたらかないとなると、「なまけもの」ともいうだろう。よくはたらいたゆえにセン

ゴフッコウがなされた。それはわかるはなしである。しかし、いまは、はたらきすぎとい

うか、はたらかせすぎは、わるくいわれるようになった。これではケイザイセイチョウ

などむずかしいであろう。ヒンコンのはなしもきくようになった。わたしもそんなはた

らきものでないから、はたらきにでていたときは、ジカンどおりにしかはたらかなかっ

た。だからイチニチジュウハチジカンはたらくというのは、どうもいやけがさしてしま

うホウだった。しかし、むかしのひとはそうやってセンゴフッコウをなしとげたのだろ

う。そういうブンカもダイジにしなければならない。サイキンわたしはそういうのにす

こしなれたメンがある。

ロクジュウロク

　

「やすい」ものはミリョクテキである。そういうものをかえば、おなじシキンでもより

たのしめる。おおきなやすうりテンにまけたから、ジエイギョウのちいさなショウテン

がつぶれたともいわれる。たしかにジエイギョウのそういうみせは、おおきなみせほど

やすくない。おなじようなショウヒンをあつかっているなら、おおきなやすうりテンに

いってかおうとする。それはわかる。

しかしながら「やすい」ことはそんなにトクなのか。「やすものがいのぜにうしない」と

もいう。ひとつのみせでショウヒンがやすくなると、ほかのみせもやすくしようとする

かもしれない。そうしないとうれなくなるからだ。そうすると、そのショウヒンジタイ

のねだんもやすくなる。やすうりテンがやすくしたブンのフリエキをかかえれば、それ

はそのみせだけのモンダイだが、ほかのみせもやすくして、そのショウヒンをうろうと

すれば、メーカーからのしいれねをやすくしようとするだろう。そうするとメーカーも

ねびきしてフリエキをこうむることになる。それがテイドをこえると、メーカーやショ

ウテンはあかじのブン、ジンインサクゲンしたり、ジュウギョウインのキュウリョウを

さげたりすることになる。

それはショウヒンをかうホウにはカンケイないだろというかもしれないが、メーカーも

ショウヒンのヒンシツをさげるかもしれない。そうしないとたちいかないからだ。そう

すると、やすいショウヒンをかおうとしていたひとも、ヒンシツがさがったとおもうだ

ろう。この「ショウヒン」がショクリョウヒンだとしたら、やすくかおうとすると「め

し」がまずくなるというケッカになる。だから、うまいめしをたべたきゃ、やすいもの

をさがさないホウがいいとなる。
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ロクジュウシチ

　

やすうりアツリョクがシャカイゼンタイにかかっていると、ヒサンなジタイになる。そ

れを「レッカシャカイ」とよぼう。「デフレ」がとまらないとかいうが、そういうジョウ

タイのことである。さきにのべたように、ショクリョウがそういうジョウタイになると

ヒサンだ。マイニチ「まずい」めしをたべなければならないからだ。コウギョウセイヒ

ンならタショウヒンシツがわるくても（ジコがおこるのはロンガイだが。）、それほどこ

まらないが、ショクリョウだとこたえる。そうすると、「まずい」めしはいやだからと、

ショクリョウヒンのねだんだけはあがるかもしれない。

ことわざには「やすかろうわるかろう。」ともある。シャカイゼンタイが「レッカ」する

のでなく、「やすい」ものも「たかい」ものもかえるセンタクのジユウをのこしてほしい

とおもう。あるひとは「まずい」ものばっかりたべるかもしれないが、それはそれぞれ

のジユウだといえるようにすればとおもう。

　

ロクジュウハチ

　

ニンゲンはあることをおもいださないとやがてそのことをわすれてしまう。いやなこと

だとトクにわすれたいだろう。そうやって「わすれる」からニンゲンはほかのことをで

きるともいえる。もし「わすれない」ことがあるとしたら、それはニッカのようにおも

いだしているかそのことにとりくんでいるかだ。そういうことはわすれないが、そのこ

とにジカンをとられるので、そのほかにできることがソウタイテキにすくなくなる。だ

から、それをやっているかぎりは、キュウゲキなシンテンはないかもしれない。まるで

「わすれる」ことがネンリョウとなってすすんでいるように。しかし、なんでもわすれれ

ばいいってもんじゃない。ちゃんと「コツ」や「キョウクン」はおぼえておかなければな

らない。そうじゃないと、ナンカイやってもおなじシッパイをするひとになってしまう。

　

ロクジュウキュウ

　

わたしはオンガクをニジュウゴネンイジョウやっている。バンドブームにエイキョウさ

れてガッキをもつようになった。あまりにショウゲキテキなバンドがあったので、それ

にまけじといきなりジサクキョクからはじめた。トチュウチュウダンはあったが、まだ

ジサクキョクをつくっている。ながくやっているので、うれるキョク、うれないキョク

があるテイドわかるようになってきた。ジブンでつくってピンとこないキョクはまずう

れない。それならピンとくるキョクばかりつくればいいのだが、わたしのツゴウでそう

もいかない。だからうれないキョクばかりになる。それはしょうがない。
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ななジュウ

　

おとといパソコンをいじっていたら、キュウにかぜがつよくなった。まだふゆのさむさ

だが、「はるイチバン」というやつである。ただキショウチョウのケンカイとわたしのケ

ンカイにサがあるかもしれないので、ただしがきつきの「はるイチバン」である。もう

そろそろはたけしごとのジキである。

　

ななジュウイチ

　

きたチョウセン（チョウセンミンシュシュギジンミンキョウワコク）はケイザイセイサ

イをうけているという。そういえば、このはなしとはカンケイないが、きたチョウセン

セイのスーツをうっていたことがあった。だれかがしいれたのだろう。セキユのユシュ

ツをセンシンコクなどはキンシしているようだ。むかしのニホンはそういうケイザイフ

ウサをうけて、セキユがでるナンゴクへのシンシュツにふみきった。しかし、ブリョク

でたたかれた。きたチョウセンのばあいどうだろう。にしのチュウゴクはタショウセキ

ユがでるようだ。しかし、きたにすすめばホウフにある。このどちらのばあいもタイコ

クあいてである。きたチョウセンがかてるとはおもわない。でもグンはセキユがないと

そのしごとをつづけられないので、どちらかにうってでるカノウセイはある。

　

ななジュウニ

　

ひとのタイケンはすべてトゥルー（ほんもの）である。それをいうと、ゆめをみるタイ

ケンもトゥルーなのかといわれることもあるだろう。しかし、そのタイケンはほんもの

である。タンにノウのはたらきだとしても、「タイケン」ジタイはトゥルーだ。そのタイ

ケンするタイショウが、どんなにありえないこととしても、それをタイケンしていると

いうことは「トゥルー」なのだ。それをわたしはトゥルーゲンソクという。タイケンす

るタイショウはまったくイッパンテキでないとしても、そのタイケンジタイをあるもの

としてみとめなかったら、そのひとにとって、いきていないジカンができてしまう。

あるタイケンは、あるジョウケンからはなれると、それっきりになってしまうことがあ

る。たとえば、だれかがいっているつまらないはなしだ。そのタイケンは、あるひとの

こえのとどくハンイからたちさればシュウリョウとなる。だからタイケンはあるテイド、

トウセイカノウである。しかし、はなれにくいタイケンというのもある。それをどうに

かして、ジブンのジンセイのイチブにするというのが、できたおとなではないだろうか。

かんがえてみれば、テレビドラマなんかをニホンジンはタイケンしたりするのだから、

そういうのはトクイなはずである。
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ななジュウサン

　

わたしは、コウコウセイのときにガッショウをすこしやったことがあるが、サイキンい

わゆる「ハモり（「ハーモニー」とらギョウゴダンカツヨウのレンヨウケイ）」をするの

がすきになった。セイヨウのうたいてのハモりはうまい。ニホンジンも、うたをタニン

ズウでうたうキカイをつくるようになったため、そういうことをするようになった（で

もシュリュウはカラオケだろう。）。

わたしのすきなハモりは、キュウジュウネンダイによくうれたサッキョクカのひとがす

るようなハモりでいわゆるジャドウである。フツウはサンドかよんドでハモるが、ワオ

ンをもっとカクダイカイシャクして、そういうおとでハモるのだ。タブン、「すごい」と

いうひともいるだろうが、タイテイのひとは「へたくそ」と、そのハモりのことをいう

だろう。しかし、うたっているホウはきもちいいのである。ひとりでうたっているブン

にはメイワクをかけない。そういうわけでシーディプレイヤーさまさまである。

　

ななジュウヨン

　

ありときりぎりすのはなしがある。たしかイソップだとおもうが、きまぐれにしごとを

せずにコツコツとしごとをしましょうというキョウクンがあったとおもう。でもそれは

しごとだけにいえるのではないとおもうようになってきた。かねづかいもコツコツやっ

たホウがいいということである。きまぐれにたかいものをかってしまうと、あとでクロ

ウする。そうでなくてショウライをみすえて、コツコツとかいそろえていったホウがよ

さそうなのである。チョキンのうまいひとがいるから、そういうひとはモンダイないだ

ろうが、チョキンがへたなひとはやはりコツコツだろう。そうおもいつつ、シュミのガッ

キをみてしまう。そんなではいけない。

　

ななジュウゴ

　

でるくいはうたれるという。たしかにちょっとなにかにたけていると、うたれることが

あるようだ。しかし、ですぎていたらどうだろう。ニバイ、サンバイ、ジュウバイとです

ぎていたら、もはやそのくいはたたけない。だから、ですぎたくいはうたれないのであ

る。レイネンダイにチュウモクをあびたアイティーチョウジャぐらいじゃ「ですぎ」と

はいえないのであろう。

　

ななジュウロク

　

「てらからさと」なんてことばがある。メイジジダイのことわざジテンにのっているか

ら、あるテイドしられていたことばなのだろう。さとからやまにあるてらにキフをする
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というのがフツウだが、ギャクにてらからさとになにかをおくることをさしていうらし

い。もっともいまのジダイには、てらにキフをするというひとはすくないだろうから、

このことわざのイミがわからないかもしれない。むかしはそれだけひとはシンジンぶか

かったということである。ヨーロッパなんかも、ジュウキュウセイキおわりからのキョ

ムシュギで、シンジンぶかさがすくなくなったかもしれない。シンジンぶかいシャカイ

だと、くうにこまったときにシュッケすればなんとかなったのだろうが、いまはミンカ

ンダンタイが、コンキュウしているひとにショクリョウをくばっているらしい。かみと

かほとけとかいわずにくばるようだ。よのなかはかわるものだ。どういうかんがえにも

とづいているのか、ケンキュウしてみたいかもしれない。アンガイ、シュウキョウとか

キョウダンがみえなくなっているのかもしれない。

　

ななジュウシチ

　

エイゴのオルターとは、なにかをかえる（ヘンカさせる）というイミがあるが、ベツに

キトウでつかうサイダンというイミがある。どちらがさきにイミづけられたかわからな

いが、ラテンゴではうたうというイミがあるようだ。キョウカイでうたったりするとき、

サイダンなどがあったかもしれないから、「サイダン」のイミがさきかもしれない。ニホ

ンでも、ジチンサイなどをするときにサイダンをもうけたりする。セイヨウのブンカな

のかわからないが、マホウをかけるときもそういうのをつかうというインショウがある。

ニホンではつつがないというのがジュウシされるが、セイヨウではもしくはエイコクで

は、サイダンをもうけるときはなにかをかえるときなのかもしれない。まぁ、ニンゲン

はドウブツだから、なにかがかわらないとドウブツらしいといえないかもしれない。だ

からサイダンをおくヒツヨウがあるのかもしれない。

　

ななジュウハチ

　

ものごとをシンチョウにすすめるひとのことをいしのはしをたたいてわたるひとだとい

う。いしのはしはガンジョウにできているが、マンイチにそなえてたたいてみるさまを

いう。しかしセイヨウでは、ロバ（のチリョク）のはし（アセスズブリッジ）ということ

ばがある。これは、ギリシャのスウガクシャ、ユークリッドのセツのショウメイをコウ

ガクシンのないひとがなかなかやりたがらないさまをいう。つまり、タイダなひとはは

しをわたらないということだ。たしかにはしをわたらなければジコのシンパイもないか

もしれない。

　

ななジュウキュウ

　

かなしみのことをエイゴでレイメントという。エイゴではアルファベットのエーをエー
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とハツオンする。イッポウ、ヘボンシキローマジでは、エーのことをアとハツオンする。

そういうひとたちだと「レイメント」でなくて「ラーメント」とハツオンするかもしれ

ない。サイゴのおとをはしょるフランスゴフウにいえば「ラーメン」になる。わたしは

あかるいオンガクより、くらいオンガクがすきだったりする。つまり、ややかなしいホ

ウがこのみだ。それとおなじリユウで、かなしみをあじわいたいひとがいるかもしれな

い。そういうひとが「ラーメン」（かなしみ）をたべる。ちょっとラーメンのリュウコウ

のセツメイにはよわかったか。

　

ハチジュウ

　

エイゴでチーズというがあまりニホンゴにホンヤクしているのをみない。ガイライゴと

してチーズといっている。それはどうなのかとまえにかんがえてフニュウとヤクした。

くさった（ジュクした）ニュウというようにである。しかし、サイキンむかしのひとが

ヤクしたケッカをめにした。カンラクというのがそうである。かわいた、ラクノウセイ

ヒンというカンジである。サイキンはエイゴでそのままいうのがはやりなのか（エイゴ

とはかぎらないが）。マニフェストなどとヘイキでいっている。ちゃんと、セイケンコウ

ヤクとヤクしているひともいる。もっとも、「マニフェスト」じゃ「フナニモクロク」な

のだが。タブンいいたいのは「マニフェストー」で「コウジ」であろう。

　

ハチジュウイチ

　

「キリストキョウ」っていうのもヤクしていないことばである。そういわなくてもヤソ

キョウといういいかたがある。わたしは、ちいさいころガッコウのともだちのエンでワ

イエムシーエー（ヤングメンズ クリスチャンアソシエーション）にいったことがある。

あまりおぼえていないが、そのカンレンで、エイゴをならうことになった。イチネンく

らいならったろうか。テキストをめくったおぼえがある。そのときおぼえたエイゴはそ

のページをめくるドウサをさすことばだけである。こどものうちになれさせれば、エイ

ゴをおぼえるといったってそのテイドである。こんなようだから、センキョウシもクロ

ウしたことだろう。

　

ハチジュウニ

あるショによると、「サンミイッタイ」とは、ゴッドザファザー、ゴッドザソン、ゴッド

ザホーリーゴーストをさすらしい。わたしはよくわからないが、ながいレキシのなかで

かんがえられたのだろう。ひとつシテキができそうなのが、シンリガクでそういうかん

がえかたがうけつがれているようなきがする。

フロイドセンセイ（セイシンブンセキのソ）はチョウジガ（キンシなどシドウテキなキ

ノウをはたすとされるこころのイチメン）やジガ（いわゆるそのひとのツウジョウのこ
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ころのキノウ）やイド（もしくはムイシキ）があるといった。これはさきのサンミイッ

タイとにている。また、コウリュウブンセキでは、ひとのこころをサンカテゴリーにわ

け、おやのようなやくわりをはたすメン、いわゆるおとなのやくわりをはたすメン、こ

どものようなやくわりをはたすメンがあるとしている。これもやはりにているようにお

もえる。やっぱりそういうことをかんがえたレキシがながいのだろう。

　

ハチジュウサン

　

ニンゲンがそらをとべるようになるひがくるであろうか。わたしはむずかしいとおもう。

なぜなら、ニンゲンはチジョウむけにシンカしたからだ。タンジュンにいえばあしをハッ

タツさせたということだ。そのあしがおもいから、そらをとぶようになることはむずか

しい。だからペダルシキのドウグをつかってとぶというのがただしいだろう。もってい

るつよみをいかすということだ。もっといえば、てもそらをとべるドウグをもったホウ

がいいかもしれない。なれればそこそことべるようなきがする。

　

ハチジュウヨン

　

まえにうちでかっていたいぬは、ほねがすきだった。マンガでそういうえがあるが、あ

たえるとよくくわえてかじっていた。ほねだけでなく、にくもすきであった。ただ、マン

プクのときだとたべずに、どこかにかくすようだった。よくつちをほっていた。そうい

うチエがあったらしい。つちのあじがついてしまうだろうが、あなをほったりうめたり

していた。そこらへんにおいておくと、ねこなんかにとられてしまうのだろうか。やっ

ぱりそれなりのリユウがあるのだろう。

　

ハチジュウゴ

　

ジュウキュウセイキに、アメリカガッシュウコクでつくられたホンをかった。そのなか

には、カッコクのコッキをショウカイしているブブンがあった。しかし、そうタクサン

はショウカイされていない。ショウカイされているのはおもにオウシュウである。アジ

アではふるくからブンメイがハッタツしていたチュウゴクとインド、それとつよいくに

をつくったトルコである。ニホンはショウカイされていない。つまり、そのころのガッ

シュウコクジンのあたまには、「ニホン」というのはなかったということだ。だから、ニ

チロセンソウでニホンがかったというのは、ソウトウショウゲキだったろう。キロクジ

タイはうそをつかないである。そういうアジアをどうにかしたかったのなら、ニホンは

さきのサンカコクとなかよくすべきだったんだろう。いまどきのホンもそういうゲンジ

ツをみせてくれるかもしれない。
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ハチジュウロク

　

ほんだなのセイリをしていたら、わたしがコウコウセイのときにつかっていたキョウカ

ショとシリョウがでてきた。わたしは、コウコウセイのとき、ショドウをセンタクした

のでショドウのキョウカショとシリョウがでてきた。それをみておどろいた。くずしジ

についてのシリョウがでてきたからだ。それがみつからなくてもいずれくずしジのベン

キョウをしようとおもっていたからだ（●むゴジュウハチ）。シュヒツのホンをよむには

かかせないギジュツだからだ。それで、でてきたシリョウをみて、いいキョウイクをし

ていたとおもう。スウガクのジュギョウは、わたしが、ヨウリョウがわるいのできらい

だったが。そういうジュギョウもあったのだとカクニンできた。

　

ハチジュウシチ

　

あのひとはヤンキーよ。とわかいひとがいうと、ちょっとつっぱった、フリョウショウ

ネンをさしたりする。これはニホンゴでないが、どうもそういうイミがあるようだ。も

とは、アメリカガッシュウコクのひとをさすことばだ。フリョウショウネンが、そのか

みをダッショクとかちゃいろにそめるさまが、ガッシュウコクのひとににていたから、

そういういいかたになったのかもしれない。しかし、かみをそめても、かおをみればト

ウヨウジンだ。だから、ヤンキーとはじめのおとにアクセントをつけるのでなく、ヤン

キーとあとのおとにアクセントをつけるのかもしれない。

　

ハチジュウハチ

　

このふゆになってゆずがまだのこっている。ことしはあまりゆずすい（ゆずのはいった

みず [●アニジュウハチ]）をのまなかったからだが。またおふくろがきってしまったため

に、とげがふえた。ヨネンまえにきられてとげができて、すこしはよくなってきたのにで

ある。もうそろそろシュウカクしないといけないが、なかなかつかいきれないのでゆっ

くりかんがえている。グレープフルーツにサトウをかけてたべたりするが、そうやって

たべたりしようとおもう。グレープフルーツにはサトウだけでなく、ウイスキーやブラ

ンデーをかけるのがわたしのオヤジフウだった。

　

ハチジュウキュウ

　

わたしはオンガクをつくったりする。もうガッキやサッキョクをはじめてニジュウゴネ

ンイジョウになる。バンドブームにショクハツされてはじめた。ただそれでセイコウす

ることはむずかしいこともわかっていた。だからほどほどにやっていたカンがある。
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ただ、いいキョクをつくればうれるのだろうともおもっていた。だからプロのシィディ

のハンブンのねだんで、いいキョクをテイキョウすれば、あるテイドうれるんだろうと

おもっていた。ただそれはあまいかんがえだときづいた。それはシィディのジッセイカ

カク（テイカではない。）をケイサンしたからわかった。

イチニチにイッカイきくシィディがあるとする。それはネンカンでサンビャクロクジュ

ウゴカイきかれるケイサンになる。イッポウ、イチネンでイッカイきかれるシィディもあ

るだろう（ゴネンにイッカイきくようなシィディはケイサンからはぶく。）。それはネン

カンでイッカイきかれる。そのイチニチイッカイきかれるシィディをジュウマイもって

いたとする。そうするとイチマイでサンビャクロクジュウゴカイきくから、ジュウマイ

でサンゼンロッピャクゴジュッカイきくことになる。イッポウイッカイきくシィディを

ヒャクヨンジュウマイもっていたら、イチかけるヒャクヨンジュウでヒャクヨンジュッ

カイきくことになる。

ここでシィディのねだんをイチマイサンゼンエンとカテイする。イチニチにイッカイき

くシィディはネンカンサンビャクロクジュウゴカイで、これをサンゼンエンとすると、

それがジュウマイあるからサンマンエンとなる。イッポウイチネンでイッカイきくシィ

ディはヒャクヨンジュウマイあつめてもサンビャクロクジュウゴカイにタッしない。そ

れをイチマイブンケイサンするとサンビャクロクジュウゴがサンゼンだから、イチマイ

はハッテンニイチエンになる。これがヒャクヨンジュウマイだからセンヒャクヨンジュ

ウキュウエン。

これをヘイキンすると、サンマンたすセンヒャクヨンジュウキュウわるヒャクゴジュウ

でイチマイあたりニヒャクナナテンロクロクエンとなる。つまり、シィディのあるソウ

テイでのジッセイカカクはヘイキンテキなものでイチマイニヒャクジュウエンとなる。

だから、プロのハンガク（センゴヒャクエン）にカカクをセッテイすればうれるかという

とそういうわけではないということがわかる。なにしろプロ（シィディをだしているの

がプロばかりとして）のヘイキンテキなシィディのねだんがニヒャクジュウエンなのだ。

だからまぁまぁのかんじだとニヒャクジュウエンでうりだすのがただしいだろう。その

ニヒャクジュウエンでシィディをうってリエキをだせるのが「プロ」ということになる。

フツウそうはできないだろう。でもそれができないのだったら、シュミでオンガクをや

るにとどめておいたホウがいい。そういうことだ。

キュウジュウ

　

もうはるだ。はるイチバンがふいたころに、ショクブツのめがではじめたようだ。なえ

などをかってくるキセツになったということだ。ことしはなにをうえるかとかんがえる。

いま、ハクサイとキャベツとブロッコリーとダイコンをそだてているので、あまりはた

けにあきがない。じゃがいもにしようかとおもう。ハクサイなどはキョネンのあきうえ

たが、まだシュウカクにいたっていない。ヒリョウをやってソクセイサイバイすれば、は

やくとれるのかもしれないが、そのままにするのではジカンがかかるのかもしれない。

　

キュウジュウイチ

35



　

レンタルビデオやがある。イゼンはコジンシホンのレンタルビデオやがあったが、おお

てのビデオやがどうやらそういうみせをクチクしたようである。うちのちかくにもイッ

ケンおおてのみせがある。コジンケイエイのみせにはないしなぞろえをしているかもし

れない。ただサイキンはあまりもうかっているようにはおもえない。イッカイかりてサ

ンビャクエンほどだ。それでケッコウなしなぞろえだとどうしてもイッカイしかかりて

のつかないものもでてくる。ビデオについてはあまりくわしくないが、シィディなんか

をみても、イッカイもかりてがつかないようなものがあったりする。それでどうやって

かせぐのだろうとおもう。

しかし、そのイッポウでシィディやビデオのうりばもあったりする。なるほど。タブン

イチづけテキには、「レンタル」はキャクをよぶためのもので、そういううりばでシュウ

エキをだすのだとおもう。だから、「レンタル」ばかりをリヨウするキャクだけだとやが

てそのみせはきびしいことにおいこまれる。サイアクつぶれてしまうだろう。そうする

と、ディブイディやシィディのレンタルはできなくなってしまう。それでこまるという

のなら、みせにかせがせてエイギョウをつづけてもらわなければならない。カカクがや

すくなってあるケイエイタイがレッカしてしまうとこまるのはユーザーなのだ。

　

キュウジュウニ

　

わたしがこどものころはゲームセンターによくいった。いえにゲームキもあったが、そ

れでもよくそういうところにいってゲームをやっていた。ところがサイキンそういうみ

せがすくなくなった。うちのちかくにあったニケンがヘイテンした。なぜかというと

キャクがいなかったのだろう。サイキンのこどもは、そういうところであそばないらし

い。まぁかならずしもこどもはそういうところであそぶわけでないが、そういうこども

やおとながすくなくなったのだろう。つまり、むかしのこどもより、いまのこどものホ

ウがまじめだといえるかもしれない。ただほかになににおかねをつかうのだともおもう。

ホンやマンガがうれているともきかないし。やっぱりゲームキなのだろうか。

　

キュウジュウサン

　

わたしがショウガッコウにいたころに、ピアノがひけるドウキュウセイがいた。ちいさ

いころからならっていたのだろう。タブンいえにピアノがあったのだろう。そこそこの

かねがないとむずかしいだろう。そういうわたしのいえには、オルガンがあった。シン

セキからもらったのだろう。ひきたいとはおもったが、あるうたをひこうとしてザセツ

した。どのケンが「ド」だかわからなかった。かといってでたらめにひくわけにいかな

いので、それからそのオルガンは、おおきなおきものにかわってしまった。

やがてそれはバンドエンソウでつかうようになるのだが、そのあととりまわしのラクな

うすがたのキーボードが そのやくをうばってしまった。いまかんがえるとおとはよかっ
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たとおもう。あたらしくかったキーボードはいろいろなガッキのおとをテイオンシツで

ロクオンしてサイセイするしくみだから、ほんもののおとにはかなわない。キロクブヒ

ンのシンポで、いまそういうものをつくると、よりほんものにちかいおとがだせるよう

にもできるとおもうが、まだまだであろう。

　

キュウジュウヨン

　

ゆずをサトウにつけてたべてみた。おおきさがグレープフルーツよりちいさいので、グ

レープフルーツのようなたべごたえはない。ゴコぐらいたべればまぁたべたきはするか

もしれない。コンカイはハチジュッコちかくできたので、まぁまぁたべられるだろう。ゆ

ずすい（●アニジュウハチ、●ハチジュウハチ）にしただけではつぎのふゆまでにたべ

きれるかわからない。いいカゲンにシュウカクしないとなのだが、たべるメドがつかな

かったのでそのままにしておいた。でもそうやってたべることができるので、いただこ

うかとおもっている。

キュウジュウゴ

　

「ヤンキー（●ハチジュウなな）」というのはニューヨークで、オランダケイジュウミン

が、エイコクケイジュウミンをよんだゴといわれる。そういうゴがニホンにもはいって

きたのだろう。さらにチュウゴクジンがニホンジンのことを「トンヤンキー（トウヨウ

のおに）」とよんだともいわれる。ひがしの「ヤンキー」ともとれるかもしれない。いま

なんかもニホンジンは、ガッシュウコクのひととまぁまぁうまくやっているからひがし

のヤンキーというのもつうじるきがする。

　

キュウジュウロク

　

サイキンは「ワコンヨウサイ」という。そのことばもあまりきかれなくなったかもしれ

ない。ニホンのセイシンとセイヨウのガクモンというイミである。たしかにセイヨウの

ガクモンにエイキョウされていたりする。しかし、そのまえは「ワコンカンサイ」といっ

ていた。ニホンのセイシンとチュウゴクのガクモンというイミである。ときがかわると

そうかわったりもするのだろう。それでもまだカンジのガクシュウをするから「ワコン

カンサイ」なのだろう。わかいひとなら「ワコンカンギ（ギジュツ）」がいいかもしれな

い。チュウゴクではしばらくセイゾウギョウがカッパツだったから、チュウゴクジンに

まなべるギジュツがあるだろうとおもうのである。

　

キュウジュウシチ

　

はたらいていてにするおかねをなんというか。キュウリョウとかいったりする。ケイエ
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イがわからいえば、チンギンである。それをサイキンはチンキンとかく。「キン」はあの

こがねいろの「キン」である。しかし、むかしは「チンギン」と「ギン」とかいていた。

だからはたらいても「キン」はもらえないわけである。なぜ「ギン」だったのが、「キン」

になったのか。それだけタイグウがよくなっただろうということだ。もしくは、タイグウ

がよくなったとおもわせられているということだ。ロウドウシャにとって、「チンキン」

とはあかるいカイゼンだったろうか。それともただのレトリックだったろうか。

　

キュウジュウハチ

　

えどバクフがサイガイのときなどにリンジにシシュツするこめを「とりこしマイ」といっ

た。「とりこしグロウ」といえば、あらぬであろうことをいろいろとシンパイすることで

ある。つまり「とりこし」はないにこしたことはないが、そういうクロウをしていると。

そりゃそうだ。サイガイはこまるというわけである。

　

キュウジュウキュウ

　

サンガツは、トウキョウダイクウシュウがあったひがあったようだ。もうななジュウネ

ンはたつ。おふくろもトウジこどもだったようで、そういうはなしもする。しかし、ソ

カイしていたようで、チョクセツクウバクはうけなかったという。たんぼにおおきなあ

ながあいていたことをはなしてくれた。また、いえもやけなかったらしい。オヤジもソ

カイしていたという。しかし、いえがやけたのだろうか、センゴ、シンセキをたよって

ホッカイドウにいったようだ。オヤジは、やけのはらのはなしをしてくれた。なんでも

クウバクでトウキョウはやけ、えらくとおくまでみえたらしい。ななジュウネンまえは

ソカイすることもできたろうが、いまでは、いなかにエンのあるひとはへってきている

のではないか。いまそういうめにあったら、おとなもいなかににげるんじゃないかとお

もう。やっぱりノウサンブツがないときびしい。それはとにかく、クウバクされるよう

になったらほぼまけである。おふくろがいえのわきにあったボウクウゴウのはなしをし

てくれた。なんでもチョクゲキされたらもたないとか。そんなテイだったらしい。

　

ヒャク

　

ゆずがホウサクだったのでジュースをつくってみた。ニホンゴではカジュウだ。シチ、

ハッコをしぼってヨウキにためた。ジュッシーシーくらいになったろうか。ショウシン

ショウメイのゆずカジュウだ。すっぱいが、グレープフルーツジュースもそうだからの

めなくはない。サトウをちょっとまぜたがまぁおいしい。

しかしである。イッポンのきになったゆずをゼンブしぼったとしてもイチリットルにな

らないだろう。シチ、ハッコでジュッシーシーだから、ななジュウ、ハチジュッコでよ
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うやくヒャクシーシーだ。それをかんがえると、オレンジジュースなんていうのは、え

らくゼイタクだ。ゆずとはおおきさがちがうが、イッポンのきでイチリットルとかとれ

るのだろう。それをニヒャクエンくらいでかわれるじゃとてもかなわないとおもう。イ

チネンでイッポンのオレンジのきごとにニヒャクエンというわけである。セイサンシャ

はタイヘンだとおもう。わたしがこどものころによくオヤジにノウカのひとにカンシャ

してたべなさいといわれた。まったくそのとおりだとおもう。

　

　

　

ヒャクイチ

　

ちょっとでかけたときにかわをみるとスイイがひくい。コウレイのみずブソクというや

つである（●アジュウ、ニジュウサン、●むヒャクジュウニ、ヒャクジュウサン、ヒャ

クニジュウロク）。やっぱりもうハンブンコウゾウになっているのだとおもう。ことし

はゆきがそんなにふらなかったからゆきどけみずもすくないのだろう。となるとつゆや

タイフウのジキになるまでフソクぎみとなる。まぁカントウだけのはなしだが、まぁド

リョクしないといけない。インリョウスイはかならずヒツヨウだからである。ビールを

のめばいいといったって、ひるまからよっぱらっているわけにはいかない。かねがあっ

ても「シゲン」をかえるとはかぎらないのだ。「セキユ」にクロウしたグンジンや、「ショ

クリョウ」にクロウしたセンチュウのひとならばジッカンをもってわかるはずだ。

　

ヒャクニ

　

ロクネンまえのサンガツジュウイチニチにはダイジシンがあった。そのまえにナンポウ

でジシンがあったから、ナンポウでジシンがおこると、またかとおもってしまう。トクに

ことしはそんなにおおきくないで、かんじないほどではないジシンがおおいようだ。カ

ンゼンにシゼンとイッタイになってしまうと「ジシン」もシゼンなのだから、おこる、お

こらないはあるテイドわかろうが（デンキなまずのようなはなしだ）、そんなことをやる

のもブンメイジンにとってはむずかしかったりする。だからそれゆえに、あるときキュ

ウにジシンがおとずれる。それでフアンになったりする。トクに、ケイタイデンワのケ

イコクオンがなると（いいサービスだとはおもうが）はやくヒナンしようとなる。この

ふゆは、つなみがエンガンブにトウチャクするほどのジシンがあった。

ゲンパツがテイシされて、ジュンバンにテイデンするようなことももうわすれてしまっ

ている。あのときはまぁクロウした。タブンレイトウコのセイノウにテイデンジカンを

あわせたのだろう。たしかにそれでモンダイなかった。エネルギーブソクはショガイコ

クのツゴウにサユウされるが、みずブソクは「ドリョク」でなんとかなるものだとおも

うのである。
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ヒャクサン

　

こったコセイテキなオンガクをつくってもそううれるわけではない。もっともコセイが

つよすぎると「わからない」となる。えもそうだ。ホンだってそうだろう。だからたし

かにコセイはあるんだけど、イッパンテキなものがうれるのだろう。まったくコセイが

ないとただのトウサクになってしまうからそうはしない。だからサッカは、イッパンテ

キなシシツとコセイがヒツヨウなんだろう。それにもかかわらず、「ジブンさがし」とか

「コセイソンチョウ」みたいなタイドがちょっとまえにスイショウされたようだ。わたし

なんかはおかげでたすかったメンもある。でもサラリーマンをやるならそんなのにはこ

だわらなくていいようなきがする。おもしろいことをいうなどのコミュニケーションギ

ジュツのコセイならいいかもしれないが、カイシャが「コセイ」をヒツヨウとするとは

かぎらないからである。

サッカをやるといったって、さきのようにイッパンテキシシツがダイジだから、「コセイ

テキ」になれるかはビミョウなのである。ホントウに「コセイテキ」ならうれないだろ

う。さらにそれをつづけるのもタイヘンである。うれないからタイテイのひとはコセイ

テキであることをやめてしまうのではないか。だから「ジブンさがし」はむずかしいの

である。ケッキョク、「カラオケ」のようにうまいひとのまねをするのがよくあったので

はないか。なんとなくそういうきがする。

　

ヒャクヨン

　

わたしのイッサツめのホン『アルクカラカンガエル』で、「ニガ」というハのことをかい

た（●アヨンジュウニ）。「ニガ」とは、わたしがかってにそうよんでいるだけで、ほか

にしっかりしたよびかたがあるだろう。そのハをこまかくして、みずにとかしてのむと

にがい。だから「ニガ」にした。そのヨウエキはおチャのようないろになる。ハはそう

やってヨウエキをのむのにつかうとよいが（わたしがそうおもっているだけだ。）、はる

になるとそのきは、みというかめがでる。それをそのままにしておくと、あたらしいハ

がでてくる。だから、「おチャ」のように、シンニガをつくることもカノウだろう。そう

なのだが、そのみがまたほのかなあまみがしてうまい。さすがに「いちご」などにはか

なわないが、こむぎこにまぜてパンケーキにしたらうまいとおもう。ザッソウものびは

じめたし、そんなジキである。

　

ヒャクゴ

　

むかしは、イショクたつて（たりて）エイジョク（エイヨとはじ）をしるといったが、い

までは「イショク」だけではダメなんだろうとおもう。タブン、「イショク」と「しごと」

がないとダメなのだろうとおもう。「ジュウ（ジュウタク）」もダイジだが、「しごと」が
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あればなんとかなったりする。だからいい「しごと」をみつけることがダイジだろう。そ

うすれば「エイジョク」をしる。しかし、「しごと」をしてなければ、「エイジョク」をし

ることはむずかしい。ガクセイなんかもそうだろう。いいたいことをいう。しかし、「し

ごと」をするにつれ、そういうことはなくなっていく。だから、センシンコクでは「シ

ツギョウ」がおおきなモンダイとなるのである。

　

ヒャクロク

　

シィディができてフキュウするころ、レコードやカセットのおととくらべて、「かたい」

おとがするとか、「つめたい」おとがするとかいうひとがいた。なぜかはよくわからな

かったが、わたしもおとのサはわかった。おもしろいのが、ハチジュウネン、キュウジュ

ウネンダイのシィディにくらべてレイネンダイ、ジュウネンダイのシィディはオンリョ

ウがおおきい。そうやってオンリョウをあげるのはケッコウむずかしい。あげすぎると、

ノイズがでてしまうからだ。そのノイズがでるてまえでオンリョウをあげるのが、オン

ガクをつくるもののうでのみせどころであったりする。

それをやっていてきづいたのが、おとのたかさのブンプがチュウイキにシュウチュウす

るから、テイイキとコウイキをたしてやろうとなる。そうするとテイイキとコウイキが

なるガッキョクになるが、そういうカコウをしたオンガクは、はっきりいってみみがい

たくなる。これがほどほどだと、おとがかたいとかのヒョウゲンになるのだろうとサイ

キンおもった。ようするにコウイキのなりかたである。カセットテープはコウイキがあ

まりならなかったようだから。

　

ヒャクなな

　

ニンゲンのななわりはみずでできているという。それをエキタイとしてホジしている。

チョウドそういうオンドでくらしているからだ。だからもっとあついところ、たとえば

スイセイにいけば、ほぼジョウハツしてしまうし、さむいところ、たとえばドセイにいけ

ばほぼかたまってしまう。だからそういうところでいきるには、みずイガイのなかみが

ヒツヨウだろう。たとえば、タイヨウのちかくならキンゾクだ。キンゾクがエキタイに

なってからだをジュンカンできるだろう。ギャクにタイヨウからとおいところではチッ

ソのようななかみがいいだろう。やはりエキタイになってジュンカンできる。コキュウ

もかんがえると、あついところではスイジョウキをつかい、さむいところではニサンカ

タンソなどをつかう。このようにかんがえると、ウチュウジンは、キンゾクでできてい

たり、チッソでできていたりするだろう。みずでできたニンゲンはとりあえずできてい

るが、ほかはどうかわからない。

　

ヒャクハチ
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ごみのブンベツにクロウしていたが（●むニジュウロク）、このまえ、ふたつのごみばこ

をかってきた。へやがせまくなるので、ニコはチョクレツにかさねた。したがもえない

ごみで、うえがもえるごみだ。これでうまくかたづくようになった。シュウヨウができ

ればちらからない。スラムもそうなんだろう。とにかくごみなどをおいておくから、そ

こにひとがあつまってなかなかかたづかない。ニホンにはスラムがないという。タブン

それはシュウヨウするところがあるからだろう。シュウヨウするためにほかのばしょに

うつされる。もし、ロウジンホームがなかったら、ロウジンのまちができるのかもしれ

ない。かりにロウジンディスティネーションとでもいっておこう。フンニョウもそうだ。

あつめたりしなければ、まちじゅうがフンニョウだらけになる。しかし、シュウノウが

しっかりしていれば、そういうことにならないだろう。

　

ヒャクキュウ

　

おわらいバングミをみてよろこんだり、たかいホウセキをもってよろこんだり。ニンゲ

ンのノウにはふるいノウとあたらしいノウがあるという（●ゴジュウゴ）。ふるいノウは

ゲンシジンのころからあったのだろう。あたらしいノウはブンカができてからではない

か。ブンカのハッテンとともにあたらしいノウができあがったと。おわらいバングミを

みてよろこんだり、たかいホウセキをもってよろこんだりするのは、ブンカができてか

らだろう。だからそれらはあたらしいノウへのシゲキだ。ゲンシジンはそんなものでは

よろこばないだろう。ゾウトウヒンにショクリョウがある。タブン、これならゲンシジ

ンもよろこぶからまちがいないのだ。かんきりがヒツヨウなかんづめはよろこばないか

もしれないが。

ヒャクジュウ

　

シンブンやニュースをよんでいると、「シゲン」ということばがでてくる。わたしなんか

もベンリなことばとおもい、つかったりしている。しかしである、このことばはヒカク

テキあたらしいことばのようだ。なぜなら、むかしのジショにはのっていないからであ

る。カンワジテンをひいても「シゲン」ということばはでてこない。あるのは「シホン」

とか「シザイ」である。たしかに「シザイ」ということばをつかえばいいともおもう。し

かし「シゲン」という。わたしのカンカクでは「シザイ」である。「エネルギーシザイ」

といえばそれでいい。

しかしなぜ「シゲン」ということばをつかうか。タブン「ジョウホウ」というメンにおも

さをおくからでないか。つまり、それがあるばしょをジュウシしたり、それをかうキョ

カをジュウシしたりすることである。もっといえば、「シゲン」というときには、そのシ

ザイは「ショウケン」のようなものではないか。つまり「ジッタイ」ではないのである。

そこに「ジョウホウカシャカイ」というゲンジツがみえる。だから、「どこどこがエネル

ギーシゲンをカクホした。」というときには、そのシザイをカクホする「ケンリ」をてに

いれたということだろう。もっというと、その「ケンリ」はジュンチョウにコウシされ
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るかはわからない。

エイゴの「リソース（シリョクなど）」ということばをヤクすときに、「ザイゲン」という

イミもあるようだから、そのゴをつかうようになったのではないか。ジツブツとはちが

うというのが、このことばのトクチョウだとおもう。ただわたしなんかは「シゲン」よ

り「シザイ」がほしかったりする。

　

ヒャクジュウイチ

　

「ニンゲン」のことを「ホモ・サピエンス」というときく。ラテンゴのジショでしらべる

と、「ヒト、おいしいもの」とでてくる。「ヒト」がおいしいかはベツとして、「おいしい

もの」がわかるヒトということだろうか。ベツのヤクには「かしこい」というイミものっ

ている。おいしいものがわかるのが、ゲンダイテキなニンゲンなんだろう。「おいしいも

の」がわからないと、ベツのヒトゾクということにもなりかねない。あるハンバーガー

テンがセカイカクチでエイギョウしているが、あのみせがどこでもシジされるというこ

とだろうから、ダイタイのチキュウジンはおなじシュゾクなんだろう。

もっとも、なぜ「かしこい」がでてくるかというモンダイはある。おいしいものをきち

んとえらべるのだから、「かしこい」かもしれないが、キリストキョウなどのセイショの

エイキョウもあるとおもう。かみにきんじられたきのみをたべてしまうというブブンで

ある。それはチエのきのみだったから「チエ」がついたのだろう。それでよかったのか

だが、「かしこい」というヤクにするには、どうもそのあたりのジジョウもありそうだ。

だから「おいしいものがわかるひと」でいいんじゃないかとおもう。「チエのきのみ」を

のぞいて。キリストケイキョウトとはかぎらないのではあるが。

　

ヒャクジュウニ

　

ガガクというのはニホンのコテンオンガクである。セイヨウのクラシックガクダンより

ふるいときく。もっとも「クラシック」というゴは、ニホンのキョウイクでは「コテン」

というようにならうから、モーツァルトやシューベルトがホントウにコテンかというギ

モンがでてくる。そのまえにもオンガクがあったはずだからである。この「コテン」と

いうイミはニギイコウのイである。「クラス（カイキュウなどの）」のハセイケイだから、

ちょっとセイリして「ジョウリュウカイキュウの」のイになる。ようするにモーツァル

トやシューベルトはそういうオンガクなのである。だからサイキンになって、「ポピュ

ラー」というシュルイがふえてきたのだろう。

ガガクはドクトクである。わたしは「ショウ（おとがなるたけのくだがタクサンついた

ハーモニカにちかいガッキ）」のおとがおもしろいとおもった。はじめてきいたときに

は、シンセサイザーでだしているのかとおもった。ただしくは、くだのシュウセキであ

る。セイヨウのパイプオルガンにもつうじるとおもう。ニホンのオンガクだから、そう

いうおとがだせるゲンダイテキなキザイもあるんだろうとかんがえられるが、ジツはそ
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ういうおとをだせるキザイはすくない。トクにリアルなおとがだせる（そのおとをロク

オンしているからあたりまえだが）サイシンのキザイはかぎられている。ガイコクジン

がヘンサンしたミンゾクガッキのおとのシュウゴウにまざっているというかんじである。

それだけジッサイにつくるひとはかぎられているようだ。もっとも、コテンをエンソウ

するひとが、あたらしいオンガクをつくるというわけではないのだろう。おもしろいキ

ザイではあるが、いまのところドウニュウしていない。

　

ヒャクジュウサン

ニンゲンのノウは「ふるい」ブブンと「あたらしい」ブブンがあるという（●ヒャクキュ

ウ）。「ふるい」ノウはなにをしているか、タブン、ドウサにかかわることをしたりするブ

ブンなのだろう。むかしからニンゲン（ゲンシジン）はうごいていただろうから。ショ

クジなんかもそうだ。むかしからしていたであろう。

むかしからしていなかったのは、このようにホンをかいたりすることだ。だからホンを

かいたりよんだりするのは「あたらしい」ノウをつかってすすめるのだろう。へやをみ

わたすと、どうも「あたらしい」ノウをつかうようなものばかりだ。それはキホンテキに

ジュウヨウでないともいえる。「ホン」をよんだってはらはふくれないからである。もっ

ともふるそうなへやというかもいえのなかにはある。それはだいどころである。なべや

ショッキはむかしからつかわれてきただろう。ケッキョクダイジなのは、だいどころと

ねどこではないか。だいどころでつくられるリョウリは、「ふるい」ノウがマンゾクする

だろう。タブン「ゲンシジン」もよろこぶはずだ。そうやって、「わたしというゲンシジ

ン」をマンゾクさせることはジュウヨウであるとおもう。

　

ヒャクジュウヨン

ものをもつとへやのなかにそれがたまっていく。ものをかいすぎるとうごけるハンイが

せまくなる。イチジわたしはホンをためていたが、よんだものはショブンするようにし

た。やはりかたづかないとこまるのである。どうすればいいか。リソウテキなのは、つか

うときだけホンがあることである。つかわないときはなくていい。どこかでかりられれ

ばいいが、トショカンにおいていないホンもある。テレビなんかもそうだ。みたいバン

グミだけみられればいい。テレビジュゾウキもいらないかもしれない。そういう「パー

ユーゼージ（つかうブンだけ）」にすれば、むだなものがふえないし、ベンリだとおもう。

　

ヒャクジュウゴ

　

タバコはからだにわるいという。サイキンはだからタバコをやめろという。わたしがお

もうにはそういうひとはクルマにのらないであるいてばっかりのひとなんだとおもう。

なぜなら、クルマはハイキガスをだす。だからそれもからだにわるいだろうからだ。ク

ルマにのりながら、「タバコをやめろ。」だったら、「あなたこそクルマをやめろ。」だ。ク
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ルマをやめてからそういうことをいってほしいとおもう。おたがいさまだとおもうので

ある。「まわりにいるひとのガイになる。」でも、「クルマはハイキガスをシャナイにださ

ない。」だ。やっぱりおたがいさまだとおもう。

　

ヒャクジュウロク

　

ショウワからヘイセイになってサンジュウネンちかくになる。それでもまだショウワジ

ダイからのブンカというかをひきついでいる。ショウワをダイヒョウするイッピンとは

なんだろう。テレビ（ジュゾウキ）なんかがそうではないかとおもう。イッカにイチダ

イとか、ひとりイチダイとかいわれた。ただ、わたしはあまりみないので、おおきなキ

カイをおこうとはかんがえていない。パソコンのキノウのイチブでいいというかんがえ

かただ。

ヘイセイのイッピンはなんだろう。ケイタイデンワか。いまでは、オンセイだけでなく、

データのやりとりもできるようになっている。パソコンもヘイセイにはいってフキュウ

した。どちらかといわれるとだが、わたしはパソコンのホウをつかうからパソコンだろ

うか。

　

ヒャクジュウなな

ヒコーキにのるとキナイショクがでてくる。サイキンはキナイショクがでないヒコーキ

もあるときくが、やっぱりたべたいとおもう。ゲンシジンをマンゾクさせたいからであ

る (●ヒャクジュウサン)。よく、ビーフオアフィッシュときかれた。わたしはビーフと

しかこたえたことはないが、どちらかえらべるのは、シュウキョウへのハイリョからも

いいのだろう。そういうセンタクにこたえていくとコセイがでる。はじめののみものも

えらべるし、ショクゴのイッパイもえらべる。それぞれふたつのセンタクシだと、ハチ

とおりのえらびかたができる。ムダかもしれないがそういうコセイをソンチョウすると

いうのもマナーなんだろう。ニホンでのショウヒコウドウも、センタクシのあるコセイ

テキなようにかわってきているともきく。コセイをソンチョウするとそうなるのだろう。

だから「コセイ」とはキナイショクのセンタクのしかたともいえる。キュウショクでそ

だつニホンジンにはわかりにくいかんがえかたかもしれない。

　

ヒャクジュウハチ

　

わたしがヨウチエンジのころに、オヤジがビデオデッキをかうのでついていった。その

ころはエーシャのかたと、ビーシャのかたというセンタクシがあった。エーシャのもの

はカセットがややちいさく、ビーシャのものはおおきかった。リョウハンテンで、オヤ

ジはあらかじめどちらかきめていたようだった。デンシブヒンのカイシャインだったか

ら、くわしかったのだろう。かたほうのかたは、いずれトウタされることになる。オヤ
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ジはそれがどちらかわかっていたのだろう。しかし、トウジのわたしにもわかるリユウ

があった。それは、ビーシャのかたのカセットをつかったビデオグラムがうっていたか

らである。いまのヨンジュウダイのダンセイにニンキがあったビデオサクヒンだ。だか

らそのビデオグラムみたさにビーシャのかたをシジしたとおもう。ビデオデッキとドウ

ジにそのビデオグラムをかってもらったかわすれたが、まぁやがてエーシャのかたはト

ウタされたようである。しかし、そのときかったビーシャのかたも、やがてひかりディ

スクにとってかわられる。しかしおもいでのビデオがあるので、ビーシャのかたのビデ

オデッキもとってある。

　

ヒャクジュウキュウ

　

サイキン、コンビニエンスストアのベントウをみると、みかけないものがある。それは

いわゆる、まくのうちベントウである。タブンつくれないことはないだろうから、あま

りうれないのでつくらないのだろう。さかながはいったベントウをみないということで

もある。たしかにさかな（すしはベツ）をだすテイショクやというのがへったようだか

ら、ベントウにもそのなみがおしよせてもおかしくない。サイキンのひとはさかなをた

べないのだろうか。

　

ヒャクニジュウ

　

なにかのしくみはそうそうかわるものではない。ビルもいちどたててしまえばそれはナ

ンジュウネンとのこる。だからそういうしくみに（たとえでいえば、たてものに）なれ

たホウがいいといえる。しかし、ああだったらいいとかは、だれしもがおもうことだろ

う。だから、ヘンコウがむずかしいたてものではなくて、カグなどにこったりする。カ

グもナンジュウネンともつが、とりかえることもできる。だからコウゾウシュギテキな

ひとばかりでなく、いえなどはあまりジユウにはできないが、キノウをジュウシするひ

ともでてくる（●イチ）。つまりあるもののコウゾウテキなメンでなくて、キノウテキな

メンをジュウシするひとだ。

トクにサイキンでは、テイカカクをジュウシするようなむきもある。コウゾウでなく、キ

ノウがダイジなんだけど、テイカカクなものをえらぶシコウである。だからやすいガイ

コクセイのセイヒンがみせにならぶようになる。わたしがわかかったころは、ヨーロッ

パのブランドにあこがれたというかキョウカンしたが、そういうものがたりてきなこと

より、「キノウ」を、「テイカカク」をというのがタイセイなのかもしれない。「キノウ」

がみたされればいい。そのうえ「テイカカク」なものがいいと。なにをえらぶかはその

ひとのジユウでしょうけど。

　

ヒャクニジュウイチ
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シカクいトシはケッコウあったようだが、まるいトシというのは、わたしはあまりしら

ない。トシのつくりのはなしである。まるいいえというのがそもそもむずかしいかもし

れない。それができないからトシもシカクくなるのだろう。しかし、まるいトシのホウ

が、トシのチュウシンからのキョリがキンイツになる。つまりエンのそとがわにむかっ

てジョウホウがトウソクドでつたわることがキタイできる。そういうトシのホウが、シ

カクいトシよりアンテイするのではないかともおもう。シカクいトシだとチョウテンの

ホウで、ジョウホウをうけとるのがおそくなるからだ。とはいえ、そんなことよりもトシ

のつくりやすさのホウがダイジだったのかもしれない。エンケイキョウギジョウなんか

があるから、フカノウではなかったろうが、まぁむずかしかったのかもしれない。チュ

ウシンからたかいカイソウジュンにならべれば、おさまりがよかったのではないかとお

もう。

　

ヒャクニジュウニ

　

へやのなかはハツメイヒンがつまっている。テレビだ、ステレオだなんだというはなし

だ。そういうものをかってきてはへやにおく。ベツのいいかたをすれば、テレビならエ

イゾウをみるキノウをそのへやにいるあなたのあたまにとりつけるようなものだ。ステ

レオならオンガクをきくキノウをだ。だから、だれかのへやをみれば、そのひとのあた

まのなかがわかる　

だろう。わたしのへやにはホンだなとガッキがある。だから、ホンをよみかきしたり、

オンガクをひいたりする。そういうキョウミがあるわけだ。そういうあたまのブンセキ

もおもしろいかもしれない。オヤジはわりとシンプルだった。ギジュツがさきか、もの

がさきかであるが、つかうギジュツをおぼえるまえに、おぼえたいアプリケーションを

インストールすればいいかもしれない。へやのなかにである。しかし、わたしがこども

のころ、つくえがへやにあったが、ほとんどつくえのまえにすわらなかった。やっぱり

キョウミとかもダイジなんだろう。

　

ヒャクニジュウサン

　

サイキン、オンガクをつくっていておもうのが、オンガクはロウドウリョクよりシキン

リョクではないかということだ。かなりのロウドウリョクをつかっても、ガッキがわる

かったら、いいオンガクにはならない。もっともサイキンだと、なまガッキのおとをシュ

ウロクしたプログラムをサッキョクなどでつかうから、よりいいおとのプログラムをそ

ろえれば、いいオンガクになるとおもう。たかいガッキをつかうようなものだ。そうす

ると、ロウドウリョクのメンもあるが、シキンにヨユウがないと、むずかしいとなる。だ

から、アーティストはレコードガイシャとつきあっているのだろう。いいおとでロクオ

ンするためである。
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でも、シィディのシジョウカカクが、まえにのべたように（●ハチジュウキュウ）ニヒャ

クゴジュウエンだとすれば、イチマンマイうれても、ニヒャクゴジュウマンエンだから、

ヒヨウだけでうりあげはなくなってしまうだろう。だからサンニュウするのはソウトウ

むずかしいとおもう（ダウンロードハンバイがみこみあるだろう。）。キュウジュウネンダ

イコウハンにうれたあるカシュは、カショウリョクとちょっとだけのガッキでナンビャ

クマンマイとうってしまった。あまりおかねをかけずにタクサンうれたのである（コウ

コクヒはのぞく。）。それはカクメイテキであるが、そういうジレイもある。でも、なか

なかむずかしいであろう。

　

ヒャクニジュウヨン

　

「シコウサクゴ」なんていうことばがある。タブンこのことばはあたらしいことばだ。タ

ブン、「トライアルアンドエラー」のホンヤクなのだろう。「シコウ」「サクゴ」じゃエン

ギがわるい。あまりいいことばでないというイミだ。ほかにもヤクしようがあったのだ

ろうが、チョクヤクしてしまったのだろう。とにかく、つづけるとおわりがわるい。ダイ

タイのゲキは、サイゴはめでたしめでたしとなるが、これだと、そのギャクである。もっ

ともヨンモジのキャクホンをかくのがむずかしいのはわかる。しかし、あとあじがわる

いのではしょうがない。あいだに「と」といれればまだよかったが、カンブンフウにし

たかったらしい。「および」とでもいれればよかったのではないか。でもまぁ「ロウドウ

とセイジュク」とでもヤクせばよかったかもしれない。

　

ヒャクニジュウゴ

　

サンジュウネンほどまえ、わたしは、はねだクウコウをリヨウしていた。いま、おもい

だしてみると、ニホンはシャカイシュギだったのではないかとおもう。なぜなら、「コウ

キュウヒン」があのクウコウにはなかったようなきがするからだ。サンゼンエンのコウ

キュウベントウもなかったし、ブランドもののなにかがうられていたともおぼえていな

い。そのかわりに、ショミンのたべもの「やきそば」やニホンジンがクフウしてちいさ

くなったブングなどがうられていた（あるときは、カードがたのボールペンがあった。）。

コクナイセンがおもとはいえ、かねもちもリヨウしそうだが、そんなかんじだったとお

もう。もっとも、いまはたてものがかわってしまったが、タショウコウキュウヒンをあ

つかうようになったのだろうか。「カクサ」とかいっているからあつかうようになったの

だろう。そうでなきゃ、まだ「シャカイシュギ」のままだ。もっとも「シャカイシュギ」

のいごこちのよさはあるだろう。ステーキをたべているひとのよこで、すうどんをたべ

なくてもよいのだ。そういうこともかんがえるから、「コセイ（●ヒャクジュウなな）」と

いうタンゴでごまかすかもしれない。シホンシュギだったらそういうしかない。
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ヒャクニジュウロク

　

さきの（●ヒャクジュウなな）「ビーフオアフィッシュ」のようにえらべるホウがいいの

か。ショウガッコウのキュウショクが、そうかわったとはきかない。えらべると「ジブン

で」えらんだというセキニンがでてくる。モチロン、それにどくがはいっていれば、テ

イキョウしたがわのセキニンがでてくる。しかし、キョクロンすると、「どく」がはいっ

ているものをたべたそのひとがわるいことになる。もっとも、からだにヘンチョウをき

たして、わるいばあいはしんでしまっているだろうから、ジブンでセキニンをとること

になる。テイキョウしたがわにできることはバイショウだ。

そうやって、ケッキョクジブンでセキニンをとることになるから、そういうえらべるブン

カのひとはヨウジンぶかいだろう（カタホウはフツウで、もうカタホウのリョウリにど

くがはいっているかもしれないから。）。それはテロジケンについてもいえる。なにかえ

らんだケッカがテロジケンにつながったとすれば、えらんだあなたがわるいとなる（ホ

ウリツによってハンニンはバッされるだろうが、しんでしまったらだれもいきかえらせ

てくれない。）。だからニホンでそういうギロンがでることはすくないだろうが、ウカツ

に「えらんで」はキケンなのだ。シャカイシュギはそのテンでわるくない（どくがはいっ

ていたら、ゼンインしんでしまうカノウセイはあるが。）。

ガッシュウコクセイのギュウニクをえらんだために、「シュウダンテキジエイケン」をみ

とめるホウコウにいっている。そのながれでいくと、やはり「えらんだ」セキニンがで

てくるはずだ。そういうカクゴもしなければいけないかもしれない。いやだったらえら

ばなきゃいいのだ（えらばなかったセキニンもあろうが。）。マテリアルのモンダイ（た

べもの）だから、ホントウの「コセイ（ジブンのイチブになるから。）」である。ボウエイ

テキドクリツより、ギュウニクをえらんだのだろう。

　

ヒャクニジュウなな

　

サイキン、ベントウにうめぼしがのっているのをみなくなった。ジュウネンはたべてい

ないとおもう。わざわざかってくるほどすきではないから、そういうことになる。もっ

といえば、わたしがちいさいころは、わたしはうめぼしがにがてだった。にがてでなく

きらいだった。やさしいおとなたちが、わたしの「コセイ（●ヒャクジュウなな）」をみ

とめてくれて、のこすこともできた。ちいさいころからわたしはそういうセンタク（●

アヒャクロク、●むキュウジュウイチ）をしていたとおもう。ギュウニクもそうだし、う

めぼしもそう。オレンジジュースもそうかもしれない。まくのうちベントウのさかなも

あまりすきではなかった。

いまおもうと、えらびなおしたくもある。にがてではなくなったからだ。オヤジがセン

ソウをケイケンしたセダイだからか、「いやならたべなくてよい。」とおしえられた。セ

ンソウやヒンコンをしらないセダイがいうとハクリョクがないが、オヤジのはセットク

リョクがあった。あとになって、わたしはそれらをたべるようになった。そうじゃない

とこまるからだ。
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しかし、いまうられているベントウをみて、それでよかったのかとおもう。しかし、こ

どもがキュウにおとなになるわけでないから、カンベンしてほしいとおもう。ジブンも

えらんだのだから、タニンがえらぶのもトウゼンであろう。

　

ヒャクニジュウハチ

　

さくあきにうえたブロッコリーがそだった。ふゆのあいだは、とりにねらわれながらも

なんとかそだっていた（●サンジュウロク）。しかしである。ちょっとみないうちに、は

ながさいてしまった。シュウカクのジキをみはからうというのもむずかしいのだなとお

もう。

　

ヒャクニジュウキュウ

　

しごとがおくれるとどうなるか。コキャクにおこられたり、ジョウシにおこられたりす

る。もっというと、そのリユウをセツメイしたり、ブンショをツイカしたりする。ケッ

キョクなにかといえば、「ブンショ」がヨテイよりながくなるだろう。シッパイについ

て、それはなぜおこったかとなる。きがつくとホンができているかもしれない。そのブン

ショをかくジカンがムダだから、セイサンセイもあがらない。だからできるひとは、し

ごとをおくらせないし、おくれたとしても、ながくモンドウしないだろう。「ノーエクス

キューズ。」というが、いいわけするだけジカンのムダというかんがえかただろう。ブン

ガクはながながとモンドウするだろうが。

　

ヒャクサンジュウ

　

しごとをカンタンにおわらせてしまうことはできる。しかし、カンタンにおわらせると、

「ラクしやがって。」とかいわれかねない。だからしょうがなくしごとをしているふりを

することがないか。そのジカンはムダなのだが、つきあいをかんがえるとしょうがなく

もある。ひょっとしたら、しごとができる、できないより、そのホウがダイジかもしれ

ない。しかし、ソレンはシッパイした。ココのジツリョクのモンダイもあるが、シュウ

ダンのセイサンセイもある。むずかしいモンダイだ。

　

ヒャクサンジュウイチ

　

なにかのしくみを「かねもち」や「ビンボウニン」にあわせるとどうなるか。あるものご

とのブンプはセイキブンプではかれることがある。カズをジョウゲにとったベルがたの

グラフである（ヘイキンがもっともおおい。）。ニホンだと、ガッコウのセイセキをその
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リクツをつかってはかる。ヘンサチというやつである。ベンキョウができるひとは、で

きるほどかずがすくなく、またできないホウも、できないほどかずがすくない。ヘイキ

ンからキョリをはかるとヘンサチである。

それなら「かねもち」や「ビンボウニン」にセイサクをあわせると、そのギャクのひと

たちからのキョリがおおきく、またヘイキンからのキョリもあるから、ソウタイとして

は「ムダ」がおおそうである。じゃあどうすればいいかというと、「ヘイキンテキなひと」

にあわせるとムダがすくなくなる。それでいいかはともかく、それならムダはすくない

のである。ニホンではルイシンカゼイといって、ビンボウなひとからはすくなく、かね

もちからはおおくゼイキンをとっているが、ヘイキンテキなゼイリツにすることもでき

るだろう。

セイヒンもヘイキンテキなねだんにすることもできる。しかし、ヒャクエンでショウヒ

ンをかえるみせがはやっているから、ヘイキンテキなねだんではだめなのかもしれない。

セイヒンも「ヘイキンテキ」なものをイッコタイリョウにつくるよりも、「ビンボウニン

むけ」と「ヘイキンテキなひとむけ」、「かねもちむけ」とつくるホウが、コウリツがよ

さそうだ。ベツにイチリツにするヒツヨウはない。しかし、「テイカカク」なものがうれ

るようなきがする。そういうのをシュクショウがたケイザイというのだろう。ジッサイ

のとりひきがそうであるかはともかく、だれかや、だれからのシンリには、そのコウゾ

ウがあるのである（●イチ）。カイキュウセイにしてしまえば、みっつのセイヒンをつく

ればいいが、ニホンではなかなかなじまないのだろうか。

　

ヒャクサンジュウニ

　

はたけでダイコンがそだった。あきにまいたたねからすこしずつおおきくなった。ダイ

コンのことは、はながさきたねができるのをみていたので、わたしはひととおりしって

いる（タクサンのシュウカクをあげるホウホウはしらない。）。あまりそだちすぎるとた

ねができてしまうので、ぬいてたべることにした。はっぱもたべられるからとコンカイ

はサラダにしてみた。センドがわるいとたべにくいが、ぬきたてだとおいしい。ゴマの

ドレッシングをつかった。ゴマのソースなんてよくかんがえたものだ。ホンタイのホウ

はおふくろがぬかづけにした。これもおいしい。シュンにはつぎからつぎへととれるの

で、ホゾンのきくリョウリのしかたがいい。サラダのほかには、コリアづけ（チョウセ

ンフウつけもの）にした。あさづけなどもできるだろうが、ちょっとつくってみたかっ

た。ホゾンもきくしおいしいとおもった。

　

ヒャクサンジュウサン

　

キャベツもおおきくなった。シハンされているようなケイジョウにかってになるのかと

おもったら、なかなかならない。たしかにあんなかたちでは、はっぱがタイヨウのひか

りをあびにくい。ひとつシュウカクしてゆでてみた。そのままでもたべられるが、とに
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かくあじがつよい。ノウヤクはつかっていないからそういうあじはしない。ただ、その

ままではたべにくくかんじた。ゆでて、おひたしといためものをつくった。ほかのなに

かというと、ホウレンソウのカンカクだろうか。たべごたえがあった。おふくろはかた

いという。でもキャベツのツゴウだからしょうがない。のこりはつけものにした。あじ

がつよいので、のざわなのカンカクだろうか。きざんでたべるといいようにおもった。

　

ヒャクサンジュウヨン

　

なにかをしたホウがよいが、しなかったらどうなるか。あのときああしていればよかっ

たなどとあとでおもう。しなければいけないことだと、しないばあいはあとでこまるこ

とになる。よくオヤジが、「（なにかをしなかったばあい、）こまるのはジブンだ。」といっ

ていた。だれかがたすけてくれるばあいもあるが、やっぱりジブンがこまるわけだ。ひ

とのさそいにのっていろいろなにかをすることはできるが、ジブンがしっかりしていな

いと、やっぱりこまるのはジブンなのである。

そういうジブンのハンダンができてくると、さそいをことわったりするようになる。

まぁ、「こまるのはジブン」だからしょうがない。だれかがこまってくれるわけではない

のである。そういうジブンをこまらせないいきかたをわたしがしだしたら、ともだちが

すくなくなった。そのまえはいじわるなともだちばかりだったとはおもわないが、こま

らないホウがいいからしょうがない。

　

ヒャクサンジュウゴ

　

ヒコーキのキナイで「ビーフ オアフィッシュ」ときかれる（●ヒャクジュウなな）。キナ

イショクのメニューをセンタクするためだ。ニホンではシュウキョウテキなリユウでな

にかをたべられないひとはすくないが、そういうばあいもあるから、センタクできたホ

ウがよい。ほかに「コーヒーオアティー」ときかれる。わたしはコーヒーばかりたのん

だ。いえではおチャとかむぎチャだったが、そういうエンがあって、ジブンでもかって

つくるようになった。あるレストランのコーヒーがおいしかったので、ジブンでもおい

しいのをつくりたいとおもったのだろう。いえにサイフォンがあったので、まめをひい

てつくったりするようになった。それまでは「シコウヒン」とよばれていた。

ハチジュウネンダイのニホンの（わたしはカイガイセイカツがながかったために、わた

しはこういういいかたをすることがある。）ジドウハンバイキなどでは、コーヒーはサン

メイガラテイドしかなかった。ほかにコーヒーギュウニュウがあった。モチロンキッサ

テンもあったが、ケッコウなねだんであった。このあとキュウジュウネンダイにはいっ

て、ジハンキでうられるコーヒーがふえたとキオクしている。なかにはおいしいのもあ

るから、ゆたかになったといえるだろうか。タイシュウむけのセイヒンになったかもし

れない。

ただ、きづくとわたしはコーヒーばかりのむようになっている。「コーヒーかコウチャ
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か。」ときかれて、「みず。」とこたえられなかったからかもしれない。そういうギャクテ

イアンをするのがたしなみかもしれないが、まぁ、むずかしかった。いまのガクセイな

んかも、「センタクシ」のなかからこたえるモンダイにならされているから、そういうヘ

ンカというのはつづくかもしれない。

　

ヒャクサンジュウロク

　

ショウワのころはパンやにやきそばパンとかコロッケパンがおかれていた。いまのパン

やは、おシャレなセイヨウフウのみせがおおいが、ジエイギョウのオヤジさんがやって

いたようなみせだ。そういうパンをみつけるとトウジをおもいだす。そのグザイのナイ

ヨウから、ニホンってくにはシッソだったのだなとおもう。だからといってゼイタクな

みせがないわけではなかった。またテイショクやもおおかったとおもう。そりゃにくが

はさまったパンがたべられるハンバーガーやがつよくなったのはうなずける。ヤサイば

かりでセイカツするのは、むずかしいからだ。

まえにもかいたが（●むヒャクロク）、わたしがコウコウセイのとき、そのシュルイのパ

ンばかりをたべていて（シィディをかいたかったからそうなった。）、ガクシュウイヨク

をなくした。いまおもえば、エイヨウブソクである。それでうまくセイカツできるひと

もいるだろうが、わたしにはむずかしかった。いまでもそういうショクジをつづけたら、

しごとができなくなる。センソウがあったときは、たべられればましだっただろう。し

かし、そういうタイケンをしていないセダイにとってはむずかしい。もっとも、エイヨ

ウブソクではまともなセンソウなどできないだろう。

　

ヒャクサンジュウなな

　

なぜかラーメンがワダイになったりする（●アハチジュウ）。カイガイにもシュッテン

しているときく。わたしがカイガイにいたころは、そのまちにラーメンやというのはほ

とんどなかった。あったのはゲンチのメンリョウリやだ。それと、ニホンリョウリやが

ジュッケンはあった。さしみやテンプラなどをだすみせである。いえではおふくろのつ

くるカテイリョウリだったが、たまにそういうみせにもショクジにいった。カツドンが

ゴヒャクエンくらいだったから、そんなにたかいわけではない。あじもわるくなかった。

さて、なぜラーメンか。たしかにたまにたべたいともおもう。しかし、なまえが「チュウ

カそば」とか「シナそば（シナのそばだからそういう。シナとはチュウゴクのことだ。）」

だったら、そうワダイにならなかったのではとおもう。なぜか、「アーメン」ににている

からである。そのことばはながネンいわれつづけているらしい。だからしたしみがわく

のではないだろうか。「ラーメン」くってりゃ、エンギがいいみたいなはなしである。

　

ヒャクサンジュウハチ
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「クラシックオンガクをきく。」という。わたしは、この「クラシック」というタンゴを

「コテンテキな」というイミとしてチュウガクセイのときにおぼえた（●ヒャクジュウ

ニ）。だが、いまかんがえてみると、どうもそういうことでないとおもう。「クラシック」

というつづりの「クラス」とは、シャカイテキなカイキュウをさしたりする。ジョウリュ

ウカイキュウというようなである。つまり「クラシックオンガク」とは、カクチョウた

かいオンガク、キゾクのオンガクというイミである。

だからそういうかんがえかた、カイキュウがあると、をあまりしないひとでも、ティシャ

ツをきてききにいかないのである。そういうひともいなくはないかもしれないが、その

ひとはかわりものであろう。ジツをいうと、わたしもわかいころ、ティシャツでききに

いってしまったことがある。だから、ガッコウでおぼえたこたえばかりがただしいとお

もっているとクロウする。そういうわけでなのか、ガッコウのエイゴのジュギョウがき

らいだった。ジブンでガクシュウするようになってからは、すきになったが。

　

ヒャクサンジュウキュウ

　

あるシソウについてデントウテキなタチバをとるひとを「ホシュ」といったりする。イッ

ポウ、カイカクテキなことをいうひとを「カクシン」とかいったりする。「リベラル」だ

と「ジユウ」のハセイだから「ジユウシュギ」か「ジュウナンな」であろう。その「ホ

シュ」テキなひとがキョクタンになってくるとどうなるか。「ああしなければならない。」

「～であるべきだ。」といいだす。ゴジブンのことをいうブンにはおおいにケッコウだが、

いくら、デントウテキにただしくても、ひとにくってかかってキョウヨウするようだと

こまる。そのひどいかんじの「ホシュ」をわたしは「ボシュ」という。ボシュはジブンが

いうことがただしいとおもい、ひとにシテキし、キョウヨウする「ボス」のようなタチ

イチだが、ザンネンながらジンボウはうすいのではないか。

　

ヒャクヨンジュウ

　

ことしはひさしぶりにむくどりが、うちのちかくにすをつくった（●アゴジュウシチ）。

ジュウネンまえはうちのとぶくろにすをつくったが、コンカイはどうもイチをトクテイ

できていない。ゴガツゲジュンからひながかえってなきはじめた。はじめはキカイテキ

にないていたが、あるテイドそだつと、カンジョウというかがそだつようである。なき

ごえにキョウジャクがでてきた。それにおやどりのなきごえにもハンノウするようであ

る。なかなかほほえましい。

　

ヒャクヨンジュウイチ
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きたチョウセンがどうのこうのといっている。ケイザイセイサイからブリョクセイサイ

もありうるジョウキョウになってきているようだ。きたチョウセンもむかしのニホンと

おなじように、セキユがきれたらおしまいである（●ななジュウイチ）。ニホンはセキユ

をもとめてナンシンしたが、きたチョウセンはどうするであろう。ちかそうなのはシベ

リアである。そこまでシンコウするてもあるだろうが、さむくてもうごくセンシャがで

きたとはきかないから、むずかしいだろう。まだそういううごきがみえないから、ケイ

ザイセイサイがあまりうまくいっていないかもしれない。いくらゲンバクがあったって、

あぶらがなけりゃはこべないのである。

　

ヒャクヨンジュウニ

　

「ソウシツされたいくとし（●アニヒャクニジュウロク）」みたいないいかたの「いくと

し」のブブンは、もうサンジュウネンくらいになるんだろう。それは、シャカイシュギ

シャからみたいいかたなのかもしれない。つまり「シャカイシュギシャカイ（●ヒャク

ニジュウゴ）」がうしなわれて「ナンネン」というようなである。たしかに、ニホンはソ

ボクなシャカイだったかもしれない。

カデンセイヒンの「サンシュのジンギ」、たしか、レイゾウコ、センタクキ、テレビでは

なかったか、などいわれるように、かうものや、くらしぶりがよこならびのシャカイだっ

たといわれる。しかし、ジユウにセンタクしだしたら、あるひとはステレオソウチをかっ

て、あるひとはボートをかって、あるひとはバイクをかうとなる。そうなるとよこならび

とはいわない。ロウドウシャとしてはよこならびかもしれないが、あのひとはセイシャ

イン、あのひとはハケンシャイン、あのひとはアルバイトとなれば、やはりよこならび

でない。そういうのがハチジュウネンダイおわりからケンチョになってきたという。

だからシャカイシュギが「ソウシツされたいくとし」なのであろう。シャカイシュギの

ホンザンのソレンもかわってしまった。でも、「ソウシツされた」ということは、また

フッカツ（する）というイをふくんでいる。それでいいのかはわからないが、どうやっ

てフッカツさせるのだろう。

　

ヒャクヨンジュウサン

　

シャカイシュギシャカイをおわらせたかったら、そのシャカイシュギシャカイのひとに

うまいものをくわせればいい。そのひとがそのうまいもののはなしをはじめると、その

シャカイでうわさになって、そういうものをたべたいというはなしになる。そういうも

のは、たかかったりするから、それをたべたひととたべていないひとのカクサができて

くる。それをカイショウしようとして、そのショクリョウをやすくしようとするかもし

れないが、それはザイセイテキなフタンになる。それがつづくと、セイフフサイがふく

らみ、やがてセイフはハタンする。そうするとモンダイのたべものをヨウゴするひとと、

シジしないひとにわかれて、シャカイシュギシャカイはホウカイする。
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キョウソウをドウニュウしようとか、しないでよいといいはじめる。ニホンのシャカイ

もハチジュウネンダイおわりの「ギュウニク」で、シャカイシュギがおわったのだろう。

だから、ジショウシャカイシュギシャがシンヨウできるかをみやぶるには、どんなもの

をたべているかをきくといい。タブンなまぐさじゃつとまらないはずだ。

　

ヒャクヨンジュウヨン

　

よくよくかんがえてみると、シュミをダイコウしてかせいでいるひとがいる。むしろそ

れがサンギョウになっていたりする。「エイガ」だったら、ジブンででかけてタイケン

するようなことを、エイゾウとオンセイのホウコクでうけとっていたりする。オンガク

だったら、ジブンでエンソウするわけではなく、だれかがかわりにひいて、そのホウコ

ク（シィディ）などをうけとったりする。

これらのばあい、「ホウコク（ディブイディやシィディ）」にエイゾウやオンガクをふき

こむひとがシュミをダイコウしている。シャシンならシャシンをとるひとがダイコウし

ているし、ホンもかくひとがしている。えならえをかくひとがダイコウしている。なぜ

そういうダイコウがおおいのか。ジブンでみにいったり、ひいたり、かいたりすればい

いが、タブン、いまのひとはジカンがないか、オウチャクなのだろう。ネンカンシュミ

にヒャクジカンかかるところをジュウジカンで、ヒャクジカンかかることをイチジカン

ですませようとするのだろう。それにサンゼンエンはらったホウがやすいのであろう。

ジュウキュウセイキおわりからニジュッセイキにかけてキロクギジュツがハッタツして、

そういうサービスがハッテンした。もっとすすむとひとはリョコウにいかなくなるかも

しれない。ホウコクをうければいいからだ。ジムかたをしているなら、カイシャにいかな

くてすむかもしれない。ホウコクとサギョウケッカをおくって、キュウリョウがふりこ

まれればいいからだ。ショウテンもいらなくなるかもしれない。ホウコクをうけて、し

なものがおくられればいいからだ。

　

ヒャクヨンジュウゴ

　

どうもタバコがきらわれている（●ヒャクジュウゴ）。ケンコウにわるいとされているか

らのようだ。しかし、けむりをだすものでもくるまはキンシしろとかいわない。タブン、

データをとれば、くるまもケンコウをガイするとでそうだ。なぜタバコがダメで、くるま

はよしなのか。タブン、タバコをやめろというひとは、くるまにのっていないにちがい

ない。そのくるまがだれかのケンコウをガイしてしまうからだ。そうじゃなければ、シ

イテキないやがらせだ。それならあなたもくるまにのることをやめてくださいといいた

い。おたがいさまだとおもう。それでもというなら、タバコドウヨウに、ジドウシャの

シャタイに、「あなたのジドウシャのリヨウで、なんにんかがハイガンになるカノウセイ

がたかまります。」とはるしかない。
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ヒャクヨンジュウロク

サンゴクシにでてくるリュウ（ビ）ショウグンには、カン（ウ）ショウグンというブカ

がいた。カンショウグンがチョウサというチイキをやぶったときに、ギ（エン）という

ショウグンがくだってきた。そのときにリュウショウグンのブカであるショカツ（リョ

ウ）ショウグンが「このものはムホンのソウがある。」といってきろうとした。しかし、

リュウショウグンは、「くだってきたショウをうつのはジンでない。」といい、たすけた。

ショカツショウグンは、そのばでギをいましめリュウショウグンのいうとおりにした。

やがてリュウショウグンがしに、そのタイシがショウグンになったとき、ショカツショ

ウグンはたびたびグンをひきいてガイセイした。

そのときギもショウグンとしてジンナイにいた。ショカツショウグンがビョウシしよう

とするとき、ほかのショウグンすすめで、ジュミョウがのびるいのりをすることにした。

なのかカンのいのりがサイゴのイチニチになったとき、テキがショカツショウグンの

ビョウジョウをしり、さぐりをいれにきた。それをしったギショウグンはショカツショ

ウグンのもとをおとずれ、いのりのためのひをけしてしまった。それでショカツショウ

グンはたおれてしまった。チョウサでギショウグンがくだったとき、ショカツショウグ

ンは、ギショウグンをきろうとしたが、リュウショウグンにとめられた。しかし、ケッ

カテキに、そのショカツショウグンはギショウグンにころされてしまうのである。ヒニ

クなケッカといわざるをえない。

ひとをわるくおもったら、そういうクウキがつたわり、フクシュウされてしまうかもし

れない。そんなフウにおもってしまう。だからサイバンカンというセンモンカがソンザ

イするのだともおもう。いまはシミンシャカイともいわれる。セイギをかたってウンド

ウするのもよいが、センモンカにまかせてしまうのもいいのではとおもう。

　

ヒャクヨンジュウなな

　

サンゴクシにでてくるショカツショウグンはショモツにつうじ、いろいろなセイヒンを

つくった。かれがしるしたホンのジスウはジュウマンジだという。いまにつたわってい

るのかわからないが、ひとつのジダイのダイイチニンシャがしるしたホンがたったジュ

ウマンジである。わたしもホンをかいているが、このイッサクでジュウマンジゼンゴだ。

すくないジカズでホンをしるすというのはむずかしい。やってみればわかるがソウトウ

なクロウだろう。ギャクにモーツァルトは、コウキョウキョクをたしかヨンジュウイッ

サクのこした。これもやってみればわかるが、サンジュップンテイドのながさのものを、

おとをジュウイジョウかさねて、ヨンジュウイッサクのこすのはむずかしい。わたしも

ガッソウキョクをヨンジュウイッサクつくったが、それぞれわずかサンプンテイドで、

おとかずもすくない。すごいひとはすごい。

　

ヒャクヨンジュウハチ
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ショカツショウグンが、ナンポウをヘイテイしたとき、あるかわがあれるとわたれない

といわれた。そのチホウのひとはかみに、ヨンジュウキュウニンのくびをまつれば、か

わはわたれるようになるという。ショカツショウグンは、それはどうかと、かわのかみ

に、ギュウバのにくをむぎのねりものにいれ、ひとのあたまのかたちにした「マントウ

（●アロクジュウヨン）」をつくり、かわのかみにそなえて、サイブンをよみあげて、か

わのおさまりをまった。やがてかわはわたれるようになり、フウシュウはあらたまった。

しかし、イッパンテキに、こうしたフウシュウをあらためるのはむずかしいだろう。レ

イコンをメイシンだとするゴウリシュギもあるが、いまになってもかみへのシンコウは

なくならない。メイシンだというひともいるだろうが、やはりそういうひとのこころは

なくならない。かえようとするなら、ショカツショウグンがしたように、カイゼンする

ようだろう。そうやってシンコウのかたちもかわっていくのだろう。ちなみに「マント

ウ」はニホンでは「マンジュウ」といわれている。にくがはいった「ニクマン」がゲンケ

イにちかいだろう。

　

ヒャクヨンジュウキュウ

　

つまらないとおもうことがある。つまらないとおもったら、ベツのことをすればいい。

「つまらない」がわからなくなったらタイヘンだ。「つまらない」なにかをずっとつづけ

てしまうことになる。モチロン、「つまらない」ことをつづけたホウがえらいかもしれな

いが、「たのしい」こともダイジだ。ダイタイそれはシジョウでハンダンされるから、シ

ジョウでのヒョウカをしっていれば、わかることともいえる。モチロン、カイホウテキな

シジョウではあるが。だからキセイカンワしたホウがいいかもしれない。「つまらない」

を「たのしい」にそこあげしてしまっていそうだからだ。はじめ、「つまらない」はあま

るだろうが、すぐに「つまらない」をシュトクするひとがでてくる。いつも「たのしん

で」いるひとからみれば、「つまらない」はジンセイのスパイスのようだ。

ヒャクゴジュウ

　

カイガイでのはなしだが、かわでセンタクしているのをみたことがある。しかし、とき

がたつにつれみかけなくなった。ウンコとかセンザイをながすようになったらむずかし

いだろう。センタクキをつかうのがゆたかか。カンキョウオセンでセンタクキをつかう

のでは、ゆたかとはいえないであろう。かわがきれいならかわでセンタクすればいいの

である。カンキョウがいいからできる。それはまずしいとはいえないのである。

　

　

　

ヒャクゴジュウイチ
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そばやでは「かけそば」というチュウモンができたりする。なぜ「かけ」なのか。タブ

ン、そばにつゆをかけるからだろう。かけうりをしているからではないとおもう。「じゃ、

つけといて。」といっても、「まってくれ。」だろう。ところが、どんぶりにさきにつゆを

いれるとどうなるか。そういうみせがふえたので、「つけめん」というのだろう。これも

「つけ」はきかないとおもう。

　

ヒャクゴジュウニ

　

ことしもやっぱりみずブソクのようだ（●ヒャクイチ）。かわのみずがすくなかったりす

る。それでまたサンカイイッカイホウ（ベンジョをサンカイにイッカイながす）をして

いる（●むヒャクジュウニ）。つゆだというのにあまりあめもふらない。ベンジョをドン

ドンながしていれば、やがてみずはなくなる。だからドリョクをしている。「ジブンジシ

ンをたすけるものをたすける。」という。ドリョクがヒツヨウなわけである。わたしのオ

ヤジも、（なにかをやらなければ）こまるのはジブンだといっていた（●ヒャクサンジュ

ウヨン）。かってによくなるというのはなかなかなさそうである。

　

ヒャクゴジュウサン

　

むくどりがすをつくって（●ヒャクヨンジュウ）、このまえすだっていった。ギターひい

ていたから、そのシュンカンはきづかなかった。ひながかえってからはちょっとやかま

しかったが、まぁよかった。ジュウネンぶりにうちのちかくにすができた。

　

ヒャクゴジュウヨン

　

サンビャクニジュッサイまでいきるホウホウがみつかった。ちょっとうさんくさいから

ヒャクロクジュッサイにしておこう。ヒャクロクジュッサイとはどういうことか。レイ

サイからヒャクロクジュッサイまでのみちのりをあるくのににている。つまりヒャクロ

クジュッサイブンうごくわけだ。もちろんサイボウなんかがうごくはやさをかえられる

わけではない。

「ジカンかけるはやさがみちのり」という。ジカンやはやさがニバイになれば、ニバイ

のみちのりをすすむことができる。だからバイソクでうごければ、ニバイいきるように

なる。それがコウリツカにもつかわれる。ここでの「コウリツカ」とはキギョウカツド

ウのである。だからガッコウでは「はやく」とせかされる。はやくできるホウがほめら

れる。しごとがはやければ、チンギンをすくなくしたり、しごとリョウをふやしたりで

きる。それはケイエイシャにとってわるくない。だから、ガッコウにニバイソクコース

をつくればよい。と『アルクカラカンガエル』（●ア ヒャクロクジュウイチ）でいった。

しかし、ソクドだけではない。ジカンをニバイにしてもニバイのみちのりをあるける。
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そのジカンとはなにか。ツウジョウはチキュウがイッカイまわってイチニチである。そ

のイチニチをバイにできるかというと、それはむずかしい。とけいのニジュウヨジカン

のあいだにニカイまわるということだからだ。それはいってみると、ガイブのモンダイ

だ。シゼンカガクテキなモンダイだ。ではそうでない「ジカン」とはなにか。ジブンが

イシキするまである。それをもっとこまかくすれば、どういうことかというと、コウツ

ウジコのシュンカンにゆっくりものがうごくようにみえるというぐあいにである。イチ

ビョウのあいだにニビョウブンのこまかさをもてばいいのである。コンピュータでいえ

ば、サンプリングをニバイすればいいということだ。ベツにそれはいそぐわけではない。

ただニビョウブンのしごとができそうというはなしである。

それができればツウジョウハチジュサイまでいきるところを、ヒャクロクジュッサイブ

ンいきるということができるだろう。ちなみにサンビャクニジュッキロのはやさですす

むくるまがあっても、それだとヒャクロクジュッキロにかんじてしまうが、それでおそ

いとおもうなら、ロッピャクヨンジュッキロでるくるまをつくればいい。

　

ヒャクゴジュウゴ

　

コウエンにいった。なんとなくそとへでて、きぶんテンカンをしようとおもった。ショ

ウテンにいってもよかったが、コウエンがあるのにきがついて（そのソンザイジタイは

まえからしっていた。）コウエンでやすむことにした。「コウエン」というのは、たしか

ヨーロッパジンのハツメイだったとおもう。いいハツメイは、そのゴをいきるひとをた

のしませる。メイジイコウにニホンにもドウニュウされたのだとおもう。わたしもちい

さなころリヨウした。ユウグがあるとこどもはそっちにいく。きがうえられているのも

トクチョウではないだろうか。

そういえばサイキンきをみているひとをみかけない。むかしはそういうおとながいたよ

うなきがするが、きづいたらわたしがそうなっていた。どんぐりのなるきだとおもうが、

なまえはわからない。わたしはそういうジョウホウにうといからである。それでもきを

みるブン、きにくわしいかもしれない。ジブンのドウセダイとはなしていて、きのはなし

になることがすくない。もっとうえのセダイだと、きについていろいろかたる。きをみ

たことがないわけではないだろうが、そういうはなしをしない。そんなわけだから、ニ

ホンが「カガクタイコク」なんていうと、うそだろとなる。そういうシゼンカガクにう

とそうだからである。たしかに、ものしりとかケンキュウシャはいる。しかし、そうい

うはなしをしないとなると、シゼンカガクのソヨウがないといえるだろう。

わたしもわかいころは、きというと「のぼれる」きと「のぼりにくい」きがあるくらい

のニンシキしかなかった。としがたつにつれすこしずつちがいがわかってきた。くだも

ののならないきはいらないか。ランボウなといであるが、やっぱりヒツヨウだろう。そ

ういうきがサンソをキョウキュウしてくれるからである。ニンゲンだってそうだ。キョ

クロンすると、ニサンカタンソをはきだして、ウンコをだしてりゃいいのだろう。でも

「シャカイ」ではあんまりそういうことをいわない。しごとをしなくちゃいけないとか、

そういうことをいう。
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むかしはたべていくためにはたらくといっていた。でもそれならノウギョウをすればよ

い。それならたべられるからだ。むかしはそうやっていただろう。しかし、いまはしご

と（ロウドウ）やなにかをコウカンしなければ、メシにありつけなかったりする。チョ

クセツたべものをつくればむだがないが（コウカンのサイのジカンのムダなど。）、どう

もそういう「ムダ」なことをするのがイッパンテキだ。もし、あなたがジカンをほしが

るならば、ノウギョウをするといい。コウカンのてまひまがはぶけるからだ。でもいま

のシャカイは、ムダなコウカンをしつつ、うまくやりましょうというのが、そのシソウ

なんだとおもう。

　

ヒャクゴジュウロク

　

コウカンをフクザツにしていくとムダがしょうじる。しかし、そのムダがベツのしごと

をうむ。わかりやすくいえば、しごとのあいだ、こどもをあずかってほしいとか、すぐ

にたべられるショクドウがほしいとかである。ショウニンはコウカンのサイのムダでた

べるためのおかねをかせぐ。そうこうしていると、じゃあ、こどもをあずかるとか、い

そいでごはんをつくりますというひとがでてくる。それをムダといって、おこるような

ひとはあまりいない。そういうムダでたべるひともいるのである。そういうムダのおお

いチイキをトシとよんだりする。そこにはそういうムダがあるからしごとがある。だか

らひとがあつまる。ニホンだったらトウキョウがサイたるものだ。とにかくひとがあつ

まっている。ムダはムダだが、それはひとをたすけるから、いいムダだとゲンダイジン

はいうのではないか。

ベツのムダもある。「ゼイキン」というやつである。これは、くにやカクジチタイにあつ

められ、そのジュウミンのためにつかわれる。でも、ダイジなのは、さきのシジョウに

おけるムダとドウヨウに、ひとにしごとをあたえることではないかとおもう。つまり、

チョクセツのコウムインではなくても、しごとがえられ、たべられるようなひとをふや

すというコウカがある。ふるくからはオウがそうやってコヨウをイジして、おさめるく

にをヘイワにしていたのだろう。センソウをしているオウのはなしばかりをきいている

と、なにをしてもいいひとみたいにおもってしまうが、ジッサイはそういうやくめをし

ているのだろう。

しかし、ムダをはぶいてしまえというひともいる。とりひきのチュウカンにはいってい

ただれかをはぶいてしまって、よりリエキをえたり、ショウヒンをやすくしたりという

やりかたである。それだとムダははぶかれて、トクテイのひとはリエキ、シュウエキや

ねだんのやすさをえられるが、あいだにはいっていたひとは、しごとがへるかうしなっ

てしまう。それでいいのかというモンダイがある。

シャカイのアンテイをまもろうとしたら、ほどほどにしたホウがいいかもしれない。か

ねをふやすことをモクヒョウにしているひとがいるから、そういうムダをはぶいたりす

ることがショウレイされたりもする。ニホンでは「はげたか」とよばれ、あまりヒョウ

バンはよくなかったが、そういうひともいる。なにはともあれ、そういうムダもやくに

たっているわけだ。
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ヒャクゴジュウなな

　

イッカゲツのショクヒがジュウマンエンのひとと、イチマンエンのひとがいるとする。

いまのニホンではジュウマンエンだせば、ケッコウいいショクジができるだろう。しか

しイチマンエンではジュウブンなエイヨウはとりづらい。ひとは、そのひとを「ビンボ

ウ」とよぶかもしれない。そういう「カクサ」がたまにモンダイになる。カクサがあっ

てもいいというひともいるし、へらしたホウがいいというひともいる。へらすとしたら、

どうすればへるか。

ショクヒがつきにイチマンエンのひとが、ジュウマンエンのひとのショクジをつくれば

いいだろう。ショクヒがつきにジュウマンエンのひとなら、ショクヒにジュウマンエン

かけられるわけだから、イチマンエンのひとはジュウマンエンうけとって、ゴマンエン

ブンなり、ハチマンエンブンなりザイリョウをかい、ショクヒがジュウマンエンのひと

にショクジをだせばいい。うまくいけば、ショクヒがジュウマンエンのひとはマンゾク

だし、もともとショクヒがイチマンエンのひとは、ゴマンエンなり、ニマンエンなりを

かせげる。すると、もとはイチマンエンのショクヒのひとはロクマンエンなりサンマン

エンなりをショクヒにかけられることになる。そうするとカクサもへるし、シャカイも

ゆたかになるのではないか。

それをジッセンしていたりするのが、イミンなどのリョウリやである。チュウカリョウ

リはニンキがあるらしい。そういうチュウゴクジンのチエはただしいとおもう。「チュウ

ゴクジンのチエ」としたが、かならずしもチュウゴクジンだけのものではないとおもう。

タンジュンにいえばそのくにのショクタクをみれば、そのくにのケイザリョクがわかる

のである。ニホンはななジュウニネンまえのハイセンから「フッコウ」したというが、ホ

ントウにショクタクがフッコウしているかといえばうたがわしい。オウベイフウのショ

クリョウなどで、あなうめされているようなきがするからだ（それはかならずしもわる

いことではないが。）。デントウテキなニホンショクがあまりみられないきがする。それ

もセンギョウシュフがカツヤクしていたジダイには（ダンカイのセダイくらいまでだろ

うか。）、デントウテキなショクがまもられていただろうが（それもさきのかんがえかた

とおなじである。）、そのあとのセダイのともばたらきカによって、ショクブンカがヘン

ヨウしているとおもわれる。フッコウは、ダンカイのセダイくらいまではセイコウして

いたが、いまはザセツしているようなきがする。いいものをとりいれたといえばきこえ

はいいが、ほんもののニホンショクがみられなくなるのはちょっとかなしい。

　

ヒャクジュウハチ

　

こめぐにとかいて「ベイコク」とよむ。なぜガッシュウコクで、「こめ」なのかともおも

うが、よくよくかんがえてみれば、「アメリカ」というのをカンジにして、そのニバンメ

につかうモジがそうだからにちがいない。なぜ「アコク」にしないかというと、ほかにも
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「ア」のつくくにがあるからだろう。そんなこんなで「ベイコク」がテイチャクした。そ

れがあってか、こめをつくるようにもなったときいた。チュウゴクでは、そのニバンメ

のモジを「うつくしい」とかく。どちらがいいかはわからないが、まぁカンジのホンケ

ではそうかく。チュウカケンではニホンフウのことをニッシキとかいてクベツする。カ

レーだったら、ニッシキカレーという。まぁ、そういうちがいがあることをつきあうな

らわかっていなければならない。

　

ヒャクゴジュウキュウ

　

メイジキのホンをよんでいると、「イダイな」、「ブンメイコク」になりたいというキジュ

ツがみえた。また、ジョウダンだったか、ホンキだったかはわからないが、「タイリク

（チュウゴク）のチュウシン（タブンチョウアンかラクヨウだろう。）にみやこをおきた

い。」というキジュツがあった。それをみて、トウジのひとのイチブはチュウゴクをシ

ンリャクしたかったのだとおもった。ケッキョクそのこころみはジッコウにうつされ、

シッパイしたわけだが。

たしかにトウジは、ショクミンチをもつのがはやっていたジダイだ。ニホンはケイザイ

フウサをかけられ、タイオウベイのカイセンにふみきったが、そういうシソウのジッコ

ウはまずかっただろう。たしかに、センゴアジアのオウベイのショクミンチをカイホウ

するきっかけをつくったが、やはりイッポウでモンダイがあった。だからチュウゴクジ

ンはときおりケイコクするのであろう。センソウをしていれば、ひとがヒヘイする。そ

れはよくレキシにかかれることである。

　

ヒャクロクジュウ

　

ドウブツ、ショクブツとシュルイがあるが、「ニンゲン」はかわったことをしたりする。

それは、だれかからかりたおかねがかえせなくてジサツしたり、ニンゲンカンケイをく

に、デンシャにとびこんだりというコウドウである。わたしにいわせれば、これは「ニ

ンゲンビョウ」である。ほかのドウブツではあまりきかない。そうやって「ジサツ」す

るとほかの、というかリガイカンケイシャがシカタないとおもうのだろう。そういうか

んじで「ジサツ」がビカされたりする。これはオウベイではよしとされず、またチュウ

ゴクでも、「シタイにむちをうつ。」というくらいだから、そうはならない。サイバンで

「チョウエキニヒャクネン。」なんてハンケツをだすくにもある。じゃそれは「ニホンジ

ンビョウ」じゃないかといわれるかもしれないが、そういうことじゃない。もっとひろ

いハンイのことをいう。たとえば、ベンジョをつかったら、みずでながさなければなら

ないというのもニンゲンビョウだろう。ケッコウかぞえればあるはずだ。たまにはそう

いうニンゲンビョウからはなれるのもいいかもしれない。タブン、あたらしいノウのモ

ンダイなんだろう（●ヒャクジュウサン）。
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ヒャクロクジュウイチ

　

ゲンダイはシュウキョウがスイタイしたといわれる。それでもシンコウをもっているひ

とはおおいし、シュウキョウがさかんなチイキもある。ニホンではセンゴにスイタイし

たといわれる。シュウキョウにはおしえがある。カイリツがあったりもする。それをジッ

センしていたのがシンコウシャだろう。

しかし、そういうのがはやらなくなったのはなぜだろう。ジユウになったのかもしれな

い。あなたがシンコウするのはカッテだけど、わたしはしない。というぐあいにである。

ケッコンもジユウになったわけだから、そういうジユウが、おしえにとってかわったの

かもしれない。たしかに、「ジユウ」が、めざすべきリソウだとすれば、それはシュウ

キョウタイリツをおこさない。あなたのジユウはみとめるし、わたしのジユウもみとめ

られるとなる。なのにもかかわらず、ケンカしてしまったらジユウでない。それぞれの

ジユウをみとめていないことになるからだ。しかし、ジユウをそれほどみとめられるの

かというモンダイはある。やっぱりどこかでケンカしてしまったりするだろうから。ま

た、ジユウならケッコンするヒツヨウもない。テキトウに、あいてをとりかえてもよい、

つきあえばいいのだ。「フウフベッセイ」とかいっているから、そっちのホウにすすんで

いるんだろう。とはいえ、カゲキなジユウシュギシャにであったことはないのだが。

　

ヒャクロクジュウニ

　

むしがわたしのコップのなかにはいっていた。キュウシュツしてみたが、どうもフッカ

ツするきざしがない。スイシ、イチである。なぜ、むしがコップのなかにはいるか。ニ

ンゲンをみればわかる。きもちいいだろうとおもって、かわやプールにはいるのである。

むしだってそうなのだろう。しかし、ときにジコがおこる。ニンゲンだっておぼれるの

だ。むしにしたってそうなのだろう。このなつはヨンケンぐらいキュウシュツした。ザ

ンネンながら、イッケンをのぞいて「デキシ」である。

ヒャクロクジュウサン

　

わたしがちいさいころは、「かや」というものがあった（●サンジュウなな）。いまでも

あるだろうが、あまりみない。へやのサイズのあみをうえ、サユウ、ゼンコウメンには

り、むしのシンニュウをふせぐというものである。そのなかにはいっていれば、むしに

さされないというわけだ。それをつかっていたころにくらべて、いまのいえは、あみど

がしっかりしてきているのだろう。カクサシャカイがすすんださまもそれににているか

もしれない。かねもちがヨウサイみたいなまちにすんで、ビンボウニンは、はいれない

というさまだ。「かやのそと」ということばは、そういうばあいにいう。サイキンはあま

りきかないが。
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ヒャクロクジュウヨン

　

ことしもみずぶそくだった（●ヒャクゴジュウニ）。セイカクにいうと、ハチガツまでみ

ずブソクであっただ。ただ、ハチガツにあめがよくふったので、シンコクなジタイには

ならなかった。めぐまれているのだろう。それがなかったら、トウキョウはサバクカで

ある。みずがすくなく、ショクブツがすくないチイキをサバクとよぶ。そのサバクであ

る。そういうダイメイのうたもあったが、そのモジどおりのはなしである。

あめがふる（みずがホウフにある）からショクブツがタクサンそだつのか、ショクブツ

がタクサンあるから、あめがよくふるのかわからない。どっちもあるというところだろ

う。そうかんがえられるのなら、タクチにするために、はたけをやめるというのはひか

えたホウがいいとおもう。はたけのショクブツがみずをよんでくるかもしれないのだ。

わたしはロサンゼルスにいったことがあるが、まちがほこりっぽかった。サバクにつくっ

たまちだからのようだ。それでも、みどりをうえていたりするからたいしたものだ。ト

ウキョウが「サバクカ」すればセイカツにこまるから、ほかへイジュウするひとがふえ、

チカがさがるだろう。にもかかわらず、ビルをたてている。あまりシンコクさがないよ

うだ。

　

ヒャロクジュウゴ

　

あるよるにカナブンがあみどのすきまをかいくぐり、へやにはいってきた。えらいいき

おいでとんでまわる。ホカクして、そとににがしてやろうとおもったが、あまりにはや

いので、ジカイにすることにした。ヤセイというのはそんなものかもしれない。そんな

におおきくないむしだが、ヤセイみがある。それとチエくらべをやったって、ジッサイ

にわたしがうごかなければならないわけだから、そうカンタンにケッチャクはつかない。

ソンシのヘイホウにも、いきおいがさかんなテキとはたたかわないというのがあったか

とおもう。イチニチたってもいきおいはさかんで、ふつかたってホカクした。たまにヤ

セイをみるというのもいい。

　

ヒャクロクジュウロク

　

サイキンはジョセイで「マルマルこ」と「こ」がつくなまえがすくなくなっているとおも

う。わたしのセダイぐらいでもめずらしかったかもしれない。なるほど、それならこど

もも少なくなるわけだといえないか。「こ」がすくないわけでしょと。こどもがすくなく

なったから、「こ」のつくなまえがへったのか。「こ」のつくなまえがへったから、こと

もがへったのかはよくわからない。でも、そこそこソウカン（ヒレイ）しているでしょ

と。なかなかつけづらいのかもしれないですね。でも、ヨンジュウネンまえにそういう

ことがわかったということですから。「ダイサンジベビーブーム」はおきないと。キタイ

していたむきもあるみたいだけど。
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ヒャクロクジュウなな

　

「コスト」をへらす。というとコウテイテキにとらえるひとがおおいのではないか。たと

えば、ネンピのよいくるまをかって、ガソリンイチリッターあたりジュッキロはしると

ころを、ニジュッキロはしるようになり、ネンリョウコストをニブンのイチ、ジュッキロ

あたりヒャクニジュウエンへらしましたと。カイシャでもコテイヒをへらして、ネンカ

ンナンゼンマンエンヒヨウをへらしたとかいう。でも、それにイをとなえるひとはあま

りいない。タイテイ、それをきいたひとはよかったですねとか、うちもみならわなきゃ

だろう。

しかし、そのコストは、ホントウにへるものなのか。さきのくるまでいうと、サクゲン

されたイチリッターあたりヒャクニジュウエンのもと「コスト」はどこへいくのか。そ

れはくるまホンタイのねだんにいくというのがひとつのこたえだろう。つまり、ショウ

エネブヒンをつかっているために、まえにのっていたくるまよりハチジュウマンエンた

かいとか。カップラーメンがテイカニヒャクエンのところ、ヒャクエンでうっていたら、

かうほうのコストはヒャクエンへるがそのもとコストはどこへいくのか。メーカーがフ

タンしているかもしれないし、こうりテンがフタンしているかもしれない。

つまり、ひとつのカンテンからは「コスト」はへらせるのだが、そのもと「コスト」ジ

タイはなくなるものではないということだ。だから、だれかがコストカットしたという

ときには、ほかのだれかにコストがイテンしたということだ。キュウジュウネンダイの

ギンコウのフリョウサイケンモンダイでいえば、ギンコウの「あかじ」というコストは、

イチジテキにせよ、すべてゼイキンでまかなわれた。つまりコストがノウゼイシャのホ

ウにイテンしたのである。あとでかえされたらしいが、そうやってコストをすててしま

え、コストカットしたもとコストをそとにやってしまえというかんがえかただと、むか

しのヨーロッパのデンセンビョウのはなしににているだろう。トシのジュウミンはフン

ニョウをジブンのへやのそとへほうりだした。みながそうするから、とうとうデンセン

ビョウがハッセイしたというわけだ。だからコストのもっていきさきにはきをつけなけ

ればならない。

　

ヒャクロクジュウハチ

　

「コウトウキョウイクムショウカ」なんていっているけど、それはどうなのか。まぁ、ひ

まになったらあそびにいけるということもできるかもしれない。しかし、おとなのあそ

びにかねをだすとはおもえない。なぜギモンにおもうのか。それはわたしがコウコウセ

イのころからおもっていたかもしれないテーマである。

わたしがコウコウセイをしていたころ、わたしはスウガクのジュギョウがすきではな

かった。いまでもそうだが、ジッサイテキなモンダイでないと、ときづらいのである。カ

クウのはなしをするというのはいまでもにがてかもしれない。だから、モンダイをジッ
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サイテキなモンダイにおきかえておいていた。それはジカンがかかるからジカンがたり

なくなる。それでいいテンはとれなかった。わたしはトクにドリョクもせずにコウコウ

へはいったから、そのやりかたをつづけるか、ドリョクをするかのセンタクシがあった

とおもう。しかし、「やくにたつのか。」というといがずっとホジされ、したがって、そ

のセンタクすらしなかった。

その「やくにたつのか」というといをいまかんがえると、「やくにたたない。」といえるか

もしれない。なぜか。コンピュータがあるのである。ダイガクのときにトウケイで、セン

ヨウのソフトウェアをつかったことがある。それだと、スウシキをしらずとも、ジドウ

テキにもとめたことのこたえがでる。それもシュンカンテキに。イッポウ、ヒョウケイ

サンソフトにデータとスウシキをニュウリュクして、こたえをだすこともできる。やっ

ぱりコンピュータをつかうのだが、ジンリキでケイサンするよりはやい。つまり、その

てのケイサンはコンピュータがやってくれるかもしれないのである。しかもコンピュー

タのホウがはやい。コウコウセイのころのわたしは、そのことがなんとなくわかってい

たのかもしれない。たしかにあるスウシキなどをしっていたホウがいいかもしれないが、

それだけではしごとにならない。しごとにしたいのだったらコンピュータよりユウシュ

ウじゃなきゃいけない。だから、コウコウセイなりダイガクセイがスウガクをまなぶの

はヒテイしない。しかし、それだけではコンピュータにかてない。つまりしごとになら

ないのである。だから、まなばなくてもいいのかもしれない。そのジカンをほかのしご

とのやくにたたせればとおもう。

そういうわけで、コウトウキョウイクのムショウカはギモンなのである。うがったみか

たをすれば、コウトウキョウイクにカチがなくなったというセンゲンなのかもしれない。

いまはエーアイ（ジンコウチノウ）がハッタツしているから、コクゴ（コクゴはタイセ

ツだが）やシャカイ、エイゴ、セイブツ、カガクなんかもエーアイにかてるようなセイ

トをハイシュツできないのではないか。ハイシュツできたとしてもほんのわずかだろう。

ほんのわずかなひとのために、ガッコウがあるのはかまわないが、ほかのセイトはどう

するということになる。おかねがあれば、あそぶつもりでコウコウ、ダイガクとすすん

でもいいかもしれない。しかし、そこでまなんだことは、やくにたたないというジカク

がダイジである。まぁ、キョウシのテンショクさきのメンドウもあるから、とりあえず

ゼイキンをつかって、コヨウはメンドウをみましょうということかもしれない。ナイヨ

ウはやくにたたないが、カダイにむかうシセイはダイジだとホソクしておく。

　

ヒャクロクジュウキュウ

　

ショクドウでたべて、すくなくカンジョウをすませると、「おキャクさん、たりないです

よ。」とおいかけられる。にげきってしまうホウホウもあるが、タブン、そのみせにはそ

のゴいけなくなる。ばあいによってはタイホされる。ジュウロクセイキのおだのぶなが

コウはベツにくいにげしたわけではない。ただなにかにモンダイがあったんだろう。テ

ンカトウイツをまえにムホンにあい、ボッすることになった。ブツモンのイチブへのダ

ンアツがまずかったのか、カシンへのキュウリョウのしはらいがわるかったのかわから
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ないが（ここではなにかの「しはらい」とかんがえる。タシャへのケイアイなども、こ

こでは「しはらい」だ。）、なにかへのしはらいがわるかったのではないかとスイソクす

る。しはらいがわるいとさきのようにおいかけられるし、タイホされることがある。あ

まりいのちをとられることはないとおもうが、そういうこともある。ムチャなセイキュ

ウをされてというモンダイもあるが、やっぱりしはらいがたりなかったのだろう。おお

きなしごとをするなら、フツウのしごとでもそうだが、しはらいがきちんとしていなけ

れば、シッパイすることがある。だから、のぶながコウのキョウクンとして、しはらい

をきちんとするようにきをつけたホウがいい。

　

ヒャクななジュウ

　

わたしのわかいころは、ウンドウをしてタイリョクがあったからか、メシよりほかのな

にかをユウセンさせたりしていた。とはいっても、せいぜいシィディをかってきてオン

ガクをきくとか、ガッキをひくとかそんなもんだ（●ヒャクサンジュウロク）。ユウセン

ジュンイでメシはひくいジュンイだった。だから、あさゴハンをたべなかったりした。そ

うしているとセイセキなり、ギョウセキがおちた。だから、よりがんばろうと、メシを

あとまわしにするのだが、ギョウセキはあがらない。あるときはうごけなくなった。

サイキンになって、メシはダイジだとおもうようになったが、そんなシッタイがあった。

「ブシのたかヨウジ」というけど、いくさのときはくわなきゃたたかえないでしょとおも

う。そういうわけで、メシをジュウシするようになった。あたらしいノウがかんがえるこ

とよりも、ふるいノウがかんがえることのホウが、キソテキなんだろう（●ヒャクジュ

ウサン）。ジブンという「ゲンシジン」をよろこばせるにかぎる。

　

ヒャクななジュウイチ

　

おかねがなくてもなんとかなることがある。クフウしだいでなんとかなるというはなし

である。どこかで「チューハイ」をのむとサンビャクエンとかとられる。カンにはいっ

ているものにしてもヒャクゴジュウエンとかかかる。もっとやすくのみたい。それなら、

チューハイハイにすればいい。タンジュンにいうと「チューハイ」のみずわりである。モ

チロン、ほんもののチューハイハイは、タンサンスイでわるだろう。しかし、これをの

みやでやるのはスイショウしない。トラブルになるカノウセイがあるからである。

　

ヒャクななジュウニ

　

パソコンはシダイにあつかうジョウホウリョウがふえた。ニジュウネンまえはメモリが

ロクジュウヨンメガバイトで、ハードディスクがロクギガバイトだったりした。しかし、

いまはメモリがハチギガバイトで、ハードディスクがゴヒャクギガバイトとヒャクバイ

68



ちかいヨウリョウになっている。それでなにがかわったかというと、ジョウホウのきめ

こまかさがふえたり、ショリにかかるジョウホウリョウがふえたりということだ。

それできれいなガゾウがみられたり、きめこまかいオンガクをきけたりはケッコウだが、

ジンリキでそれらの「フゴウ」をよみとくことはコンナンなので、キカイだよりとなる。

タクサンのジョウホウショリをするとなれば、そのぶんだけデンキをつかうわけだから、

「ショウエネ」とはいえない。それなら「ショウエネ」パソコンとかあってもいいわけ

だ。はなしはかわるが、このまえはじめてジツブツの「ショウエネスーツ」をみた（「み

た」といっても、だれかがきているところでない。）。そでのところがみごとに「ショウ

エネ」されて、なつもすずしそうだった。よくかんがえたが、テイチャクしなかったも

のである。

　

ヒャクななジュウサン

　

わたしがちいさいころ、テレビゲームキであそんだ。はじめのころはどうもニジュウヨ

ンキロバイトだ、サンジュウニキロバイトのメモリ（リードオンリー）をつかっていた

らしいが、ニ、サンネンたつとロクジュウヨンキロバイトだ、ヒャクニジュウハチキロ

バイトのメモリになり、ニヒャクゴジュウロクキロバイト、ゴヒャクジュウニキロバイ

ト、イチメガバイトとヨウリョウがおおきくなった。

そのころには、シィディがハツバイされていたようだ。ヨウリョウだけみればそのシィ

ディのホウがアットウテキだ（ななヒャクメガバイト）。そのゴシィディはパソコンヨウ

のキロクブヒンとしてもちいられる。だからそのジキに（ドラゴンクエストニがでたこ

ろぐらい）、シィディであそぶゲームキができれば、ながくつづくゲームキができていた

かもしれない。しかし、ゲンジツには「フロッピーディスク」みたいなディスクをつかっ

たゲームきができた。それだとイチメガほどだ。つまりジダイおくれのヨウリョウのも

のだ。だからしくみ（ゲームをかきかえるキノウがあった。）はよかったが、それほどう

れなかっただろう。

いまふりかえると、それはニホンのハンドウタイサンギョウのハッタツのレキシである。

ニジュウヨンキロバイトのメモリから、ニメガバイトのメモリとスウネンでヨウリョウ

をふやしたのである。パソコンのメモリでは、ややあたらしくなるが、ニジュウネンかけ

て、ロクジュウヨンメガからハチギガバイトのメモリにかわっていった。そのはやさを

かんがえると、ニホンのキギョウがどれだけちからをいれていたかわかる（いまのパソ

コンのメモリは、あまりニホンキギョウはつくっていない（つくっていても、「シェア」

がちいさいといったホウがいいかもしれない）。つまり、トウジのこどもがかいささえて

いたのだ。テレビゲームがコクナイでダイリュウコウしたからだ。

いまは、ディブイディなどをつかってあそぶゲームキをつくってもジダイおくれであろ

う。サイシンのディスクなら、ヒャクギガバイトブンつかえるから、まだダイジョウブ

かもしれない。しかし、いまはヒャクニジュウハチギガバイトのメモリがでているよう

だから、それがフキュウすると、メモリのかちである。しかしやっぱり、だれがかいさ

さえるかがハッテンのジョウケンであろう。パソコンにつかえるさしこみがたのメモリ
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はベンリだ（あまりケイタイデンワでつかうひとはすくないようだが）。それとケイタイ

デンワにつかわれるメモリとのフタツがとりあえずハッテンするんだろう。

　

ヒャクななジュウヨン

　

わたしのわかいころは、からだをきたえていたので、なんでもできるとおもっていた。

モチロン、うまい、へたはあっただろうが。しかし、ウンドウをせずとしがたったから

か、「なんでもできる。」とおもわなくなった。だから、あまりつかわないものをかって

もしょうがないとおもうようになった。また、ジカンはわたしにとってユウゲンだから、

ダイジなことをダイジにしようとおもうようになった。ジユウなんだけど、ジユウじゃ

ないというわけである。

いまおもえば「ジブンさがし（●ヒャクサン）」ブームは、ただわかものがケンコウだっ

ただけじゃないかというきがする。なんでもできるから、「ジブンさがし」だったのだろ

う。しかし、そうジユウでも、「かね」がなけりゃできないこともある。だから、かれら

がめぐまれたセダイだったということもできるだろう。そういうわかものは、すくなく

なってきているのではないだろうか。

　

ヒャクななジュウゴ

『アルクカラカンガエル』で、「にが」のことをかいた（●ヒャクヨン）。あるショクブツ

にわたしがカッテにつけたなまえである。それをみずにいれて、そのヨウエキをのむ。

ハッコウさせることもできる。「ハッコウ」というより「サンカ」かもしれない。「トウ

キ」をつかうとハッコウするとかいたが、ベツのジョウケンでジッケンしてみると、ミッ

プウしたトウキではサンカしなかった。そういうことだから、トウキをつかえば、ハッ

コウするというのはまちがいだ。タブン、ふたをしなかったからだろう。

　

ヒャクななジュウロク

　

キュウジュウネンダイに、ドヨウビをやすみにするというセイサクがおこなわれた。「セ

イショ」のキジュツにあるように、かみさまがシュウにムイカはたらいたのに、なんで

ニンゲンはイツカしかはたらかなくていいのかとおもう（●ヨンジュウなな）。ニホンジ

ンは、はたらきすぎだとシテキをうけたともきいた。でも、そういいかえせなかったの

だろうか。そうするとつとめにんは、そのひとのジカンができる。そのジカンをどうす

ごすか。あそびにいったりすれば、かねをつかう。それを「ショウヒ」とよぶのではな

いか。つまり、ニホンジンにショウヒをしてもらうというコンタンだったかもしれない。

はたらいていれば、かねをつかわないし、むしろ、キュウリョウをもらえる。しかし、ジ

ブンのジカンがあると、あそんだりで「ショウヒ」したりしてしまう。

そのころから、「ジブンさがし（●ヒャクナナジュウヨン）」などいわれはじめたかもし
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れない。つまり、「ジブン」のジカンがふえたからだ。どうせ「ショウヒ」するだけかも

しれない。いってみれば、ジブンのジカンができて、「ショウヒ」をハッケンするのだ。

しかし、ショウヒをするのが「ジブン」だとはかんがえにくい。まるでやくたたずみた

いだからだ。だからナンコウする。「ニホンはナイジュをふやせ。」といわれていたよう

だから、まぁ、それでナイジュはふえたのだろう。しかし、そのころをキテンに「ソウ

シツされたいくとし（●ヒャクヨンジュウニ）」のようにいわれるのではないか。キンム

ジカンがタショウ「ソウシツされた」のだ。わたしはいまになって、それがわかった。

しかし、ほかのセンシンコクでは、「ショウヒ」ばかりをしているのだろうか。そうでは

ないとおもう。かしこく「ウンヨウ」しているのではないかとおもう。シュウキュウふつ

かになってから、「シサンウンヨウ」のはなしをきいた。もっとも、ニホンジンは「バブ

ル」でこりていたかもしれないが、コンピュータのハッタツにより、ジタクでやりとり

できるようにもなってきた。そういう「あそび」のホウがいいのかもしれない。ネンキン

をジブンでウンヨウするガッシュウコクのひとは、そういうジカンをとっているのでは

ないか。はたらきすぎると、おこられるジダイである。かしこく「あそび」たいものだ。

　

ヒャクななジュウなな

　

まじめになにかをするということはいいことだ。しかし、いきなりヘンカがおそうとし

たら、それはスリリングなドラマになる。ショウチュウガッコウをおえたら、コウコウ、

ダイガクとすすんだり、すすませたり、すすんでくれればとおもったりする。それがわ

りと「フツウ」かもしれない。しかしである、「ヘンカ」がおそっているようにもおもえ

る。それはなにか。「エーアイ」である（●ヒャクロクジュウハチ）。

スウシキをおぼえてケイサンすることもできて、ブンショをかくこともできる。レキシ

のネンゴウをセイカクにこたえられ、ブンシのカガクシキもあらわせる。これは、「エー

アイ」というコウコウセイのノウリョクである。それイジョウのこともできるだろう。

そのコウコウセイとキョウソウしてかてるコウコウセイがどれだけいるか。タブン、そ

のエーアイがもっともいいセイセキでソツギョウして、もっともいいダイガクにすすみ、

いいキギョウにシュウショクするのだろう。いまのところエーアイにドウタイはないか

ら（あるのもあるかもしれない。）、タイイクだ、ショドウだ、ガッキエンソウは、ニン

ゲンのかちだろう。そういうエーアイがみぢかになりつつある。

　ニンゲンのコウコウセイが、キョウソウにかてなかったらどうなるか。「くだる」のか

もしれない。エーアイのめしつかいをやるということだ。それなら、コウコウにいかず、

エーアイのセイビでもベンキョウするといいかもしれない。キョウソウにまけてもまな

びたいだったら、コウコウにいくのもいいかもしれない。それでも、キギョウにはいっ

たら、エーアイにつかわれるようになるだろう。エーアイのいうとおりにはたらかなけ

ればいけない。つまり、ニクタイロウドウするのが、ニンゲンのおもなしごとになる。

それでもコウコウにいくのか。ロボットのギジュツもハッタツしているから、やがて、ニ

クタイロウドウもエーアイがやるようになるかもしれない。そうすると、シツギョウか

もしれない。きびしいドラマだが、あまりこどもをもつおやはかんがえていないようだ。
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エーアイセイビガッコウにいったホウがよいのはめにみえているようだが。キギョウっ

ていうのは、やすくて、いいロウドウリョクをつかおうとするから（みのまわりにチュ

ウゴクセイがふえましたよね。）、まぁまちがいなさそうなのです。

　

ヒャクななジュウハチ

　

どくどくしいタイドをだれかにとれば、それはだれかにハキュウするかもしれない。で

も、それはかつてうけたどくどくしいタイドかもしれないし、そうでないかもしれない。

トウダイもとくらしという。ジブンがとったであろうどくどくしいタイドはあまりおぼ

えていない。だが、それがそもそもだったりするだろう。としをとってそうおもう。ニホ

ンジンはいまのきたチョウセンをせめるが、それはむかしのニホンのありかたにそっく

りである（●ななジュウイチ、ヒャクヨンジュウイチ）。むかしのニホンのありかたは、

まちがっていたというのだろうか。

　

ヒャクななジュウキュウ

　

リエキのあるところにひとはちかよっていくだろう。シュウショクさきをきめるときな

どそうだろう。あかじがおおいカイシャには、うりあげのすくないカイシャには、あま

りちかよっていかないだろう。しごとをしてジブンもリエキをえられにくいからだ。そ

れがあたりまえと「リエキ」をツイキュウする。それだけでただしいのか。

ヨーロッパのレキシをみると、ローマジダイからシュウキョウによるシハイがつよまっ

た。おうはシュウキョウとむすびついていたとおもわれる。つまりおうはシンコウして

キョウカイとつきあっていた。しかし、ジュウジグンやシュウキョウカイカクをへて、

キョウカイのちからはよわまった。それからはヨーロッパナイのセンソウがおこるよう

になる。また、コクガイにショクミンチをもとめるうごきもカソクした。ショクミンチ

は、シハイコクにとみをもたらすからだ。そうして「リエキ」によるシハイにイコウして

いった。センソウといっても、ヘイにカネをはらってするものだから、おうのちからはシ

ダイによわまっていった。ニホンもショクミンチをもつくにとたたかったし、ショクミ

ンチをもとうとした。そのたたかいのケッカ、ショクミンチはジリツするようにもどっ

た。そうして、リエキによるシハイをささえたひとつのホウホウがとりづらくなった。

しかし、おおきなたたかいのハンセイというのもある。もっとも、カクヘイキのハイビ

がセンソウや「リエキ」によるシハイをおわらせたともいえる。それをつかって、センソ

ウやリエキのツイキュウをすると、すべてのチキュウジョウのブンメイがおわってしま

うからだ。そうしたことから、いやいやかもしれないが、コッカにおける「リエキ」の

シハイはおわった。かわりになにによってシハイされているのか。「リョウシン」によっ

てシハイされつつあるようにもおもう。だから、キギョウが「リエキ」だけでうごくと

したら、ふるいレジームでケイエイしているということだ。「リエキ」がでるということ

は、どこかに「フリエキ」がでるということだ。トクにショウケンそうばなどはそうだ
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ろう。そういうキジュンでやっていれば、かちまけができるから、トクベツいいとはい

えなそうなのである。

　

ヒャクハチジュウ

　

ジブンのブンシンをソウサするあそび（コンピュータージョウで）がイチジうわさになっ

た。いろいろなひととはなしやとりひきができたのではないかとおもう。そのうわさを

きき、ある「ジョウホウ」をもって、サンニュウしようとおもった。そのジョウホウと

は、「シ」のプログラムである。ジョウホウはしなない。だから、「シ」があるとリアル

じゃないかと。それには、ホウテイシキのようなものがヒツヨウになる。タンジュンに

ランスウをえらんで（ランダムに）、トツゼンしぬばっかりじゃこまるだろうから。その

ときかんがえたホウテイシキは、いまいちでサンニュウしなかった。

わたしがこどものころをおもいだしてみると、ロールプレイングゲームのかんがえかた

がタンジュンだ。「タイリョク」というのがレイになったら、それでおわり。ただ、リア

ルにするなら、「タイリョク」のスウチをどうやってキテイしていくかがモンダイだ。む

かしのわたしは、フトンでねればタイリョクがカイフクするとおもっていた。これはタ

ブンロールプレイングゲームのエイキョウだ。ロールプレイングゲームでは、やどやで

ねるとタイリョクがカイフクするしくみになっていた。それはどうもリアルでない。め

しをたべなきゃよわってしまうだろう。だからショクジのヨウソはダイジだ。そうかん

がえると（ケガなどはあるだろうが）、「ショクリョウ」によるスウチで、「シ」をキテイ

することになるのだろう。

　

ヒャクハチジュウイチ

　

ものかきには、「インク」がヒツジュヒンである。いまだと、シンにつめたインクなども

うっている。むしろそれをつかうホウがタスウハだろうか。わたしもケイタイヨウには、

そういうのをリヨウしている。もっともわたしはダイガクにいくころからペンをつかい

はじめた。ニヒャクエンでうられている、つかいすてのスイセイペンである。ユセイの

ものもあるが、わたしはかきごこちのテンでスイセイのものがすきだ。

チュウガクセイのころに、ニセンエンほどするスイセイペンをかった。そのかきごこち

がきにいっていた。しかし、それをインクぎれにさせたら、そのままほったらかしてい

た。シンをとりかえるというかんがえがなかったので、そのゴ、つかいすてのスイセイペ

ンをつかうようになった。しかし、それもたびたびインクぎれをおこす。またかうおか

ねはあるのだが、すてるのはもったいない。それでかえシンをさがしはじめた。だが、ニ

ヒャクエンのそれはみつからなかった。が、ニセンエンテイドしたスイセイペンのかえ

シンをみつけることができた。ユウジンやシンセキにもらったペンをしらべているうち

に、かえシンがうられていることがわかった。ブンボウグやでてにはいることがわかっ

た。イライ、そのシンのペンをつかっている。ユウジンやシンセキにありがとうといい
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たい。おかげでたすかっています。

それからしばらくして、マンネンヒツをおもいだした。それもこどものころきにいって

いた。しかし、つかうキカイがなかった。だがホンをかくようになったので、つかおうと

おもった。インクはカートリッジシキのものもあるが、ペンをインクビンにつけてかい

てみようとおもった。もちはこびにむかないが、いえでかくブンにはモンダイはない。ビ

ンにはいったインクをかってきた。ちいさめのものだが、これひとつでいのところイッ

サツかけている。イチネンにイッサツのペースだから、イチネンもっている。

むかしのショキなんかは、どのくらいでつかいきったのだろう。インクビンはきりのい

いおおきさであるはずだ。もし、ハントシとするなら、わたしはショカとしてはまだま

だということだ。このままのわたしのペースだとイチネンにイッカイかいにいくようだ。

　

ヒャクハチジュウニ

　

なつがおわったというカンがあるクガツゲジュン、あるいていると、せみがないている

ことにきづいた。なつをおもわせるが、タイテイのひとはもうあきだというだろう。し

かし、そんな「なつではなくてあきだ。」というくわけはおおまかにいってあてはまるけ

れども、こまかくいうと、ジキがゼンゴしたりする。それぞれのツゴウでうごくわけだ

から。「ニホンジンはワショクをたべる。」といっても、ヨウショクをたべるひともいる

だろう。そういうタヨウセイをみると、なんだかいいとおもう。デジタルドケイのよう

に、イチからニへとあるシュンカンにヒョウジがかわるのではなく、イチとニのあいだ

にまがあり、そのようにみれば、ゆっくりとかわっていく、そういうみかたがわたしは

すきかもしれない。とはいえ、デンシャがテイジにこないとイライラしたりするのだが。

　

ヒャクハチジュウサン

　

ハチジュウネンダイにハツバイされたテレビゲームのカートリッジは、よみだしヨウの

キロクブヒンがイチメガバイトがせいぜいだった（●ヒャクナナジュウサン）。タンジュ

ンなものだと、ゴジュッキロバイトとかである。それにくらべていまのゲームは、ギガ

バイトクラスのよみだしヨウキロクブヒンをつかっているとおもわれる（たしかめてい

ない）。イチメガバイトのゲームとイチギガバイトのゲームでは、ゲームのジョウホウ

リョウがセンバイちがう。そのセンバイで、タブンガシツをあげたのだろう。センバイ

おもしろくなったとか、ヒャクバイジカンがかかるとはきかないからである。オンガク

にもヨウリョウをつかっているだろう。つくるホウからすれば、センバイつくるのにジ

カンがかかるはずだ。モチロン、コンピュータによるコウリツカはしているだろう。し

かし、ねだんがセンバイになったともきかない。せいぜいハチジュウネンダイのゲーム

キノカートリッジとおなじか、ニバイくらいだろう。それならもうけはセンブンのイチ

とか、ゴヒャクブンのイチになるはずだ。

しかし、もうからないから、ゲームをつくらなくなったとはきかない。そこそこもうか
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るのだろう。じゃあハチジュウネンダイのゲームキのときなんて、センバイとかゴヒャ

クバイもうかったんじゃないですか。ではあるが、キロクブヒンがトウジはサイセンタ

ンのものをつかっていたので、それにケッコウかねがかかったはずだ。

いってみれば、ハチジュウネンダイのゲームキをやっていたこどもは、ゲームやのもう

けとハンドウタイやのもうけ、そしてそれらのカイハツソクシンに「トウシ」していたこ

とになる。だから、いまごろ、ハンドウタイブヒンがやすくかえるわけだ。それでわたし

なんかはたすかっている。もっとも、ニホンのハンドウタイやはすくなくなっているが。

それはともかく、センバイのロウリョクをかけて、もうけがかわらないのではちょっと

かんがえてしまう。センバイはたらいても、もうけはかわらないというのは、きびしい

が、キョウクンかもしれない。そういうジョウキョウがあるから、「カロウシ」がモンダ

イになるのだろう。しかし、かせぎすぎてそうなったのなら、ジゴウジトクであろう。

「テレビ」というセイヒンやそのカンレンサービスもにたようなメンがある。

テレビはブラウンカンをつかっていたものと、レイネンダイにではじめたものとをくら

べると、ヤクななバイのこまかさになった。それだけジョウホウリョウがふえたという

ことだ。いまでは、さらにヨンバイ、ハチバイにしようとしている。そうすると、「え」

をとどけるホウとしては、ななバイのこまかさがヨウキュウされる。ちいさいごみやほ

こりがうつりこんでしまったら、それはななバイのおおきさでヒョウジされるのである。

だから、サツエイチのソウジがかかせないようになるとおもわれる。それでリエキはやっ

ぱりかわらないのだろう。またカロウシみたいなモンダイがおこるのではないか。その

テン、しろうとドウガはキラクである。でもそっちのホウが、ヘンにつくりこまないブ

ン、ジツブツにちかいとなるだろう。

　

ヒャクハチジュウヨン

　

なぜタイヨウのまわりをワクセイがまわるか。それは、コウセイをチュウシンにまるで

うずをまくようなちからがはたらいているからだろう。わたしはそれをうずまきリョク

とよぶ（●アヒャクロクジュウサン、●む ハチジュウハチ）。

そして、コウセイがもえさからなくなったらどうなるか。まず、コウセイからはなたれ

るブッシツ（たとえばスイソなど。「ひかり」といったホウがわかりやすいいかもしれな

い。）がはなたれなくなる。すると、そのブッシツによってたもたれていたコウセイとワ

クセイとのキョリがちぢまる。ニホンのウチュウケンキュウキカンがセイゾウしたエン

ジンのゲンリをかんがえれば、「ひかり」で、なにかものをスイシンさせたりすることは

カノウということがわかるだろう。そしてやがてコウセイにのまれてしまう（それをブ

ラックホールというようだが。）。

そのあとどうなるか。もし、あるケイトウをカイリョウしたホウがいいとなると、これ

はシュギ、シュチョウがわかれるだろうが、それまではなっていたエネルギー、ブッシ

ツをすべてカイシュウして（うずまきリョクをつかえばカノウだ。）またもえるではない

か。むかしのオウベイジンだろうか、しぬことを「テンにめされる。」といった。これは

どういうことか。これは、コウセイのもとへいってネンリョウになるということでない
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か。そうすれば、のこされたひとたちには、ヘイワが（いつもどおり）ケイショウされ

るのである。

アンガイ、「カガク」がハッテンしたというゲンダイのホウがそういうメンににぶいかも

しれない。でも、「リセット」されそうになったら、タイヨウケイのそとにげるというの

もわかるはなしだ。ウチュウセンでベツのケイトウににげれば、あるワクセイでハッタ

ツした「ニンゲン」もいきのびるだろう。だが、それをダイダイテキにやったケッカ、

「ニンゲン」がハッセイしたケイトウが「サイセイフノウ」になるのは、ただしいかとい

うとむずかしい。たしかにセッカク、シンカしたのだからである。でも、そういうリセッ

トはたびたびおこっているようにおもわれる。だから「ウチュウ」がひろがっていると

いうのは、みているわたしたちのセイゾンへのキボウがひろがっているだけのことかも

しれない。ウチュウもやはり、ブッシツをカイシュウしようとするわけだろうから。

　

ヒャクハチジュウゴ

　

「イチオクソウひのたま」ということばがある。これはひどいことばだとおもったりもし

たが、ニンゲンはやがて（タイヨウの）ネンリョウになるということ（●ヒャクハチジュ

ウヨン）をかんがえれば、それはただしい。わたしがきらったように、ふるいことばを

かろんじると、それがゆえにとおまわりするかもしれない。『ヘイケものがたり』のイッ

セツなんて、まったくとおもうのである。いまはウチュウセンでにげるてもあるが。

ヒャクハチジュウロク

　

わたしはゼイタクがすきだったが、オヤジもおふくろもシッソだった。ガイショクにい

くことは、わたしがもとめたときイガイしなかった。サイゴのそろってのガイショクは、

そばやでたべたときだ。テンプラそばでもたべたかとおもう。ボサンにいって、かえり

にたべていこうでそうなった。もっとも、わたしがそのきでなかったら、いえでたべて

いたとおもう。

オヤジは、のみあるくこともほとんどなかった。なんでも、いえでのむのがすきだといっ

ていた。わたしもそのきもちがタショウなりともわかってきた。でもたまにバーにいき

たいなどとおもってしまう。ガヤガヤしたかんじもきらいでないのだ。しかし、ほとん

どいえでのんでいる。オヤジやおふくろのようなひとたちが、センゴのニホンをささえ

たのだとおもうと、なるほどとおもう。

　

ヒャクハチジュウなな

　

イゼンはショクタクのうえに「おしんこ」がかならずとはいわないが、のっていた。サイ

キン、わたしはそういうコウケイをみない。といっても、わたしか、おふくろがのっける

かどうかのはなしなのだが、ちかごろになってあるといいなぁとおもう。やはり、なじ

んだショクブンカというのは、そのゴのシュミというか、シコウにエイキョウをおよぼ
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すのだろう。むかしをなつかしむのもいいが、つくるなり、うっているのだから、かっ

てきてたべればいい。そのうちつくろうとはおもうが、それはいつなのだともおもう。

かってきてもいいのだが、わりだかとかんじてしまう。おふくろもそうだが、オヤジも

つくっていた。すこしずつ、バージョンアップしていたとおもう。タンジュンにやるか、

やらないかだ。

　

ヒャクハチジュウハチ

　

ハチジュウネンダイのころまでは、ニホンではニヒャクゴジュウミリリットルテイドの

ほそながいカン（ジュースなどにつかわれるものだ。）がシュリュウだった。ビールは

ビールで、ビンビールがシュリュウだったとおもう。ジュースならそれでヒャクエン。と

ころが、ショウヒゼイのドウニュウがさきだったか、ねあげがさきだったか、あまりお

ぼえていないが、ヒャクジュウエンだか、ヒャクニジュウエンになった。

そのころカイガイでは、サンビャクゴジュウミリリットルのジュースがうられていた。

どっちがいいのかだが（まぁ、おおくのめるから、サンビャクゴジュウミリリットルの

ホウがいいのか）、ねあげするころには、サンビャクゴジュウミリリットルのカンジュー

スがうられはじめた。ゾウリョウのはばが、ジュッパーセントやニジュッパーセントで

はないから（カンのおおきさのサはヨンジュッパーセントである。）セイゾウシャは、リ

ざやがへっただろう。ビールもカンでうられることがおおくなった。

いまはさらにショウヒゼイゾウガクでヒャクサンジュウエンにおちついたが、あまりサ

ンビャクゴジュウミリリットルのカンジュースはみられなくなった。かわりに、ニヒャ

クミリリットルテイドのコーヒーとかゴヒャクミリリットルのおちゃやジュースである。

ニホンジンがイチドにのむリョウがかわったのだろうか。

キュウジュウネンダイのはじめのころ、コンビニでカップをかって、そのヨウリョウだ

けすきなのみものをいれてのめるというサービスがあったが、タンサンインリョウをイ

チリットルもそうそうのめるものではない。すぐにそのサービスはシュウリョウになっ

てしまった。いまでは、それでつかわれていたようなキカイをつかってレストランで、の

みホウダイサービスをやっているが、タンサンインリョウはえらばれなくなったのかも

しれない。

ヒャクハチジュウキュウ

　

ジュウガツとおかは「タイイクのひ」だった。「だった」というのは、そのシュウのゼン

ゴにキュウジツがずれこむからである。ことしは、ここのかがやすみになった。しかし、

タイイクのひといってもあまりジッカンがない。わたしがショウガクセイのころは、そ

れぐらいのジキにウンドウカイをやっていた。しかし、わたしがチュウガクセイなった

くらいから、はるにウンドウカイをやるようになったようなきがする。タイイクのひが、

かろんじられるようになったわけだ。

わたしはどちらかというと、こどものころは、ベンガクよりウンドウハであった。はしっ

たり、およいだりするのがトクイだった。しかし、チュウガクセイになると、ガクギョウ
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のでき、ヘンサチがはかられるようになった。そして、それがたかいことをショウサン

するようなジョウキョウになっていった（わたしのうちでは、かもしれない。）。ウンド

ウよりベンガクというようなである。いまかんがえると、「タイイク」のヘンサチがあっ

てもいいだろうけど、そういうキロクはみあたらなかった。あるドウキュウセイは、タ

イイクハだったが、ベンガクにもいそしむようになった（タブン）。しかし、わたしは、

ベンガクにいそしめなかった。はなしはわかるけど、それをやるかどうかはベツのモン

ダイだというわけである。タイイクハ、またタイイクのひをもりあげるのは、いまのわ

たしにはむずかしいとおもわれる。サイキンプールにイッカイいったきりというありさ

まであるから。

　

ヒャクキュウジュウ

　

わたしはステーキがすきだが、なかなかのねだんがするところが、たべるハンダンをヨ

ウイにさせないテンである。やすくても（セットで）センエンくらいだが、ゴヒャクエン

というところがあった。このジョウホウがしれわたると、そこにキャクがサットウする

というシンパイがあるが、ジツはカイガイなのでタブンモンダイはない。それもセット

でである。ニホンはブッカがさがっているから、むしろブッカをあげようというが、そ

れはこのようなゲキやすステーキをタッセイしてからにしてもらいたい。

ニホンはブッカがたかいですよとサイキンきかなくなった。かわりに「ブッカ」をあげ

るである。たしかにブッカをあげると、ロウドウシャはうるおうが、しごとでつくった

ショウヒンがうれなくなったらそうとはかぎらない。サンビャクゴジュウミリリットル

のジュースにしたって、ニホンではヒャクサンジュウエンするところをカイガイではハ

チジュウエンでうっていたりする。だからまだまだなのだ。それでタンジュンにリエキ

をだそうとかんがえれば、ユニュウするわけだ。ブッカをあげれば、とみがカイガイに

でていくのではないか。

　

ヒャクキュウジュウイチ

　

ジブンのみちをいくことはむずかしい。わたしがわかいときは、そんなことはかんがえ

なかった。そんなことないだろう。カンタンだ。というひともいるかもしれない。すき

なようにうごけばよいと。そんなことをいうひとは、なやみもビョウキもシツギョウも

ないのだろう。「なやみ」のないように、「ビョウキ」のないように、「シツギョウ」のな

いように、うごけばいいのだからと。しかし、よのなかの「なやみ」がなくなったとは

きかないし、「ビョウキ」や「シツギョウ」もなくなったとはきかない。そんなにニンゲ

ンやシャカイはカンタンではないのだ。

きまったジカンにイッセイにツウキンしていれば、「おなじような」ひとにであう。なに

かあったら、「おなじような」ひと、ドウシにソウダンもできるだろう。そういうチョウ

シで、「みんな」のやっていることをすれば、そのコストはやすくなる。モンダイのカイ

78



ケツにかかるコストが、「よくある」ゆえにひくくなる。それなら、みんなカイシャイン

をやればいいだろうとなるが、そうもいかないのだろう。でも、「カクゴ」がないのだっ

たら、「ジブン」のみち」をあるくことは、やめたホウがいいかもしれない。たかくつく

からだ。

　

ヒャクキュウジュウサン

　

ガッキというシュミがわたしにはあるが、おかねがかかってたまらない。こりだすと、の

はなしではあるが。それにくらべて、ホンをかくのは、かみとペンがあればできる（もっ

というと、パソコンとインサツキとセイホンキであろうか。）。そんなにおかねのかから

ないシュミだとおもう。むかしのひともやはりホンをかいたのだろうが、ガクシキのあ

るひとにかぎられていたかもしれない。

では、ショミンはどうしていたか。あつまってはなしをしていたかもしれない。いえでお

やとはなしてばかりいてもだから、ケッコンもするだろう。いまのように、テレビやパ

ソコンはないのである。ひとりでくらしていても、いまならさびしくないかもしれない。

そういうドウグがそろっている。だから、テレビやパソコンをイシキテキにつかわない

というセンタクシもあるかもしれない。それならシャコウテキにもなるだろうし、ケッ

コンもするだろう。

　

ヒャクキュウジュウヨン

　

わたしはわかいころ、はげしい、コセイテキなオンガクばかりきいていた。その「コセイ

テキ」なシュミをだれかとわかちあうことはむずかしい。たまにいなくもないが、わり

あいとしては、ほんのショウスウだ。だからかどうか、よくきくオンガクが、タイシュ

ウむけのものになっていった。コセイテキなシュミもいいが、（だれかにメイワクをかけ

ないかぎり）、イッパンテキなシュミのホウがひととはなせる。「コセイテキな」ロウド

ウシャでは、ショクバでこまってしまうが、いろいろないみのある「シュミ」ではなく、

「コセイテキな」カイゼンにつよいと、しごともうまくいくかもしれない。「コセイテキ」

とはよくいわれるが、いろいろなヨウソのある「シュミ」ではなく、「カイゼン」という

ホウコウにしぼるのだ。それだと、しごともうまくいくかもしれない。

ヒャクキュウジュウゴ

　

わたしは、（キギョウがハッコウする）かぶにエンがないが、それをとりひきすることを

ソウゾウしてみた。マイニチゴパーセントずつふやしていけば（そういうメイガラはす

くないだろうが。）、ジュウゴニチでシキンがニバイになる。イチマンエンからはじめた

ら、ニマンエンになる。そのヨウリョウでつづくと、ヒャクヨンジュウサンニチメには、

イッセンマンエンをこえる。そうやってかせぐひともいるのかとナットクである。それ

をジミチにやっていけば、もとでがなくてもかねもちになれるわけだ。
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たしかに、イチニチでえられるバイリツは、ケイバやパチンコよりもすくない。よくて

ジュパーセントだからだ。しかし、それをまめにやっていれば、かねをかせげるのであろ

う（やったことがないのでわからない。）。ただイチニチじゅう（たかがゴジカンだが。）、

ガメンにむきあっているのはつらいかもしれない。しかし、そうやってまめにやったひ

とが、「トウシでかせげる」などとホンをだすのであろう。よんだホウは、それだけこま

めにできるかはわからない。わたしもそういうこまかいサギョウはすきだが、いまのと

ころそれをやろうとはおもわない。ほかのことをしたいとおもっている。

ヒャクキュウジュウロク

　

ニホンでは、かぶなどでかせいだひとは、あまりほめられないのではないか。それはそ

うだというきがする。それはかぶのとりひきは、ギャンブルのヨウソがあるからである。

エーさんが、ヨンヒャクエンのかぶをロッピャクエンになったときにうったら、エーさ

んはニヒャクエンもうかる。しかし、ビーサンがヨンヒャクエンのかぶをロッピャクエ

ンになったときにかえば、ニヒャクエンのあかじである。そうやって、かせぐひとと、か

ねをはらうひとがいるわけだ。それはケイバとかわらない。ただ、かけキンにタイするリ

ターンが、ケイバはサンわりとかゴわりとかをジギョウシュタイにぬかれるのにタイし

て、かぶはテスウリョウやゼイキンをわずかにぬかれるにすぎない。また、イチニチで

ニバイイジョウリターンをえられるかというと、かぶではメッタにない。そういうサは

あるがまけるひとがいるというテンで、ギャンブルとおなじなのである。そういうショ

ウブをしごととしているひとは、ヒョウカがひくいのであろう。おもしろいゲームだと

はおもうが、つよいひとがかつのであろう。しかし、それはだれかの「まけ」によって

ささえられている。

　

ヒャクキュウジュウなな

　

ショウギでニンゲンとジンコウチノウがタイケツすることがある。ジンコウチノウはつ

よいという。たしかに、わたしもテレビゲームのショウギにかてなかったことがあった。

しかし、ショウギではそういうはなしをきくが、マージャンではきかない。どうしてだろ

う。マージャンははじめのもちふだと、ふだのひきがショウブをわけることがある。つ

まり、ウンにサユウされることがショウギとくらべておおい。そういうゲームでは、ジ

ンコウチノウはカツヤクしにくいのかもしれない。ヘンないいかたをすれば、ジンコウ

チノウがイライラするのが（ジッサイにはしないだろう。）、ウンのわるさというわけだ。

ジンコウチノウにかちたかったら、「ウン」をみかたにつけるといいだろう。

　

ヒャクキュウジュウキュウ

　

おいしいハンバーガーをジブンでつくって、たべて、「サンビャクエンもうけた。」とい

うひとはあまりいないであろう。このレイでは、つくったひとは、ハンバーガーやのテ
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ンインではない。このハンバーガーのシジョウカカクは、シジョウをみればダイタイス

イソクできる。しかし、コストがかかるので、ショウテンドウヨウに、（ジブンに）サン

ビャクエンをうりあげたともいえる。ヒヨウをひかないと、リエキはケイサンできない。

にくがヒャクエンで、パンがゴジュウエンだったら、そのたのヒヨウをひいて、たとえ

ばリエキがヒャクエンだったりする。リエキがでるなら、ジブンでつくったホウがいい。

だが、よりおおくのリエキをえるためにあきらめるやりかたもある（カイシャインをし

ているばあいなどだ。カイシャからえるおかねがおおきければ、わざわざこまかいリエ

キをジブンでだすヒツヨウはないということだ。）ジブンでかせぐなら、たとえばホンづ

くり。シュッパンすると、かりにゴジュウマンエンかかったとする。しかし、それはギョ

ウシャにたのんでのカカクだ。ジブンでつくったばあいにサンジュウマンエンですませ

られるのなら、ニジュウマンエンのリエキとなるから、ほかにわりのよいしごとをもっ

ていないのなら、ジブンでつくるべきだろう。

ジブンのみのまわりのかいものには、あまりソントクをかんがえないものだが（そのし

なもののたかい、やすいはベツである。）、こうやって、ジブンからのジュヨウもケイサ

ンして、かせぐことができる。あるサービスのカカクは、そのしごとをガイチュウした

ら、いくらかというキンガクでカクニンできる。ネンカンとおしてそのゴウケイをケイ

サンしたガクが、あなたのセイサンガクである。そのセイサンガクのホウが、あなたの

キュウリョウよりもひくいのなら、あなたはキュウリョウブンはたらいていないことに

なる。セイサンセイをあげるというのは、ジュウヨウなカダイであるが、いまいちケイ

サンがしづらい。でも、シジョウカカクをみれば、それはケイサンできるのである。こ

のケイサンホウをジュヨウキジュンホウとよぶことにする。

　

ニヒャク

　

「ジブンなりにかんがえる」とかいったりする。これは「ジブン」がほかのイケンにとら

われずに、「かんがえる」ということである。しかし、それはしなくてもいいのかもしれ

ない。「かんがえる」とは、「カン（チョッカン）」があって、それを「かえる」ことだろ

うからである（●むヨンジュウイチ）。つまり、「カイカク」にちかい。カイカクをした

きゃ、かんがえるのもいいが、カイカクをしなくてもいいことはある。もっというと、

「かんがえる」かぎり、カイカクがあるということである。カイカクがおこなわれるとい

うことは、なにかのイドウがしょうじる。だから、わかいひとにはカイカク（かんがえ

る）はいいかもしれない。タイリョクがあるからだ。もっというと、としよりは、カイ

カク（かんがえる）をきらうだろう。よいカイカクはタイリョクショウブといえそうだ。
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ニヒャクイチ

　

ニジュウヨジカンソウギョウのコウジョウがあるのに、なぜニジュウヨジカンガッコウ

がないか（●むヨンジュウサン）。コウジョウはノウキをはやめるため、コウリツテキに

キカイをつかうためにそうしているだろう。コウリツをもちだすなら、キョウイクにも

ドウニュウしてもよさそうだ。ななサイでニュウガクしたショウガッコウをサンブンの

ニのキカンでソツギョウさせて、ジュウイッサイでチュウガッコウに、そしてジュウニ

サイでソツギョウさせ、ジュウサンサイでコウコウに、ジュウゴサイでダイガクに、そ

うするとジュウハッサイからしごとをはじめられる。ゼンインがそうするヒツヨウはな

いが、ロウドウリョクがふえるのではないだろうか。

　

ニヒャクニ

　

どうも、ケイザイモンダイというと、カクサやそのシャカイコウゾウがモンダイにされ

ているかもしれない。カクサがないホウがビョウドウのようだから、そのホウがよいと

いうのは、あるテイドわかるはなしだ。しかし、ひとびとをビョウドウにしてシッパイ

したのがソレンではなかったか。それは、はたらいても、はたらいても、ビョウドウだ

から、はたらくきのあるひとが、やるきをなくしてしまったというケッカおこったとい

われる。それなら、ビョウドウではいけないはずだ。ソレンがシュウリョウしてまだサ

ンジュウネンたたないのに、それをわすれてしまったかといいたい。

もっとも、わかいこなんかは、ソレンのことをしらないから、ビョウドウのホウがいい

といってしまうかもしれない。しかし、やはりケッカはおなじようなものだろう。むか

しはこういうことをカクメイといった。それをわすれたであるまい。カクサというのは、

ドリョクのリョウとシツのちがい、セイカのちがいといえば、みとめられるのではない

か。タブン、かねもちはまっとうにかせぎつづけたために、ケッカとしてかねもちになっ

たわけで、そういうケイイをムシして、ビョウドウにブンパイしようとおもうと、フコ

ウヘイがショウずる。それより、まじめにはたらいて、かねもちになれるというモデル

があったホウが、ケンゼンだとおもうのである。ただ、ケイザイキョウソウがあって、

セイコウするひとと、おちぶれるひとがでる。そこのところをきびしいキョウソウにす

るのではなく、おたがいがケイイをはらうカンケイにすれば、カクサのはげしさがへっ

ていくのではないだろうか。ただ、これは、「イショクたつて（たりて）エイジョク（ハ

ンエイとはじ）をしる。」というモンダイもはらんでいるから、チュウサンカイキュウイ
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ジョウのかんがえかたであろう。しかし、セイフのやくめのひとつは、とみのサイブン

パイであるとかんがえ、ジッコウできれば、うまくいくのではないか。

　

ニヒャクサン

　

むかしは、ひとのあつまるところには、みずのみばがあった。それはそうだ。ひとがい

れば、のどもかわくであろうから、わかるしごとだ。しかし、サイキンはそういうもの

をあまりみないきがする。かわりにジドウハンバイキがおいてあるようなきがする。つ

まり、のどがかわいたら、こぜにをだして、のみものをかってくださいと。わたしはジ

ドウハンバイキでのみものをかうのがすきだから、あまりきにならなかったが、やっぱ

りそういうしごともダイジだとおもう。

　

ニヒャクヨン

セッチョ、『アルクカラカンガエル』で、「ジミントウタイシツ」のはなしをした（●ア

ヒャクロクジュウロク）。それは、ガッシュウコクセイのこむぎやニクをたべつつ、コク

サンのノウサンブツをたべるひとのことだ。そういうひとがおおくなったとおもわれる

から、コベツのことだけでなく、シャカイのこともいえるだろう。このイッポウで、キ

ンネンチュウゴクからのユニュウもふえている。それなら、キョウサントウタイシツと

いうのもあるかもしれない。つまり、チュウゴクサンのヤサイやにくをたべつつ、コク

サンのたべものをたべるというありかたである。もっとすごいひとは、ジ（ミントウ）

キョウ（サントウ）ゴウベンタイシツかもしれない。ガッシュウコクサンのショクリョ

ウと、チュウゴクサンのショクリョウ、そしてコクサンのショクリョウをたべるありか

たである。このいずれかといずれかがもめれば、タイヘンだとはおもうが（キンユもあ

る。）、まぁ、いまのところではある。あらそいはじめたら、マテリアルのブンダンによ

り、コジンブンダンがありうる。ジミントウタイシツのひともいるし、キョウサントウ

タイシツのひともいる。だから、シャカイブンダンもありうる。むかしはイデオロギー

ロンソウがあったようだが、いまは、「もの」のモンダイだ。「はなし」であればごまか

せるが、「もの」はごまかせない。これらのテンについて、ニホンジンがチョウワするホ

ウホウをみつけなければならないのだ。

ニヒャクゴ

　

「いじめ」はたびたびおこっているようである。おこらないホウがいいだろうが、おこっ

てしまうようだ。カンケイシャがなにかタイサクをたてるのだろう。エイゴでいうと、

「アビューズ」か、「リンチ」なんていうことばをおもいだしたが、フツウはそんなところ

か。「クーデター」ではどうだろう。これだとつよいものがヒョウテキになっているカン

がある。あいてがつよいものなら、クーデターで、よわいものならアビューズか。そうか

んがえると、いじめにもシュルイがありそうである。「アビューズ」はタンタンとおこな

われて、「クーデター」はヨウイシュウトウにおこなわれるようにおもわれる。こういう
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ことがおこるジョウキョウでイチバントクをするのはだれか。よくもわるくもないチュ

ウケンのひとだろう。セイジもゾウゼイかゲンゼイかでいつももめている。あまりエイ

キョウがないのがチュウカンソウだ。そういうトクをなんとかしようとおもって、チュ

ウカンソウにもゼイをかすようになったのかもしれない。

　

　

　

あとがき

　

ゼンチョ『むしのツゴウニンゲンのツゴウ』をかきおえてからイチネンになる。コンカ

イはブンリョウをふやしたが、やはり、イチネンでイッサクのはやさらしい。サンネン

たってみてサンサツだ。

サイキンのわたしは、かたいブンショウをよみにくくなっているのではとかんじる。わ

たしがかいているホンが、やわらかいからであろう。ロンリコウセイなどはあまりかん

がえていない。また、カナガナブン（ひらがなとカタカナのコンゴウブン）もカクスウの

おおいジをつかわない。こういったリユウで、ロンリやカンジをおもんじるホンをよみ

づらくなっているとおもう。このことから、もっといってしまえば、サンネンカンカンジ

にふれなければ、やがてよみづらく、そして、よめなくなってしまうのだろうとおもう。

メイジ、タイショウキにカンジをタヨウしたブンがみられていても、センゴになるとカ

ンジのカクスウやブンリョウがへってしまう。センソウチュウのコンランをたてなおす

ために、そうしたのかもしれない。そのホウがカンタンだからだ。そういったハイケイ

もあって、マンガもシジをえたのかもしれない。だから、カンジをダイジにというのは

キョウイクシャだろう。わたしはチャレンジャーなので、カンジぬきでもヒョウゲンが

できるということをすすめていきたい。

　

ニセンジュウななネン ジュウイチガツ ニジュウヨッカ ふゆのはじまりにて。　
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